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この PeopleBook について

JD Edwards EnterpriseOne製品ガイドでは、オラクル社のJD Edwards EnterpriseOneアプリケーションの導入と使
用に必要となる情報が提供されています。

この章では、次の内容について説明します。

• JD Edwards EnterpriseOneアプリケーション導入の事前要件

• アプリケーションの基礎

• 最新版ドキュメンテーションの入手とドキュメンテーションのダウンロード

• 追加情報

• 表記規則

• ご意見、ご要望について

• 製品ガイドで使用する共通フィールド

注意: 製品ガイドでは、追加の説明が必要な場合のみ、フィールドやチェックボックスなどの説明を記載していま
す。処理や業務の説明箇所に、そこで使用されるフィールドの説明がない場合は、追加の説明が必要ないか、
または、項、章、製品ガイド全体、製品ライン全体で使用される共通フィールドとして説明されています。すべて
のJD Edwards EnterpriseOneアプリケーションで共通して使用されるフィールドは、この章で説明します。

JD Edwards EnterpriseOneアプリケーション導入の事前要件
このガイドの内容を十分に理解して活用するには、JD Edwards EnterpriseOneアプリケーションの基本的
な使い方を熟知している必要があります。

また、少なくとも1つの入門トレーニング・コースを修了することをお薦めします。

この製品ガイドでは、ユーザーがJD Edwards EnterpriseOneのメニューやフォーム、ウィンドウを使用し
て、アプリケーションを操作したり、情報を追加、更新、削除したりできることを前提としています。また、
Webブラウザと、Microsoft WindowsまたはWindows NTの操作に習熟していることも必要です。

これらの製品ガイドでは、JD Edwards EnterpriseOneアプリケーションを効果的に導入および使用するた
めに必要な情報を提供します。そのため、アプリケーションの操作手順など基本的な説明は省略されて
います。

アプリケーションの基礎
各アプリケーションの製品ガイドでは、それぞれのJD Edwards EnterpriseOneアプリケーションを導入し
て使用するための情報を提供しています。

一部のアプリケーションでは、システムの設定や設計に必要な基本情報は、このガイドの姉妹編ともいえ
るアプリケーションの基礎製品ガイドに記載されています。ほとんどの製品ラインには、アプリケーション
の基礎製品ガイドが用意されています。それぞれの製品ガイドのまえがきの章に、関連するアプリケー
ションの基礎製品ガイドの情報が記載されています。
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アプリケーションの基礎製品ガイドで取り上げている項目は、どのJD Edwards EnterpriseOneアプリケー
ションにも当てはまる、あるいはその多くに共通する重要なものです。JD Edwards EnterpriseOneシステ
ムを導入する際は、製品ラインの中から1つのアプリケーションだけを導入する場合でも、いくつかのアプ
リケーションを組み合せて導入する場合でも、あるいは製品ライン全体を導入する場合でも、アプリケー
ションの基礎製品ガイドに書かれている内容を十分に理解しておくことが必要です。このガイドの内容が、
アプリケーションの導入に着手する出発点となります。

最新版ドキュメンテーションの入手とドキュメンテーションのダウンロード
この項では、次の方法について説明します。

• 最新版ドキュメンテーションの入手（英語版のみ）

• ドキュメンテーションのダウンロード

最新版ドキュメンテーションの入手（英語版のみ）

本リリースおよび旧リリースの最新版および追加ドキュメンテーションは、オラクル社のPeopleSoft Customer
Connection Webサイトから入手できます。オラクル社のPeopleSoft Customer ConnectionのDocumentation
セクションから、ファイルをダウンロードして製品ガイド・ライブラリに追加することができます。このセクショ
ンでは、CD-ROMで提供されているすべてのJD Edwards EnterpriseOneドキュメンテーションに対する更
新事項など、最新かつ有益な資料が提供されます。

重要: アップグレードを行う際は、その前にオラクル社のPeopleSoft Customer Connectionサイトで、アッ
プグレードに関する最新情報があるかどうかを確認してください。オラクル社では、アップグレード手法の
向上に伴い、常に最新の情報を掲載するようにしています。

関連項目:

オラクル社のPeopleSoft Customer Connection: http://www.oracle.com/support/support_peoplesoft.html

ドキュメンテーションのダウンロード

すべてのJD Edwards EnterpriseOneドキュメンテーションは、CD-ROMで提供されているだけでなく、
オラクル社のWebサイトでも提供されています。Oracle Technology Networkから、PDF版のJD Edwards
EnterpriseOneドキュメンテーションをダウンロードできます。PDFファイルは、ソフトウェアの出荷後すぐに
メジャー・リリース別にオンラインで提供されます。

参照: Oracle Technology Network: http://www.oracle.com/technology/documentation/psftent.html

追加情報
オラクル社のPeopleSoft Customer Connection Webサイトから、次の情報を入手できます。
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情報 ナビゲーション

アプリケーションのメンテナンス情報 「Updates + Fixes」

ビジネス・プロセス図 「Support」、「Documentation」、「Business Process
Maps」

インタラクティブ・サービス・リポジトリ 「Support」、「Documentation」、「Interactive Services
Repository」

ハードウェア要件とソフトウェア要件 「Implement, Optimize + Upgrade」、「Implementation
Guide」、「Implementation Documentation and
Software」、「Hardware and Software Requirements」

インストール・ガイド 「Implement, Optimize + Upgrade」、「Implementation
Guide」、「Implementation Documentation and
Software」、「Installation Guides and Notes」

統合情報 「Implement, Optimize + Upgrade」、「Implementation
Guide」、「Implementation Documentation and
Software」、「Pre-Built Integrations for PeopleSoft
Enterprise and JD Edwards EnterpriseOne Applications」

最低要件 「Implement, Optimize + Upgrade」、「Implementation
Guide」、「Supported Platforms」

最新版ドキュメンテーション 「Support」、「Documentation」、「Documentation
Updates」

製品ガイド・サポート・ポリシー 「Support」、「Support Policy」

プレリリース・ノート 「Support」、「Documentation」、「Documentation
Updates」、「Category」、「Release Notes」

製品出荷予定 「Support」、「Roadmaps + Schedules」

リリース・ノート 「Support」、「Documentation」、「Documentation
Updates」、「Category」、「Release Notes」

リリース・バリュープロポジション 「Support」、「Documentation」、「Documentation
Updates」、「Category」、「Release Value Proposition」

製品概要 「Support」、「Documentation」、「Documentation
Updates」、「Category」、「Statement of Direction」

トラブルシューティング情報 「Support」、「Troubleshooting」

アップグレード関連のドキュメンテーション 「Support」、「Documentation」、「Upgrade Documentation
and Scripts」
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表記規則
ここでは、次の事項について説明します。

• 表記規則

• 注意事項の表示

• 国、地域、業種の表記

• 通貨コード

表記規則

製品ガイドは、次の表記規則に従って記述されています。

表記規則 説明

太字 PeopleCodeの関数名、メソッド名、言語要素や、関数
呼び出しでそのまま記述すべきPeopleCodeの予約語
は太字で記述しています。

斜体 PeopleCodeの構文で、プレースホルダとなる引数部
分は斜体になっています。

キー+キー キーを組み合せて使う操作を示しています。キー名と
キー名の間にプラス記号がある場合は、最初のキー
を押しながら2番目のキーを押すという意味です。た
とえば、[Alt] + [W]は、[Alt]キーを押しながら [W]キー
を押すことを表します。

固定幅のフォント PeopleCodeのプログラムや、その他のコードの例の
表記には、この固定幅のフォントを使用しています。

. . . （省略記号） PeopleCodeの構文で、先行要素の任意の繰り返しを
示します。

{ } （中かっこ） PeopleCodeの構文で、2つの選択肢のうちいずれか
一方を選択することを示します。選択肢は縦棒（ | ）で
区切られています。

[ ] （角かっこ） PeopleCodeの構文で、省略できる要素を示します。

& （アンパサンド） PeopleCodeの構文で、アンパサンドが頭に付いた
パラメータはインスタンス化されたオブジェクトであ
ることを示します。

また、PeopleCodeの変数は必ずアンパサンドが頭に
付きます。
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注意事項の表示

表記規則

注意

JD Edwards EnterpriseOneシステムを使って作業するときの注意事項が書かれています。

注意: 注意事項は、このような形式で示しています。

システムが正しく機能するために必ず守っていただきたい大切な事柄は、"重要:"と示されています。

重要: 重要な注意事項は、このような形式で示しています。

警告

システムの導入にあたって、特に注意しなければならない重要な事柄は、"警告:"と示されています。"警
告:"と書かれた部分には十分な注意を払ってください。

警告: 警告は、このような形式で示しています。

相互参照

相互参照は、"参照"または"関連項目"という形で示しています。通常は、それぞれの説明の後に、その
内容に関連する他のドキュメンテーションが示されています。

国、地域、業種の表記

特定の国、地域、業種にのみ関連する情報については、国や地域名などをかっこ書きで付記して示して
います。このような国や地域の表示は、通常は項の見出しに付記されますが、注意事項などに付記され
ることもあります。

特定の国を対象とした見出しの例: 「（FRA）従業員の採用」

特定の地域を対象とした見出しの例: 「（中南米）減価償却の設定」

国の表記

国際標準化機構（ISO）が定める国コードを使って表記しています。

地域の表記

地域を表す名称で表記しています。以下に例を示します。

• アジア太平洋

• ヨーロッパ

• 中南米

• 北米

業種の表記

業種を表す名称か略称を使用して表記しています。以下に例を示します。

• USF（米国連邦政府）
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• E&G（教育/公的機関）

通貨コード

金額はISOが定める通貨コードを使って表記しています。

ご意見、ご要望をお寄せください
お客様のご意見は非常に貴重です。製品ガイドおよびその他のオラクル社の参考資料やトレーニング・ガ
イドについて、変更のご希望がございましたら、ぜひご一報ください。日本オラクル株式会社WPTG-Japan
のランゲージ・マネージャまで、ご意見、ご要望をお寄せください（宛先: 〒107-0061 東京都港区北青山
2-5-8 オラクル青山センター）。電子メール（etsjpn_us@oracle.com）でも受け付けております。

いただいた電子メールすべてにご返答のできない場合もありますが、弊社では皆様のご意見やご要望に
留意し、貴重な情報として今後の参考にさせていただきます。

製品ガイドで使用する共通フィールド

住所録番号 エンティティのマスター・レコードを識別する固有の番号を入力します。住
所録番号は、顧客、仕入先、会社、従業員、応募者、加入者、テナントなど
のIDとして使用できます。アプリケーションによっては、フォーム上の住所
録番号フィールドが、顧客番号、仕入先番号、会社番号、従業員ID、応募
者ID、加入者番号などに相当する場合もあります。

仮定通貨コード 取引金額の表示に使用される通貨を指定する3文字のコードを入力しま
す。このコードを指定することにより、取引の入力時に実際に使用された通
貨ではなく、指定した通貨に基づいて取引金額を参照することができます。

バッチ番号 システムによって処理される取引のグループを識別する番号が表示されま
す。入力フォームでは、ユーザーがバッチ番号を割り当てるか、または自
動採番プログラム（P0002）を使用して自動的に割り当てることができます。

バッチ日付 バッチが作成される日付を入力します。このフィールドを空白のままにする
と、システム日付がバッチ日付として使用されます。

バッチ状況 バッチの転記状況を示すユーザー定義コード（UDC）テーブル（98/IC）の
コードが表示されます。値は次のとおりです。

空白: バッチは転記されず、承認が保留状態になります。

A: バッチにエラーがなく転記が承認されますが、保留状態でまだ転記され
ていません。

D: バッチが正常に転記されています。

E: バッチにエラーが発生しました。転記の前にエラーを修正する必要があ
ります。

P: バッチの転記処理中です。転記処理が完了するまで、バッチにアクセス
することはできません。転記中にエラーが発生した場合は、バッチ状況コー
ドがEに変更されます。
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U: 別のユーザーがバッチを操作中のため一時的に使用できないか、また
はバッチの処理中に停電があったため、バッチが使用中と認識されていま
す。

事業所 倉庫、作業、プロジェクト、作業場、支店、工場など、配送業務や製造業務
が行われる場所や単位を表すコードを入力します。システムによっては、
ビジネスユニットと呼ばれる場合もあります。

ビジネスユニット 原価のトラッキング対象となる個々の事業単位を表す英数字のコードを入
力します。システムによっては、事業所と呼ばれる場合もあります。

カテゴリ・コード 特定のカテゴリ・コードを表すコードを入力します。カテゴリ・コードはユー
ザー定義コードの1つで、各組織の情報追跡（トラッキング）やレポートの要
件に合せてカスタマイズできます。

会社 特定の企業、組織、団体などを識別するコードを入力します。会社コード
はF0010テーブルにすでに存在しており、完全な貸借対照表を持つ法人に
対応する必要があります。

通貨コード 取引の通貨を表す3文字のコードを入力します。JD Edwards EnterpriseOne
では、国際標準化機構（ISO）が定める通貨コードを使用しています。通貨
コードは、F0013テーブルに定義されています。

伝票会社 伝票に関連付けられている会社番号を入力します。この番号は、伝票番
号、伝票タイプ、元帳日付とあわせて使用され、当初伝票を一意に識別し
ます。

会社と会計年度別に次の番号を割り当てる場合は、伝票会社に基づいて、
該当する会社に正確な"次の番号"が割り当てられます。

2つ以上の当初伝票が同じ伝票番号と伝票タイプを持つ場合は、伝票会社
を使用して必要な伝票を表示できます。

伝票番号 伝票、請求書、仕訳、タイム・シートなどの当初伝票を識別する番号が表示
されます。入力フォームでは、ユーザーが当初伝票番号を割り当てるか、
または自動採番プログラムを使用して自動的に割り当てることができます。

伝票タイプ ユーザー定義コード・テーブル（00/DT）に定義された、取引の発生元と目
的を表す2文字のユーザー定義コード（伝票、請求書、仕訳、タイム・シー
トなど）を入力します。JD Edwards EnterpriseOneでは、伝票タイプ用に次
のプレフィックスが予約されています。

P: 買掛金伝票

R: 売掛金伝票

T: 時間および給与伝票

I: 在庫伝票

O: 購買オーダー伝票

S: 受注オーダー伝票

有効日付 住所、品目、取引、またはレコードがアクティブになる日付を入力します。
このフィールドの意味は、プログラムによって異なります。たとえば、有効
日付で次の日付を表すことができます。

• 住所の変更が有効になる日付

• 賃貸契約が有効になる日付
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• 価格が有効になる日付

• 為替レートが有効になる日付

• 税率が有効になる日付

会計期間、会計年度 元帳で使用される会計期間および会計年度を示す数値を入力します。多
くのプログラムでは、このフィールドを空白のままにできます。その場合、
会社名および番号プログラム（P0010）で定義された現在の会計期間と会
計年度が使用されます。

元帳日付 取引を転記する会計期間を特定する日付を入力します。取引で入力した
日付と会社に割り当てられた会計期間パターンが比較されて、適切な会計
期間番号と会計年度が取得されると同時に、日付検証が実行されます。
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この章では、次の内容について説明します。

• JD Edwards EnterpriseOne製品

• JD Edwards EnterpriseOneアプリケーションの基礎

• この製品ガイドで使用する共通フィールド

JD Edwards EnterpriseOne製品
この製品ガイドには、オラクル社の次のJD Edwards EnterpriseOne製品が関連しています。

• JD Edwards EnterpriseOne買掛管理

• JD Edwards EnterpriseOne売掛管理

• JD Edwards EnterpriseOne在庫管理

• JD Edwards EnterpriseOne受注管理

• JD Edwards EnterpriseOne調達管理

• JD Edwards EnterpriseOneサービス管理

• JD Edwards EnterpriseOneケース管理

• JD Edwards EnterpriseOne一般会計

• JD Edwards Blend Management

• JD Edwards Grower, Pricing, and Payments

• JD Edwards Grower Management

• JD Edwards EnterpriseOne品質管理

JD Edwards EnterpriseOneアプリケーションの基礎
システムの設定や設計に必要な基本情報は、このドキュメンテーションの姉妹編とも言える『JD Edwards
EnterpriseOne 在庫管理 9.0 製品ガイド』に記載されています。

JD Edwards EnterpriseOneの最低要件に記載されているとおりに、リリースでサポートされているプラッ
トフォームに準拠する必要があります。また、JD Edwards EnterpriseOneは、オラクル社の他の製品と統
合、連結または連携する場合があります。オラクル社の様々な製品の互換性を確保するため、プログラ
ムの事前設定やバージョンの相互参照マニュアルについてhttp://oracle.com/contracts/index.htmlのプ
ログラム・ドキュメンテーションにある相互参照資料を参照してください。

関連項目:

JD Edwards EnterpriseOne 在庫管理 9.0 製品ガイド、 「JD Edwards EnterpriseOne在庫管理 - まえがき」
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この製品ガイドで使用する共通フィールド

調整制御コード 調整に関する追加の処理機能を指定するコードを選択します。

「印刷しない」を選択すると、調整金額は請求書または購買オーダーに印
刷されません。調整金額は単価に加算されます。

「印刷する」を選択すると、調整金額は請求書または購買オーダーに印刷
されます。調整金額は単価に加算されます。

「受注明細に追加する」を選択すると、F4211テーブルが調整明細行情報
で更新されます。現行の正味価格の計算には、このタイプの調整は含まれ
ません。このコードはオーダー・レベルの調整でのみ使用します。

「総勘定元帳に見越入力を作成する」を選択すると、見越し調整が作成さ
れます。売上更新プロセスの実行時に、F4074テーブルが更新され、調整
金額が総勘定元帳に転記されます。

「リベート」を選択すると、リベート調整が作成されます。F4078テーブルが
オーダー明細行の数量、重量、金額で更新されます。

「請求書への印刷」を選択すると、調整金額はオーダー合計に加算されま
すが、単価には含まれません。売上更新プロセスの実行時に、この調整に
対して個別の総勘定元帳および売掛金の仕訳が転記されます。

「仕入先販売証明」を選択すると、仕入先販売証明のリベート調整が作成
されます。売上更新プロセスの実行時に、F4078テーブルがオーダー明細
行の数量、重量、および金額で更新され、調整金額が総勘定元帳に転記
されます。

「丸め調整」を選択すると、価格調整明細の改訂プログラム（P4072）で設
定した丸め規則に基づいて、丸め調整が作成されます。調整金額は単価
に加算されます。

調整レベル どのレベルで価格調整を計算するかを指定します。

行レベルを選択すると、受注明細行の情報に基づいて調整が計算されま
す。

バスケット・レベルを選択すると、バスケット価格設定グループとして指定
したすべての受注明細行を累計した情報に基づいて、調整が計算されま
す。バスケット価格再設定グループは、事業所品目プログラム（P41026）に
含まれる「品目/事業所情報」フォームの「追加情報」タブで定義するか、バ
スケット・マスター・プログラム（P4550）を使用して定義します。バスケット・
レベルまたはオーダー・レベルの調整を定義する場合は、品目グループと
オーダー明細グループの各フィールドはブランクにしておきます。

オーダー・レベルを選択すると、オーダー価格設定グループとして指定した
すべての受注明細行を累計した情報に基づいて、調整が計算されます。
オーダー価格再設定グループは、事業所品目プログラムに含まれる「品目
/事業所情報」フォームの「追加情報」タブで定義します。バスケット・レベ
ルまたはオーダー・レベルの調整を定義する場合は、品目グループとオー
ダー明細グループの各フィールドはブランクにしておきます。

数量レベルを選択すると、複数の受注オーダーの累計値に基づいて調整
が計算されます。累計値は、価格調整タイプ・プログラム（P4071）で定義し
た調整方法に基づきます。
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契約管理システムを使用している場合は、契約ペナルティ・スケジュール
を処理するために、行レベルを選択して受注明細行レベルでペナルティを
計算する必要があります。

調整名 調整定義を識別するユーザー定義コード（40/TY）の値を入力します。価格
調整名で調整を定義します。

契約ペナルティ・スケジュールについては、4タイプの各ペナルティに定義
を追加します。

最小数量

最大数量

過少引当

過剰引当

基準コード 調整またはペナルティ・スケジュールの計算で係数値がどのように使用さ
れるかを指定するコードを入力します。「基準コード」フィールドは、「係数」
フィールドと連動しています。値は次のとおりです。

0: 「新規基本価格」を選択した調整定義だけでなく、調整スケジュール内
のすべての調整定義で新規基本価格が計算されます。

注意: 「価格調整スケジュールの改訂」フォームの「ロー」メニューから「新
規基本価格の設定」を選択しない場合は、「基準コード」フィールドに「1」と
入力した場合と同様に新規基本価格が計算されます。

1: 基本価格に係数が掛けられます。調整価格は、基本価格の一定の割
合となります。

2: 現行の正味価格に係数が掛けられます。調整価格は、現行正味価格
の一定の割合となります。

3: 品目原価に係数が掛けられます。調整価格は、品目原価の一定の割
合となります。この基準コードは、バスケット・レベルまたはオーダー・レベ
ルの調整には使用できません。

4: 品目原価に係数が加算されます。この基準コードは、バスケット・レベル
またはオーダー・レベルの調整には使用できません。

注意: 基準コードの3または4を使用する場合は、価格調整明細フォーム
の詳細グリッドの「原価計算方法」フィールドに計算に使用する品目原価
を指定します。

5: 価格が係数で調整されます。係数値がプラスの場合、その金額が価格
に加算され、マイナスの場合はその金額が価格から減算されます。

6: 変動テーブルの調整金額が使用されます。「係数」フィールドに変動テー
ブルを指定します。

7: 計算式によって調整が計算されます。「係数」フィールドに計算式の名
称を指定します。

計算式にフィールド名を返すには、テーブル・フィールドの記述フォームに
アクセスしてF4211テーブルのフィールドを含めます。これにより、フィール
ド名が自動的に挿入されます。フィールド名の前には、システム固定情報
で指定したフィールド名を示す文字が挿入されます。F4211テーブルのす
べてのフィールドを計算式で使用することはできません。
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8: カスタム・プログラム（ユーザー定義のプログラム）によって調整が計算さ
れます。「オブジェクト・ライブラリ」フィールドにプログラムIDを指定します。

注意: カスタム・プログラムを使用する調整を定義する場合、そのプログラ
ムは調整用に開発されたプログラムであり、ユーザーによるサポートを前
提としている必要があります。JD Edwards EnterpriseOneでは、カスタム・
プログラムの提供およびユーザーが開発したプログラムのサポートは行っ
ていません。

9: 単価の粗利益が係数と等しくなるように調整が計算されます。この基準
コードは、バスケット・レベル調整、オーダー・レベル調整、または通過逓
減には使用できません。

契約ペナルティ・スケジュールでは、すべてのペナルティ・スケジュールに
「5」を指定してください。

受取先住所 リベート請求の生成時に使用される住所録番号を入力します。販売リベー
トの場合、受取先住所は、リベートが支払われる顧客を指定します。購買
リベートまたは仕入先販売証明リベートの場合、受取先住所は、リベートを
回収する仕入先を指定します。

購買構造と階層別リベートで直接価格調整を作成する場合は、このフィー
ルドに値を入力します。

顧客グループ、顧客価格
グループ

顧客グループを識別するユーザー定義コード（40/PC）の値を入力します。
同等の価格設定などの類似した特性を持つ顧客をグループ化できます。

顧客No. 住所録で、従業員、応募者、加入者、顧客、仕入先、テナント、ロケーショ
ンなどの項目を識別する番号を入力します。

有効終了日付 トランザクション、テキスト・メッセージ、契約、制約、優先情報が失効また
は完了する日付を入力します。

係数 オーダー行の調整方法を指定するコードを入力します。このフィールドの
値は、「基準名」フィールドの値と連動します。「基準名」フィールドの定義
に応じて、このフィールドを空白のままにするか、このフィールドに数字を
入力するかが決まります。

バスケット調整と拡張バスケットの場合は、バスケット・マスター・プログラ
ムで指定したバスケット集計規則とバスケット価格設定規則に応じて、この
フィールドの情報を更新できます。拡張バスケットの品目に例外情報を入
力しない場合は、標準バスケットの価格再設定が適用されます。

基準コード別の入力方法は、次のとおりです。

1から5: 割増の場合はプラスの数値を入力します。割引の場合は、マイナ
スの数値を入力します。たとえば、割増の場合は「10」と入力します。割引
の場合は、マイナスの数値を入力します。たとえば、「10-」と入力します。

基準名6、7および8の場合は、この係数の値をブランクにします。

6: 変動テーブルに基づいて調整が行われます。価格変動テーブルを識別
するコードを「価格変動コード」カラムに入力します。

7: 計算式によって価格が計算されます。「計算式コード」カラムに計算式を
識別するコードを入力します。

8: カスタム・プログラムを使用して調整を計算します。「オブジェクト・ライブ
ラリ」カラムにプログラムIDを入力します。
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9: 粗利益が係数と等しくなるように調整が計算されます。

開始レベル 調整または優先情報が適用される値を指定します。値は、レベル区切りの
定義に応じて、数量、重量、金額のいずれかになります。

通過逓減以外の場合は、値がレベル区切りの値と等しくなったときに調整
が適用されます。たとえば、値が10の場合、10またはそれ以上の数量が
オーダーされたときに調整が適用されます。

通過逓減を使用する場合の調整では、レベル区切りの値を超えた数量が
オーダーされたときに調整が適用されます。たとえば、値が10の場合、11
またはそれ以上の数量がオーダーされたときに調整が適用されます。

係数単位 価格調整の係数と関連付けられる単位を指定するユーザー定義コード
（00/UM）の値を入力します。たとえば、レベル区切りを10ダースとし、1 EA
当たり1 USD割り引く調整を定義できます。

品目No. 品目に割り当てられた番号を入力します。略式、詳細形式、第3品目番号
形式があります。

品目グループ、品目価格グ
ループ、価格グループ

品目の在庫価格グループを識別するユーザー定義コード（40/PI）の値を
入力します。

在庫価格グループには、独自の価格設定構造があり、この構造により、受
注オーダーや購買オーダーの品目に組み込まれた値引や割増が適用さ
れます。この割引や割増は、発注された品目の数量、金額または重量に
基づいています。品目に価格グループを割り当てると、その品目は在庫価
格グループに対して定義されたものと同じ価格設定構造を持ちます。

受注オーダーや購買オーダーの値引と割増は、対話形式で品目グループ
に基づいて計算されるため、調整定義または品目に在庫価格グループを
割り当てる必要があります。

オーダー明細グループ 受注明細グループを示すUDC（40/SD）の値を入力します。受注明細グルー
プを使用して、F4211テーブルのフィールドに基づく価格設定を作成します。

このフィールドにコードを入力すると、オーダー明細グループの条件に一
致する明細を持つオーダーにのみこの調整が使用されます。

契約ペナルティ・スケジュールについては、ペナルティのユーザー定義コー
ドが設定済であり、オーダー明細グループとして定義されている必要があり
ます。ペナルティ、またはペナルティ・スケジュールを定義する適切なユー
ザー定義コードを入力します。

優先タイプ、優先階層 優先タイプまたは優先階層を識別するユーザー定義コード（40/PR）の値
を指定します。

ユーザー定義コード（40/PR）では、「特殊取扱コード」フィールドの値1は、
JD Edwards EnterpriseOneシステムでサポートされている優先情報であるこ
とを示します。各優先情報のこのフィールドは、ハードコードされています。

契約ペナルティ・スケジュールについては、初めにペナルティ（PN）のユー
ザー定義コードを設定してください。次に、設定したコードをこのフィールド
に入力します。

価格表グループ 価格表の価格調整グループを識別するコードを入力します。たとえば、価
格調整を、割引、プロモーション、税、運送費などのカテゴリ別にグループ
化できます。価格表の設定では、価格表に表示するカラムを定義できま
す。価格表のカラム・パターン・フォームで、各ユーザー定義カラムに表示
する価格表グループ名を指定できます。
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販促表示制御 請求書または購買オーダーに、調整の販促IDを印刷するかどうかを指定
します。

販促ID 各販促活動の収益、原価、経費を追跡するID番号を入力します。

販促状況 販促IDに関連付けられるユーザー定義の値を入力します。販促状況コー
ドは、販促状況管理アプリケーションで管理されます。

順序No. 価格調整を処理する順番を入力します。

このフィールドの値は、価格調整が処理される順番を示しています。順序
番号の値の間隔を空けて各番号を指定すると、後から価格調整スケジュー
ル内に調整を追加できます。

補助元帳 調整タイプを使用して受注オーダーの価格設定を行うときに、F0911テー
ブルの補助元帳フィールドの更新に使用される情報タイプを識別するユー
ザー定義コード（40/SI）を入力します。

しきい値単位 CS（ケース）、BX（箱）など、在庫品目の数量単位を示すユーザー定義コー
ド（00/UM）の値を入力します。
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JD Edwards EnterpriseOne価格管理 - はじめに

この章では、次の内容について説明します。

• JD Edwards EnterpriseOne価格管理の概要

• JD Edwards EnterpriseOne価格管理のビジネス・プロセス

• JD Edwards EnterpriseOne価格管理の統合

• JD Edwards EnterpriseOne価格管理の導入

JD Edwards EnterpriseOne価格管理の概要
価格設定は、おそらく、業務において最も複雑な要素の1つであり、価格設定情報の計画、設定、および
管理には相当の時間を要する場合があります。JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムのセットアッ
プは簡単で、管理も最小限で済みます。オラクル社のJD Edwards EnterpriseOne価格管理を使用して、
次のJD Edwards EnterpriseOneシステムの価格設定を管理できます。

• 調達管理

• 受注管理

• サービス管理

• ケース管理

• Blend Management

販売組織において、JD Edwards EnterpriseOne価格管理の高度な機能が必要ではない場合は、JD Edwards
EnterpriseOne受注管理の標準価格調整モジュール（基本価格設定）を使用できます。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理を使用して、個別の販売促進や取引の価格を調整し、調整を価格構
造（スケジュール）に組み込むことができます。同じスケジュール内で、価格調整を必要な数（無制限）だ
け定義し、通常の割引と販売促進を組み合せることができます。無償品カタログの表示を設定して品目の
販売促進を実施し、リベートを使用して、顧客がより大量の商品やサービスを購入するように仕向けます。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理では、顧客と品目をグループ化することによって、様々な市場部門と
製品ラインを包括できます。したがって、品目別や顧客別に調整を定義する必要はありません。価格グ
ループは、顧客別、品目別、顧客グループ別、または品目グループ別に定義できます。また、販売先、出
荷先、親住所によって顧客を識別できます。購買構造を使用して、顧客の価格設定の管理とカスタマイ
ズを組織レベルに基づいて行います。

価格設定ワークベンチでは、1つのフォーム上にすべての価格設定シナリオを表示できます。これによっ
て、指定した顧客や各種のシナリオに関するすべての価格設定関連情報を確認できるため、何度も顧客
検索を実行する必要がなくなります。価格マトリックスを使用すると、1つのフォーム上で複数の価格設定
レコードを追加および編集できます。
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JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムと調達管理システムを使用すると、品目ごとに調整を処理
したり、購買オーダー・バッチまたは入荷バッチの価格を変更できます。また、階層型の検索順序を作成
できます。JD Edwards EnterpriseOne価格管理を使用して、無償品とリベートの設定とトラッキングを行う
ことができます。調整履歴をオンラインで確認することも可能です。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムとJD Edwards EnterpriseOne Blend Managementシステムを
使用すると、契約で定められた情報、設定した最低価格と最高価格、およびぶどうに対して実施した品
質試験に基づいて、ぶどうの支払価格を設定できます。また、入荷の入力中に価格を一時変更して、ぶ
どうの支払価格を変更することもできます。

この製品ガイドでは、JD Edwards EnterpriseOne価格管理、調達管理および受注管理システムのセット
アップ機能と導入機能について説明します。また、JD Edwards Blend Managementの導入機能についても
説明します。JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムは、JD Edwards Grower, Pricing, and Payments
システムとJD Edwards Grower Managementシステムとも統合されています。セットアップ情報の詳細
は、『JD Edwards Grower, Pricing, and Payments 9.0 Implementation Guide』および『JD Edwards Grower
Management 9.0 Implementation Guide』を参照してください。JD Edwards EnterpriseOneサービス管理とJD
Edwards EnterpriseOneケース管理の価格設定情報は、『JD Edwards EnterpriseOne サービス管理 9.0 製
品ガイド』および『JD Edwards EnterpriseOne Customer Relationship Management サポート・アプリケーショ
ン 9.0 製品ガイド』に記載されています。

参照: JD Edwards Blend Management 9.0 Implementation Guide

参照: JD Edwards Grower, Pricing, and Payments 9.0 Implementation Guide

参照: JD Edwards Grower Management 9.0 Implementation Guide

参照: JD Edwards EnterpriseOne Customer Relationship Management サポート・アプリケーション 9.0 製
品ガイド

参照: JD Edwards EnterpriseOne サービス管理 9.0 製品ガイド

JD Edwards EnterpriseOneシステムにおける価格
管理ビジネス・プロセス

次の図に、JD Edwards EnterpriseOneの受注管理システムと調達管理システムにおける価格設定情報
の処理方法を示します。
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受注オーダーの価格設定プロセス・フロー
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購買オーダーの価格設定プロセス・フロー

これらのビジネス・プロセスについては、この製品ガイドの各ビジネス・プロセスの章で説明します。
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JD Edwards EnterpriseOne価格管理の統合
JD Edwards EnterpriseOne受注/価格管理システムは、次のJD Edwards EnterpriseOneシステムと統合さ
れています。

• JD Edwards EnterpriseOne買掛管理

• JD Edwards EnterpriseOne売掛管理

• JD Edwards EnterpriseOne在庫管理

• JD Edwards EnterpriseOne受注管理

• JD Edwards EnterpriseOne調達管理

• JD Edwards EnterpriseOneサービス管理

• JD Edwards EnterpriseOneケース管理

• JD Edwards EnterpriseOne一般会計

• JD Edwards Blend Management

• JD Edwards Grower, Pricing, and Payments

• JD Edwards Grower Management

• JD Edwards EnterpriseOne品質管理

統合における考慮事項については、この製品ガイドの導入に関する章で説明します。サード・パーティ・
アプリケーションとの統合についての補足情報は、Customer Connection Webサイトを参照してください。

JD Edwards EnterpriseOne買掛管理

仕入先マスターに仕入先レコードを設定します。調整スケジュールや仕入先グループなどの仕入先情報
が価格設定用のデフォルト値として使用されます。JD Edwards EnterpriseOne買掛管理システムでは、リ
ベートと承認済シップ・アンド・デビット請求情報のトラッキングと見越し調整が行われます。

JD Edwards EnterpriseOne売掛管理

顧客マスターに顧客レコードを設定し、顧客別または顧客グループ別に価格グループを定義します。顧
客請求指示では、価格設定デフォルトとして使用される調整スケジュールや顧客グループなどの顧客情
報を設定します。JD Edwards EnterpriseOne売掛管理システムでは、リベートと価格設定情報のトラッキ
ングが行われます。また、顧客への請求書に調整情報を印刷するようにシステムを設定できます。

JD Edwards EnterpriseOne在庫管理

品目と、販売および購入価格レベルをJD Edwards EnterpriseOne在庫管理システムで設定し、品目別ま
たは品目グループ別に価格グループを定義します。カテゴリ・コードを使用して、品目グループを作成し、
全事業所を対象に全品目の標準単位を設定し、指定した価格設定単位への変換を行うことができます。
JD Edwards EnterpriseOne在庫管理システムでは、基本価格と価格調整の検索に複数の単位を指定で
きます。

JD Edwards EnterpriseOne受注管理

受注処理時には、最初に品目の基本価格が検証され、次の標準価格調整の処理が省略されて、JD
Edwards EnterpriseOne価格管理システムからオーダーに特定のスケジュールと調整が適用されます。
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JD Edwards EnterpriseOne調達管理

受注処理時には、最初に品目の単位原価が検証され、次の標準価格調整の処理が省略されて、JD
Edwards EnterpriseOne価格管理システムからオーダーに特定のスケジュールと調整が適用されます。

JD Edwards EnterpriseOneサービス管理

JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムの価格設定階層を設定して、契約と作業オーダーに適用
できます。作業オーダーの処理時には、請求処理のために作業オーダーに適用する調整の計算に階層
が使用されます。

JD Edwards EnterpriseOneケース管理

JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムの価格設定階層を設定して、ケースに適用できます。ケー
スの処理時には、請求処理のためにケースに適用する調整の計算に階層が使用されます。

JD Edwards EnterpriseOne一般会計

AAI（自動仕訳）には、仕訳を自動作成するために使用されるルールが含まれています。AAIによって、価
格調整を一般会計システムに仕訳する方法が指定されます。

JD Edwards Blend Management

長期間にわたって、ぶどうの購買契約と購買価格を管理できます。ワイン醸造所用のぶどうの購買を行
う場合、入荷したぶどうの支払価格を管理できます。たとえば、入荷の入力時に価格を調整したり、入荷
または購買オーダーのバッチの価格を調整でき、価格を一時変更することもできます。

JD Edwards EnterpriseOne品質管理

入荷時に品目に対して実施する品質試験に基づいて、品目の価格を設定できます。たとえば、入荷時に
ぶどうに対して実施する品質試験に基づいて、ぶどうの価格を設定できます。このアクションによって、ワ
イン醸造用のぶどう以外の品目の価格も調整できます。

JD Edwards Grower, Pricing, and Payments

JD Edwards Grower, Pricing, and Paymentsシステムの契約で、農作物に対する支払価格を設定できま
す。契約に、最低価格と最高価格の価格調整を添付できます。

JD Edwards Grower Management

農作物に対する支払価格を様々な要因に基づいて調整できます。たとえば、ぶどうの栽培業者と産地を
識別できることによって、ぶどうの支払価格を調整できます。さらに、収穫に変化がある場合は、その情
報に基づいて農作物の価格を調整できます。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理の導入
この項では、JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムを導入するために必要な手順の概要を説明し
ます。

導入の計画段階では、インストール・ガイドやトラブルシューティング情報など、提供されているすべての
情報を活用してください。『この製品ガイドについて』のまえがきの章では、参考となるリソースの一覧が
提供されています。また、各リソースの最新バージョンの掲載場所についても記載があります。
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JD Edwards EnterpriseOne価格管理について、どのESU（電子ソフトウェア更新）をインストールするか
を決める際は、EnterpriseOne and World Change Assistantを使用します。Javaベースのツールである
EnterpriseOne and World Change Assistantを使用すると、必要となるESUを検索してダウンロードするた
めにかかる時間を75%以上削減できます。さらに、複数のESUを一度にインストールすることも可能です。

参照: JD Edwards EnterpriseOne Tools 8.98 Software Update Guide

グローバル導入の手順

次の表に、JD Edwards EnterpriseOne価格管理のグローバル導入の推奨手順を示します。

手順 参照

1. グローバル・ユーザー定義コード（UDC）を設定
します。

EnterpriseOne Tools 8.98 System Administration Guide

2. 会社、会計期間パターンおよびビジネスユニットを
設定します。

JD Edwards EnterpriseOne Financial Management アプリ
ケーションの基礎9.0製品ガイド、 「組織の設定」

3. 自動採番を設定します。 JD Edwards EnterpriseOne Financial Management アプリ
ケーションの基礎9.0製品ガイド、 「自動採番の設定」

4. 勘定科目と勘定科目表を設定します。 JD Edwards EnterpriseOne Financial Management アプリ
ケーションの基礎9.0製品ガイド、 「勘定科目表の作成」

5. 一般会計固定情報を設定します。 JD Edwards EnterpriseOne一般会計9.0製品ガイド、
「一般会計システムのセットアップ」

6. 通貨コードや為替レートなどの多通貨処理を
設定します。

7. 元帳タイプ規則を設定します。 JD Edwards EnterpriseOne一般会計9.0製品ガイド、
「一般会計システムのセットアップ」、 「一般会計シ
ステムの元帳タイプ規則の設定」

8. 住所録レコードを入力します。 JD Edwards EnterpriseOne住所録9.0製品ガイド、 「住
所録レコードの入力」

9. 事業所固定情報、デフォルト事業所およびプリン
タ、製造および流通AAI、伝票タイプなどの在庫
情報を設定します。

JD Edwards EnterpriseOne在庫管理9.0製品ガイド、
「在庫管理システムの設定」

10. 製造現場カレンダを設定します。 JD Edwards EnterpriseOne製造現場管理9.0製品ガイ
ド、 「製造現場管理システムの設定」

11. オーダー処理規則を設定します。 JD Edwards EnterpriseOne受注管理9.0製品ガイド、
「受注管理システムの設定」

アプリケーション別導入手順

次の表に、JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムの導入に必要な手順を示します。

手順 参照

1. システムおよび価格管理固定情報を設定します。 第 3章、 「EnterpriseOne価格管理の設定」、 15ページ

2. AAIを設定します。 第 3章、 「EnterpriseOne価格管理の設定」、 15ページ
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調達管理用の導入手順

次の表に、JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムと調達管理システムの導入に必要な手順を示し
ます。

手順 参照

1. オーダー行タイプを設定します。 JD Edwards EnterpriseOne調達管理9.0製品ガイド、
「調達管理システムの設定」

2. 仕入先および品目情報を設定します。 • JD Edwards EnterpriseOne調達管理9.0製品ガイ
ド、 「仕入先の管理」

• JD Edwards EnterpriseOne買掛管理9.0製品ガイ
ド、 「仕入先情報の入力」

3. 仕入先価格を定義します。 • JD Edwards EnterpriseOne在庫管理9.0製品ガイ
ド、 「品目情報の入力」

• JD Edwards EnterpriseOne調達管理9.0製品ガイ
ド、 「仕入先の管理」

4. （省略可）仕入先リベート契約を定義します。 JD Edwards EnterpriseOne調達管理9.0製品ガイ
ド、 「仕入先の管理」

5. （省略可）陸揚費用を設定します。 JD Edwards EnterpriseOne調達管理9.0製品ガイ
ド、 「仕入先の管理」

EnterpriseOne受注管理用の導入手順

次の表に、JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムと受注管理システムの導入に必要な手順を示し
ます。

手順 参照

1. 顧客レコードを設定します。 JD Edwards EnterpriseOne売掛管理9.0製品ガイド、
「顧客マスター情報の設定」

2. 品目および価格情報を設定します。 • JD Edwards EnterpriseOne在庫管理9.0製品ガイ
ド、 「品目情報の入力」

• JD Edwards EnterpriseOne受注管理9.0製品ガイ
ド、 「基本価格設定および標準価格設定の設定」

3. 顧客請求指示を定義します。 JD Edwards EnterpriseOne受注管理9.0製品ガイド、
「受注管理システムの設定」

4. オーダー行タイプを設定します。 JD Edwards EnterpriseOne受注管理9.0製品ガイド、
「受注管理システムの設定」

5. （省略可）コミッションを設定します。 JD Edwards EnterpriseOne受注管理9.0製品ガイド、
「受注管理システムの設定」
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価格管理について

この章では、次の内容について説明します。

• JD Edwards EnterpriseOne価格管理

• JD Edwards EnterpriseOne価格管理の機能

• JD Edwards EnterpriseOne価格管理と調達管理

• JD Edwards EnterpriseOne価格管理とBlend Management

JD Edwards EnterpriseOne価格管理
変動する市況に対応して、価格設定戦略の改良や変更を迅速かつ効果的に行う能力は、市場における
優位性の1つです。反応が遅い企業は、競合他社に無償で利益を譲ってしまうことになります。変化する
価格設定の条件に企業が即応するには、柔軟な価格調整システムが必要です。

柔軟な価格設定システムの導入には、次のような利点が伴います。

• 市場部門と製品特性に基づく正確な価格設定によって、収益性と競争力が向上します。

• 販売組織やマーケティング組織は、様々な市場部門をターゲットとして価格設定戦略を自由に作成で
きます。

• 競合他社の価格設定戦略や市況に対して、迅速かつ効果的に反応できます。

JD Edwards EnterpriseOneシステムでは、次の2つの価格調整ソリューションのいずれかを使用して、基
本価格設定を調整できます。

• 基本価格設定（受注管理で提供される標準価格調整アプリケーション）

価格設定において、価格管理によって提供される機能が必要ではない場合は、標準の価格調整を使
用します。

• 基本価格構造と統合する価格管理

価格管理の用語

この項では、価格管理で使用される共通の用語を説明します。

価格管理階層、階層、優先
階層、価格設定階層

基本価格の取得、および価格の調整と更新の計算のために使用される価
格設定構造です。

調整、調整定義、定義、価
格調整、価格調整定義、
購買オーダー調整、受注
オーダー調整

価格設定計画や販売促進などの特定の価格設定の状態を示すレコードで
す。
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調整スケジュール、価格ス
ケジュール、スケジュール

調整スケジュールは、1つ以上の価格調整定義と調整明細で構成されま
す。

調整明細、価格管理調整
明細、価格調整明細

調整明細は、価格調整の計算に使用するパラメータを提供し、柔軟な価格
設定を可能にします。

複合価格グループ、顧客グ
ループ、品目グループ、一
時変更検索グループ、
オーダー明細グループ、
価格グループ

次のものとして使用するカテゴリ・コードです。

類似した特性を持つ顧客と品目に対する価格グループ

オーダー行の調整定義を作成するためのオーダー明細グループ

JD Edwards EnterpriseOne価格管理の機能
価格設定は、おそらく、業務において最も複雑な要素の1つであるため、価格設定情報の計画、設定、お
よび管理には相当の時間を要する場合があります。JD Edwards EnterpriseOne価格管理を使用すると、
価格設定の設定と管理が容易になります。JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムのセットアップは
簡単で、管理も最小限で済みます。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理を使用すると、価格設定を柔軟に定義できます。個別の販売促進や
取引の価格を簡単に調整し、調整を価格構造やスケジュールに組み込むことができます。各スケジュー
ル内で定義できる調整の数に制限はありません。また、同じスケジュール内で通常の割引と販売促進を
組み合せることができるため、各受注オーダー行に対して複数の調整を適用できます。

顧客および品目グループ

顧客や品目のグループ化によって、広範な市場部門と製品ラインに対応できます。顧客および品目のグ
ループを使用すると、品目や顧客ごとに調整情報を設定する必要がなくなります。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理によって、価格グループのより柔軟な処理が可能になります。個別
の品目や顧客、または、グループ化した品目や顧客の調整を作成できます。顧客は、販売先、出荷先、
または親住所によって識別されます。

価格設定ワークベンチ

価格設定ワークベンチ・プログラム（P45501）を使用すると、価格設定に関する様々な情報を単一のフォー
ムで表示できます。価格設定に関するすべてのシナリオと状況を特定できるため、価格設定構造の管理
が簡素化され、顧客を照会する回数が削減されます。

レコードの照会のためのフィルタを作成すると、「価格調整の一括改訂」フォームを使用して、複数の価格
調整レコードをまとめて更新したり、既存のレコードの変更やコピーによってレコードを新規作成できます。

顧客別価格表

価格管理情報に基づいて顧客別価格表の作成と管理を行い、それらを顧客に転送できます。

調整の見越し

調整をオーダー行に適用するかわりに、その調整額の見越しを行うようにシステムを設定できます。この
処理は、次の金額を対象に行うことができます。

• 広告割引と共同割引

• コミッション
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• 製品または顧客に基づくロイヤリティ

価格調整の各タイプ

調整を利用して、価格設定スケジュールを柔軟に定義できます。次の情報に基づいて価格を調整できま
す。

• 基本価格の指定した割合

• 現行正味価格の一定の割合

• 原価金額の一定の割合

• 特定の金額

• 新規基本価格としての価格調整の選択

• 単独の受注オーダー行に対して複数の割引を設定する際に使用する通過逓減

通過逓減は、数量、重量、または金額に基づきます。

• 数式

たとえば、受注オーダー明細の1つのフィールドを参照する数式を作成できます。また、価格が頻繁に
変動する品目の価格設定を作成する必要がある場合は、変数テーブルからデータを取得する数式を
作成できます。

• 一時変更価格

一時変更調整に定義した価格で基本価格を置き換える調整を作成して、価格を上書きすることができ
ます。単価の計算に適用する丸め規則を指定し、その規則を調整に添付することも可能です。

• 会社独自のカスタム・プログラム

• 最低価格または最高価格による価格調整規則

調整用の価格表グループを指定できます。価格調整をグループ化し、割引、プロモーション、税、運送費
を表すカテゴリにまとめることができます。

期限付き価格

各調整に対して、有効開始日付と有効終了日付を定義できます。たとえば、5月の販売促進のための価
格調整を設定するには、有効日付の範囲を5月1日から5月31日に定義します。

多通貨価格設定

価格設定とその管理を通貨別に行うことができます。複数の通貨で販売が行われる場合は、受注オー
ダーの通貨に基づいて、品目基本価格テーブル（F4106）から通貨情報が取得され、価格管理システム
の調整情報が取得されます。オーダーの通貨での価格調整が見つからない場合は、基本通貨が使用
されます。

複数単位

JD Edwards EnterpriseOne在庫管理システムに含まれる"単位換算 - 品目"プログラム（P41002）を使用
して、基本価格と調整の特定に使用する単位を複数指定できます。たとえば、検索時に使用する最初の
単位にパレットを指定できます。何も情報が検索されない場合は、2次単位としてケースを指定できます。

しきい値の規則を使用して、顧客が購入する金額に基づいて調整を設定することも可能です。複数単位
を使用すると、定義済の単位のレベル区切りとは異なる単位に基づく調整係数値を適用できます。
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扱い高基準

扱い高基準を使用すると、製品または製品グループのオーダー入力時に割引価格を提供できます。こ
の割引は、特定の顧客が長期にわたって複数回発注した製品のオーダー量に基づきます。割引の基準
には、金額、パーセンテージ、または再調達価格を指定できます。扱い高基準調整は、単一レート価格
調整または通過逓減価格設定のいずれかに基づいて設定できます。

扱い高基準アップセル

大量購入による値引きを顧客に提案する場合は、調整と、オーダー行がアップセル通知の条件を満たし
ていることを通知するタイミングを決定する許容率を指定できます。

無償品

無償品とは、通常、製品の販売促進や展示を補助するために使用したり、オーダーされた製品に添付す
る販促物を指しています。たとえば、注目を集めるための無償品として、展示用ケース類、ポスター類、
その他の販促物などの製品を指定できます。

調整を定義する際に、無償品が適用される方法を定義します。無償品には任意の調整を関連付けること
ができます。また、1つの無償品カタログに複数の無償品を定義できます。無償品カタログによって、顧客
は、オーダーが基準を満たした場合に提供される無償品を選択できます。

レベル区切り

オーダーの数量、重量、または合計価格に基づく値引きによって、大量に商品を購入した顧客を優遇で
きます。調整タイプを定義する際には、使用するレベル区切りタイプを指定します。

購買構造

購買構造を使用して、顧客の価格設定の管理とカスタマイズを顧客の組織構造に基づいて行います。購
買構造によって、顧客に適用する調整とリベートのカスタマイズが可能になります。

見越し

AAI（自動仕訳）を使用して、ロイヤリティ、コミッション、およびリベートの負債勘定を設定できます。見越
しによってオーダーの価格が変更されることはありませんが、売上更新プログラム（R42800）を使用する
と、適正な支出および負債の仕訳入力が作成されます。

リベート

顧客が物品やサービスをより大量に購入するように仕向けるために、リベートが使用されます。複数の
オーダーの合計金額、合計数量、または合計重量に基づいてリベートを計算できます。リベートのしきい
値を定義して、クレジット・オーダーの作成のためのルールを設定できます。ターゲットの顧客または顧客
グループに対し、製品の売上に基づいて、適切な仕入先販売証明リベートを作成できます。

柔軟な請求書印刷の詳細設定

調整情報を請求書に印刷するかどうかを指定する調整タイプ定義です。

価格再設定調整

1つのオーダーの数量、重量、または金額を累計し、その合計数量、合計重量または合計金額に基づい
て割引を適用できます。
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オンライン価格交渉

顧客のオーダーを受ける際に、価格交渉を行い、結果を検討できます。顧客との合意に達するまで、価
格計算を変更できます。価格の変更に従って利益率が自動的に計算されるため、規定済のガイドライン
の範囲内で取引が行われていることを確認できます。

価格承認

価格の作成や変更を行う必要がある場合には、承認を得るために新規価格または変更した価格を自動
的に送信するプロセスを設定できます。価格承認の処理経路は、JD Edwards EnterpriseOneワークフロー
管理によって設定されます。

シップ・アンド・デビット契約処理

電子産業の市場の価格変動に基づく契約を流通業者と結ぶサプライヤは、シップ・アンド・デビット処理
の機能を使用して、契約の定義、調整および処理を行い、契約に従って発生する請求を管理できます。
JD Edwards EnterpriseOne価格管理では、シップ・アンド・デビット機能を使用できます。

価格マトリックス

多くの会社は、非常に複雑な価格設定を使用しており、品目と顧客に対して多数の価格調整レコードを
保持しています。価格マトリックス・プログラム（P4590）を使用すると、多数の調整明細レコードを追加お
よび編集して、価格計算のためのパラメータを提供できます。このプログラムを使用すると、ニーズに合っ
たビューにアクセスでき、価格設定情報を迅速に入力および管理できます。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理と調達管理
JD Edwards EnterpriseOne価格管理は、製品の単純な販売促進から複雑な顧客取引まで、多様な価格
設定戦略に対応できるように設計されています。JD Edwards EnterpriseOneの価格管理システムと調達
管理システムの機能を統合することにより、仕入先から提供される数量別価格について、より詳細な情
報を得ることができるようになります。また、レートと調整の詳細を管理できます。

JD Edwards EnterpriseOneの価格管理と調達管理の統合機能には、次のものがあります。

• 各行品目への複数の調整の適用

• 調整機能の詳細定義

• 階層型の調整検索順序

• オーダー個別の価格設定特性

• 無償品処理

• 調整履歴のオンライン検討

• 調達および入金調整

• 購買オーダーまたは入荷バッチの価格再設定

• 調整明細レコードを更新するための価格マトリックス

注意: 調整は、非在庫品目の入荷行には適用されません。

購買オーダーの調整に関して特定の操作を必要とする各項は、「JD Edwards EnterpriseOne価格管理と
調達管理の使用」という項名になっています。
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JD Edwards EnterpriseOne価格管理とBlend Management
栽培業者との契約は数年間または複数の栽培期間にわたることがあり、たとえば、ぶどうの購買契約と
購買価格を長期間にわたって管理する必要があります。JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムの
機能の一部は、JD Edwards Blend Managementシステムと統合されます。

• 調整明細レコードを更新するための価格マトリックス

• ぶどうの入荷時の最低価格設定または最高価格設定を更新するための、最低価格または最高価格
による価格調整

• 価格調整を使用した入荷の価格再設定

• 品質試験に基づく価格設定

• 契約価格の手動による一時変更と調整の適用

• 購買オーダーまたは入荷バッチの価格再設定

Blend Managementで使用される各機能の詳細は、「JD Edwards EnterpriseOne価格管理とBlend
Managementの使用」という見出しの項に記載されています。
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EnterpriseOne価格管理の設定

この章では、設定要件の概要と次の方法について説明します。

• 価格管理固定情報の設定

• 価格設定エンジンの使用

• 価格管理のAAI（自動仕訳）の設定

設定要件について
JD Edwards EnterpriseOne価格管理は、会社のニーズに応じて設定できます。JD Edwards EnterpriseOne
受注管理をJD Edwards EnterpriseOne価格管理と統合することで、効率性と正確性が向上します。

次の表は、JD Edwards EnterpriseOne価格管理の設定機能の概要を示しています。

機能 説明

固定情報 固定情報により、システムに対して次のように情報が供給されます。

• システム固定情報によって、システム全体のデフォルト情報が決
まります。

• 価格管理固定情報によって、価格設定情報が決まります。

• バッチ制御固定情報によって、アプリケーションに管理者承認とバッチ
制御が必要かどうかが決まります。

• 事業所固定情報によって、事業所内の日次トランザクションが制御
されます。

• 保管場所フォーマットによって、事業所での品目保管場所を識別する
方法が決まります。

• 品目引当可能数量によって、各事業所にある品目数量の計算方法
が決まります。

AAI AAIによって、JD Edwards EnterpriseOne受注管理システムに会計情報と
総勘定元帳との関係情報が提供され、JD Edwards EnterpriseOne一般会
計システムとの連携が可能になります。

在庫管理、調達管理、受注管理、一般会計などの他のEnterpriseOneシステムで、次のJD Edwards
EnterpriseOne価格管理の機能を設定する必要があります。
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機能 説明

住所録の改訂 顧客グループの作成に使用するカテゴリ・コードを入力できます。

品目マスター 販売および購入のレベルを定義できます。品目レベル、事業
所、または事業所内の保管場所で、受注オーダーの価格を定
義できます。

購買オーダーでは、購買価格レベルを使用して、F4105テーブ
ルとF41061テーブルのどちらから単位原価を取得するかが識
別されます。

品目/事業所情報 品目グループの作成に使用するカテゴリ・コードを入力できます。

顧客請求指示 価格設定デフォルトとして使用される調整スケジュールや顧客グ
ループなどの顧客情報を設定できます。

仕入先指示 価格設定デフォルトとして使用される調整スケジュールや仕入先
グループなどの仕入先情報を設定できます。

陸揚費用 陸揚費用を設定して、配送料金や仲介業者の手数料など、品目
の仕入価格以外の原価を指定できます。

標準単位 全事業所の全品目を対象に標準単位を設定し、指定した価格
設定の単位に換算できます。

さらに、JD Edwards EnterpriseOne価格管理をJD Edwards Grower, Pricing, and Paymentsシステムおよび
JD Edwards Grower Managementシステムと連携させて使用する場合は、「価格管理固定情報」フォーム
で「調達価格管理を使用する」固定情報を選択し、JD Edwards Grower Managementシステムを有効化す
る必要があります。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理をJD Edwards EnterpriseOne品質管理システムと連携させて使用す
るには、JD Edwards EnterpriseOne品質管理システムを有効化する必要があります。

関連項目:

JD Edwards EnterpriseOne 住所録 9.0 製品ガイド、 「住所録レコードの入力」

JD Edwards EnterpriseOne 在庫管理 9.0 製品ガイド、 「品目情報の入力」、 「品目マスター情報の入力」

JD Edwards EnterpriseOne 在庫管理 9.0 製品ガイド、 「品目情報の入力」、 「事業所情報の入力」

JD Edwards EnterpriseOne 在庫管理 9.0 製品ガイド、 「在庫管理システムの設定」、 「固定情報の設定」

JD Edwards EnterpriseOne 在庫管理 9.0 製品ガイド、 「在庫管理システムの設定」、 「標準単位の設定」

JD Edwards EnterpriseOne 調達管理 9.0 製品ガイド、 「調達管理システムの設定」、 「陸揚費用の設定」

JD Edwards EnterpriseOne 調達管理 9.0 製品ガイド、 「仕入先情報の設定」、 「仕入先価格および割引
規則について」

JD Edwards EnterpriseOne 調達管理 9.0 製品ガイド、 「仕入先の管理」、 「代替通貨での仕入先価格の
生成」
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価格管理の固定情報の設定
この項では、価格管理の固定情報の概要と、次の設定方法について説明します。

• システム固定情報

• 価格管理固定情報

価格管理の固定情報について

実行する機能を指定するには、システム固定情報を設定します。たとえば、複数の事業所があり、各事
業所の品目で異なる単位が使用されている場合、システム固定情報を設定して、事業所ごとに単位の
自動変換を行うことができます。システム固定情報はすべての事業所に適用されます。事業所ごとにシ
ステム固定情報は変更できません。

価格管理では、受注オーダーと購買オーダーの価格調整の取得方法をシステム固定情報に定義します。
基本価格と調整の設定時には、様々な単位や有効日付範囲を使用できます。取引単位、購買単位、ま
たは基本単位のいずれかに基づいて、購買明細行の単位が取得されます。また、オーダー処理におけ
る特定の日付に基づいて価格を取得することも可能です。たとえば、品目が出荷された日付とオーダー
が入力された日付で、販売価格を比較できます。

価格管理固定情報を使用して、JD Edwards EnterpriseOne受注管理システムとJD Edwards EnterpriseOne
調達管理システムのいずれか、またはこれら両方でJD Edwards EnterpriseOne価格管理を使用するかど
うかが制御されます。また、受注オーダーや購買オーダーの調整の価格の計算式に、特殊文字を割り
当てることも可能です。出荷先住所録番号を使用した直接価格調整の取得、価格承認の適用、販促用
の価格設定の使用など、他のコントロールを指定することもできます。「基本価格変更時の販売価格調
整」オプションと「基本価格変更時の調達価格調整」オプションのいずれか、またはこれら両方を設定し
て、価格を一時変更して手動による価格調整を実行し、価格履歴レコードを表示できます。システム・パ
フォーマンスを向上させるために、価格設定エンジンを有効化できます。

システム固定情報と同様に、価格管理固定情報はすべての事業所に適用されます。事業所ごとに設定
は変更できません。

価格管理の固定情報の設定に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

システム固定情報 W41001F 「受注管理システム・セット
アップ」（G4241）、「事業
所固定情報」

「事業所固定情報の処理」
フォームで、「フォーム」メ
ニューの「システム固定情
報」を選択します。

システム固定情報の設定
と確認を行います。

価格管理固定情報 W41001D 「事業所固定情報の処理」
フォームで、「フォーム」メ
ニューの「価格管理固定情
報」を選択します。

価格管理固定情報の設定
と確認を行います。

システム固定情報の設定

「システム固定情報」フォームにアクセスします。
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「システム固定情報」フォーム

販売価格の計算に使用
する単位

受注処理、サービス/保証管理、およびシップ・アンド・デビット処理で基
本価格と価格調整の取得に使用する単位を指定するユーザー定義コード
（UDC）40/SUを入力します。様々な単位を使用して、基本価格をF4106テー
ブルに定義し、価格調整をF4072テーブルに定義できます。

指定した単位で基本価格や価格調整が見つからない場合は、その品目の
基本単位が使用されます。

販売価格基準日 F4201テーブルとF4211テーブルの価格有効日付の更新方法を表す値を入
力します。JD Edwards EnterpriseOne受注管理システムでは、「価格有効
日付」を使用してF4201テーブルから基本価格を取得し、F4211テーブルか
ら価格調整を取得します。

購買価格の計算に使用
する単位

UDC 40/PUの値を入力して、購買オーダーの処理時にF41061テーブルから
取得される購買基本価格の単位を指定します。JD Edwards EnterpriseOne
価格管理と調達管理を使用する場合は、このフィールドに値を入力します。

トランザクションや価格設定の処理で指定した単位のレコードが存在しな
い場合は、その品目の基本単位を使用して処理が繰り返されます。

購買リベートのカテゴ
リ・コード

UDC 43/RUの値を入力して、組込み比較の基準に使用されるカテゴリ・コー
ドを指定します。JD Edwards EnterpriseOne価格管理と調達管理を使用す
る場合は、このフィールドに値を入力します。

18 Copyright © 2003, 2008, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.



第 3 章 EnterpriseOne価格管理の設定

優先スケジュール UDC 40/APの値を入力して、優先情報の決定時に使用される詳細優先ス
ケジュールを指定します。詳細優先スケジュールによって、詳細優先情報
機能で使用される優先情報が決まります。優先スケジュールはUDCで直接
管理することはできませんが、価格調整スケジュール・プログラム（P4070）
を使用して管理できます。詳細優先情報を使用する場合は、このフィール
ドに値を入力します。

優先調整の計算に使用
する単位

UDC 40/RUの値を入力して、受注処理中に詳細優先情報の調整を取得
するために使用される単位を指定します。F4072テーブルの詳細優先調整
は、様々な単位で定義できます。詳細優先情報を使用する場合は、この
フィールドに値を入力します。

トランザクションや価格設定の処理で指定した単位のレコードが検出され
ない場合は、その品目の基本単位を使用して処理が繰り返されます。

価格設定エンジン 価格設定エンジンを使用する場合は、「1」と入力します。このフィールド
に「1」と入力する場合は、価格設定エンジン・ワークベンチ・プログラム
（P4530）にアクセスしてキャッシュをロードする必要があります。システム
を再起動するたびに、価格設定エンジン・ワークベンチ・プログラムにアク
セスしてキャッシュをロードする必要があります。

注意: JD Edwardsでは、価格設定エンジンの使用を有効化する前に、価
格設定エンジンの機能と制限、および価格設定エンジンの管理方法を理
解しておくことをお薦めします。

トランザクション（受注オーダーの入力など）のためにアクセスされる、キャッ
シュされたテーブルを変更した場合、キャッシュを再ロードするまで、その
変更は使用されません。

参照: 第 3 章、 「EnterpriseOne価格管理の設定」 、 「価格設定エンジンの
使用」 、 22ページ

値は次のとおりです。

ブランクまたは0: 価格設定エンジンの使用を許可しません。

1: 価格設定エンジンの使用を許可します。

価格管理固定情報の設定

「価格管理固定情報」フォームにアクセスします。
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「価格管理固定情報」フォーム

販売価格管理を使用す
る（Y/N）

システム内で品目の価格がどのように決定されるかを指定します。使用し
ているシステムにJD Edwards EnterpriseOne価格管理システムが含まれて
いる場合は、この機能を使用できます。値は次のとおりです。

Y: JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムを使用します。

N: JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムを使用しません。

調達価格管理を使用す
る（Y/N）

購買価格の計算に価格管理を使用するかどうかを指定します。値は次の
とおりです。

Y: 価格管理を使用して購買価格を計算します。

N: 標準価格調整を使用して購買価格を計算します。

価格承認必須（Y/N） すべての価格変更を価格承認ワークフロー経由で処理するかどうかを指
定する値を入力します。値は次のとおりです。

Y: 価格承認ワークフローが適用されます。

N: 価格承認ワークフローは適用されません。

価格調整の決定方法 価格計算プログラムによる価格調整の選択方法を指定する値を入力しま
す。ブランクにすると、指定した価格調整スケジュールが選択されます。デ
フォルトはブランクです。

価格設定の住所番号を選択するには、「1」を入力します。

スケジュールと住所番号の両方を選択するには、「2」を入力します。

基本価格変更時の販売価
格調整

受注オーダー明細行の価格設定を一時変更するときに、追加の調整を適
用するかどうかを指定します。値は次のとおりです。

Y: 一時変更価格に調整を適用します。
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N: 一時変更価格に調整を適用しません。

基本価格変更時の調達価
格調整

購買オーダー明細行の価格設定を一時変更するときに、追加の調整を適
用するかどうかを指定します。値は次のとおりです。

Y: 一時変更価格に調整を適用します。

N: 一時変更価格に調整を適用しません。

販売価格管理の構造タイプ JD Edwards EnterpriseOne住所録システムに独自の階層を持つ組織構造の
タイプ（電子メールなど）を指定するUDC（01/TS）を入力します。JD Edwards
EnterpriseOne売掛管理システムに親/子関係を作成する場合は、この構
造タイプをブランクにしてください。

出荷先住所を使用する 出荷先住所録番号を使用して直接価格調整を取得する場合に選択しま
す。その住所録番号は、購買構造で直接価格調整を検索するための開始
ポイントとして使用されます。出荷先住所番号を使用する場合は、選択を
解除します。

変動テーブル識別記号 JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムの変動テーブルの識別に使
用する文字を指定します。ここで指定するアルファベット、数字、数学関数
などの文字をテーブル名の先頭に付加すると、そのテーブル名は価格計
算数式のためのテーブル名として認識されます。ただし、記号+、−、×、÷
は、このフィールドでは無効です。

単位識別記号 価格管理の計算式の単位の識別に使用する文字を指定します。ここで指
定するアルファベット、数字、数学関数などの文字を単位の先頭に付加す
ると、そのエントリは価格計算数式のための単位として認識されます。ただ
し、記号+、−、×、÷は、このフィールドでは無効です。

通貨コード識別記号 価格管理の計算式の通貨コードの識別に使用する文字を指定します。こ
こで指定するアルファベット、数字、数学関数などの文字を通貨コードの先
頭に付加すると、そのエントリは価格計算数式のための通貨コードとして
認識されます。ただし、記号+、−、×、÷は、このフィールドでは無効です。

データベース・フィールド識
別記号

価格管理データベース・フィールドの識別に使用する文字を指定します。こ
こで指定するアルファベット、数字、数学関数などの文字をデータベース・
フィールド名の先頭に付加すると、そのデータベース・フィールドは価格計
算数式のためのデータベース・フィールドとして認識されます。ただし、記
号+、−、×、÷は、このフィールドでは無効です。

試験結果名識別記号 システム内の価格管理計算式の試験結果名を識別する文字を入力しま
す。この文字から始まる試験結果名を入力すると、その名前が価格計算
数式の試験結果名として認識されます。アルファベット、数字、かっこおよ
び算術関数（+、−、×、÷など）の記号は、このフィールドでは無効です。
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注意: 試験結果名を設定する場合、「試験結果名」フィールドでユーザー定
義文字を使用しないことをお薦めします。たとえば、「価格管理固定情報」
フォームで設定したユーザー定義文字や、特殊文字（&、%、!、?、@、$、|、#
など）は使用しないでください。試験結果名と価格管理計算式を組み合せ
て使用した場合、この記号は、計算式と試験結果名の両方で解釈されま
せん。たとえば、ブリックス試験結果が23未満の場合ブリックス試験結果
が1下がるごとにぶどうの購買価格を10%下げるとします。ブリックス試験結
果が22の場合は価格を10%下げ、ブリックス試験結果が21の場合は価格を
20%下げます（以降同様）。価格管理計算式の例は、次のようになります。

((23 − @BRIX) × − .1) × #UPRC

この例では、@記号は、ブリックス試験結果に基づいてぶどうの価格を決
定する計算式の一部です。計算式で記号を使用し、記号を含む試験結果
名を追加した場合、システムではそれら2つの記号を区別できません。

関数名識別記号 システム内の価格管理計算式の関数名を識別する文字を入力します。こ
の文字から始まる関数名を入力すると、その名前が価格計算数式の関数
名として認識されます。アルファベット、数字、かっこおよび算術関数（+、
−、×、÷など）の値は、このフィールドでは無効です。

関数の引数区切文字識
別記号

システム内の価格管理計算式の関数の引数区切り文字を識別する文字
を入力します。関数を入力すると、関数の引数区切り文字に基づいて関数
の引数が認識されます。アルファベット、数字、かっこおよび算術関数（+、
−、×、÷など）の値は、このフィールドでは無効です。

調整明細参照識別記号 システム内の価格管理計算式の調整明細参照順序を識別する文字を入
力します。この文字から始まる調整明細参照を入力すると、その順序が価
格計算数式の調整明細参照順序として認識されます。アルファベット、数
字、かっこおよび算術関数（+、−、×、÷など）の値は、このフィールドでは
無効です。

販促管理システムの指定 内部またはサード・パーティの販促管理パッケージの使用を指定するUDC
（40P/PS）を入力します。

値は次のとおりです。

0: 販促管理システムはありません。

1: JD Edwards EnterpriseOne販促管理システム。

2: サード・パーティの販促管理システム。

販促が複数ある場合
の指定

品目または顧客に対して複数の販促が有効な場合にどの販促を使用する
かを指定するUDC（40P/PR）を入力します。

価格設定エンジンの使用
この項では、価格設定エンジンの概要と、価格設定エンジンの設定方法について説明します。
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価格設定エンジンについて

JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムを使用している場合、非常に多数のレコードを作成して、シ
ステムで処理できます。価格設定エンジンを使用することにより、システム・パフォーマンスを向上させ、
価格設定データと詳細優先データに迅速にアクセスできるようにすることができます。最初に、「システム
固定情報」フォームの「価格設定エンジン」フィールドを設定する必要があります。

システムを起動または再起動するたびに、価格設定エンジン・ワークベンチ・プログラム（P4530）を使用
して手動でキャッシュをロードする必要があります。

キャッシュには、次のJD Edwards EnterpriseOne価格管理テーブルからのデータが含まれます。

• 価格調整明細（F4072）

• グループ・コード・キー定義テーブル（F4092）

• 品目キーIDマスター（F40941）

• 顧客キーIDマスター（F40942）

• オーダー・グループ・キーIDマスター（F40943）

価格設定エンジンは、キャッシュをロードした後、サブシステムで価格設定（R45390）UBEを実行します。
会社は、システム設定、価格設定構造または価格設定テーブルを大幅に変更することがあります。この
ような場合、価格設定エンジン・ワークベンチ・プログラムにアクセスしてキャッシュを再ロードする必要が
あります。キャッシュを再ロードしないかぎり、行ったすべての変更は、システムでの計算に使用されま
せん。キャッシュの再ロードは大量のシステム・リソースを消費する可能性があるため、このタスクはオフ
ピークの時間帯に実行することをお薦めします。キャッシュのロード中には、システムはデータベースか
ら直接データにアクセスします。再ロードが完了すると、システムは再びキャッシュを使用してデータにア
クセスします。また、キャッシュを無効にする必要がある場合があります。この場合は、価格設定エンジ
ン・ワークベンチ・プログラムを使用してキャッシュを無効にします。
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価格設定エンジンの処理に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

価格設定エンジン・

ワークベンチ

W4530A 「上級操作」（G423114）、
「価格設定エンジン・ワーク
ベンチ」

キャッシュをロードするに
は、「価格設定エンジン・
ワークベンチ」フォームの
「キャッシュのロード」ボタン
をクリックします。

キャッシュを再ロードするに
は、「価格設定エンジン・
ワークベンチ」フォームの
「キャッシュの再ロード」ボ
タンをクリックします。

キャッシュを無効にするに
は、「価格設定エンジン・
ワークベンチ」フォームの
「キャッシュの終了」ボタン
をクリックします。

フォームに表示されている
キャッシュ状況情報をリフ
レッシュするには、「価格設
定エンジン・ワークベン
チ」フォームの「状況の
リフレッシュ」ボタンをク
リックします。

価格設定エンジンを使用
します。

価格設定エンジンの使用

「価格設定エンジン・ワークベンチ」フォームにアクセスします。
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「価格設定エンジン・ワークベンチ」フォーム

状況のリフレッシュ クリックすると、キャッシュの状況が取得され、表示されます。

キャッシュのロード クリックすると、キャッシュがロードされます。

キャッシュの再ロード クリックすると、キャッシュが再ロードされます。

キャッシュの終了 クリックすると、キャッシュが無効になり、メモリーからキャッシュが削除さ
れます。

データ・ソース システムによって取得され、キャッシュにロードされるデータのソースが表
示されます。データ・ソースは、「環境」、「ロール」および「ユーザー」フィー
ルドのOCMマッピングに基づきます。

サインイン環境 ユーザーが現在アクセスしている環境が表示されます。この環境が「キャッ
シュ・ロード環境」フィールドの値と一致しない場合は、ログアウトしてから
キャッシュ・ロード環境にログインし、キャッシュの再ロードを実行するか、
キャッシュに対する操作を終了する必要があります。

キャッシュ状況 キャッシュの現在の状況が表示されます。値は次のとおりです。

アクティブ: 価格設定操作は、キャッシュから価格設定データを取得してい
ます。

非アクティブ: 価格設定操作は価格設定データを、キャッシュからではなく
データベース・テーブルから取得しています。
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無効: 例外状況が発生しました。価格設定操作はデータベース・テーブル
から価格設定データを取得しており、キャッシュから価格設定データを取得
していません。キャッシュを再び有効化するには、「キャッシュの終了」ボタ
ンをクリックして「キャッシュの再ロード」ボタンをクリックします。

キャッシュ・ロード環境 データ・ソースのキャッシュをロードするために使用される環境の名前が表
示されます。ユーザーはこの環境にログインしてキャッシュを再ロードし、
そのデータ・ソースのキャッシュに対する操作を終了する必要があります。

参照数 キャッシュに現在添付されているEnterpriseOneプロセスの数が表示されま
す。この数には、状況情報の取得時にキャッシュ・データにアクティブにア
クセスしていたCall Object Kernelまたは実行バッチ・プロセスがすべて含
まれます。

最終ロード日付 最後にキャッシュのロードまたは再ロードを開始した日付と時間が表示さ
れます。

メモリー容量 メモリー内のキャッシュの概算サイズがキロバイト単位で表示されます。こ
の数値は、データを保存してメモリー内のキャッシュを管理するために必
要なメモリーの容量を表しています。この値は概算であり、実際の割当は
オペレーティング・システムによって異なります。

現行のカーソル数 キャッシュ状況情報の取得時にキャッシュにある同時オープン・カーソル
の数が表示されます。キャッシュ操作は非常に高速であるため、多くの場
合、このフィールドにはゼロ（0）が表示されます。再ロード操作と終了操作
を開始する前に、カーソル数がゼロになっている必要があります。

最大カーソル数 キャッシュのロード元からキャッシュにアクセスする同時オープン・カーソル
の最大数が表示されます。キャッシュを再ロードしても、この数値はリセッ
トされません。最大カーソル数が使用されているときにカーソルをオープ
ンしようとすると、システムでは、キャッシュではなくデータベース・テーブ
ルからデータを取得するように価格設定操作に指示されます。この数値
がシステムで許容される最大カーソル数と一致する場合は、カーソル制
限を増加することを検討してください。ビジネス関数B4504640で固定情報
MRDB_CURSOR_MEM_SPACE_SIZEを調整することによって、カーソル制限
を増加または減少させて、キャッシュのメモリー容量を最適化できます。

価格管理のAAIの設定
この項では、価格管理におけるAAIの概要、事前設定、および設定方法について説明します。

価格管理のAAIについて

AAIには、仕訳入力の自動作成で使用されるルールが含まれています。一般会計システムへの転記を行
う各プログラムでは、AAIが使用されます。

ロジスティクス・システムでは、使用が予想される会社、伝票タイプ、および元帳クラスの固有の組合せ
ごとにAAIを作成する必要があります。各AAIは、ビジネスユニット、主科目、補助科目で構成される特定
の勘定科目に対応します。

AAIを定義すると、トランザクションが正しく記録されるようになります。売上更新プログラムを実行すると、
在庫勘定、売上原価（COGS）の経費勘定、およびオーダーの収益勘定の仕訳が作成されます。運送費、
税、またはオーダーに関するその他の料金の勘定を相殺することもできます。
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AAIを使用すると、受注オーダー・トランザクションによって様々な仕訳入力がどのように作成されるかを
指定できます。各AAIには、次の情報の組合せが含まれています。

• 会社

• 伝票タイプ

• 元帳クラス・コード

• 勘定科目

多様な組合せの作成によって、仕訳入力を様々な相手勘定に関連付けることができます。たとえば、電
話によるオーダーを、店頭でのオーダーとは別の勘定科目に記録できます。

注意: JD Edwards EnterpriseOneの価格管理と調達管理を使用する場合、購買オーダーの調整にAAIは
使用されません。たとえば、伝票と領収書の照合時に、単位原価に適用される追加的な割引の仕訳は
作成されません。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムで使用されるAAI

次の表は、JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムで使用するAAIを示しています。

AAI 説明

4270 -価格調整 売上更新プログラム（R42800）によって作成される仕訳
入力の売上割引勘定を指定します。

4280 -未払リベート 相殺仕訳の見越し勘定を指定します。

4234 -シップ・アンド・デビット 売上原価による売上の減損として認識される一時的な
見越し勘定を指定します。

業務のニーズにあわせて既存のAAIの検討と改訂を行った後に、追加のAAI項目の設定が必要になる
場合があります。

事前設定

ここで説明されているタスクの事前要件を、次に示します。

• 勘定科目マスター情報が設定されていることを確認します。

• 会社が設定されていることを確認します。

• トランザクション・タイプが設定されていることを確認します。

• 伝票タイプが設定されていることを確認します。

• 元帳クラス・コードが設定されていることを確認します。

• トランザクションを記録する勘定科目コードを指定します。
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価格管理のAAIの設定に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

勘定科目の改訂 W40950D 「受注管理システム・セット
アップ」（G4241）、「AAI
（自動仕訳）」

「AAIの処理」で、AAIを検
索して「選択」をクリック
します。

AAIの設定と改訂を行
います。

AAIの設定

「勘定科目の改訂」フォームにアクセスします。

主科目 勘定科目コードの中で、サブカテゴリに分割する原価コード（労務費、材料
費、設備費など）を入力します。たとえば、労務費の原価コードは通常時
間、割増時間、間接費に分割できます。

注意: 任意勘定科目コードを使用して主科目コードを6桁に設定した場合
は、6桁のすべてを使用します。たとえば、「000456」と入力することと「456」
と入力することは同じではありません。「456」と入力した場合は、6桁を埋
めるために自動的にスペースが3つ追加されます。

補助科目 主科目のサブセットを入力します。補助科目には、主科目に関する会計処
理の詳細レコードが含まれます。

注意: 任意勘定科目コードを使用して主科目コードを6桁に設定した場合
は、6桁のすべてを使用する必要があります。たとえば、「000456」と入力す
ることと「456」と入力することは同じではありません。「456」と入力した場合
は、6桁を埋めるために自動的にスペースが3つ追加されます。

このフィールドをブランクにすると、作業オーダーの「原価コード」フィール
ドに入力した値が使用されます。
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基本価格設定の使い方

この章では、基本価格設定、JD Edwards EnterpriseOne受注管理の基本価格設定、価格承認、JD Edwards
EnterpriseOne調達管理の価格設定の各概要と、次の方法について説明します。

• 基本価格優先階層の検討

• 基本価格の設定

• 既存価格の有効化

基本価格設定について
受注オーダーまたは購買オーダーを入力すると、事業所、顧客、仕入先、数量などの特性に基づいて、
品目の価格が取得されます。受注オーダーまたは購買オーダーに対して価格調整が行われる前には、
価格調整が適用される基本価格が必ず取得されます。基本価格の取得後、JD Edwards EnterpriseOne
価格管理システムが有効になっているかどうかが確認されます。JD Edwards EnterpriseOne価格管理が
有効な場合、在庫価格設定規則などの標準価格調整が省略され、JD Edwards EnterpriseOne価格管理
の適用可能なスケジュールや調整が検索されます。

価格設定には、次の3種類があります。

• 基本価格設定

• 標準の価格調整（JD Edwards EnterpriseOne価格管理プログラムを使用せずに基本価格を調整する方
法）

• 価格管理による価格調整（JD Edwards EnterpriseOne価格管理プログラムを使用して基本価格を調整
する方法）

受注オーダーまたは購買オーダーに入力した価格により、システムによって取得された基本価格が一時
変更されます。標準または価格管理による価格設定のいずれかを使用して、基本価格に対する調整を
作成できます。

受注オーダーの場合、顧客グループと品目グループを設定し、品目、品目グループ、顧客、および顧客
グループの組合せに対して価格を割り当てることができます。価格設定階層により、価格の検索方法が
決まります。基本価格の取得には、必ず基本価格優先階層が使用されます。価格構造は、品目と顧客の
様々な組合せに対して定義する価格設定に対応できるよう十分な柔軟性を備えている必要があります。

基本価格、価格管理の調整/スケジュールへの変更または追加は、承認プロセスを経るように設定でき
ます。JD Edwards EnterpriseOneワークフロー管理により、価格の承認プロセスが自動化されています。

購買オーダーの場合、仕入先グループと品目グループを設定して、品目と仕入先の組合せに価格を割
り当てることができます。購買オーダーの単位原価が、購買価格レベルに基づいて取得されます。また、
必要に応じて仕入先カタログもあわせて使用されます。基本価格優先階層は、購買オーダーの価格情報
の取得には使用されません。
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JD Edwards EnterpriseOne受注管理における基本価格設定について
受注オーダーを入力すると、事業所、顧客、数量などの特性に基づいて、品目の価格が取得されます。
基本価格の取得後、JD Edwards EnterpriseOne価格管理が有効になっているかどうかが確認されます。
JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムが有効な場合、在庫価格設定規則などの標準価格調整が
省略され、価格管理の適用可能なスケジュールや調整が検索されます。

次の図は、受注オーダーの価格の計算方法を表しています。
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価格管理と受注管理の統合のフローチャート
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価格レベル

品目マスターの改訂プログラム（P4101）に品目を入力する際は、販売価格レベルを入力する必要があり
ます。この販売価格レベルにより、品目の基本価格の定義方法が決定されます。たとえば、基本価格を
品目別に定義するか、品目と事業所別に定義するかなどです。価格を定義するレベルについて次の表
に示します。

レベル 説明

品目 1つの品目に対して全般的に適用される価格を1つ定義
します。事業所、ロット、および保管場所情報を含める
ことはできません。

品目/事業所 品目/事業所の各組合せに対して異なる価格を設定
します。保管場所およびロット情報を含めることはでき
ません。

品目/事業所/保管場所 保管場所およびロット別に価格設定を定義する場合、
事業所情報を定義することも可能です。

参照: 第 4 章、 「基本価格設定の使い方」 、 「基本価格優先階層の検討」 、 40ページ

参照: JD Edwards EnterpriseOne 在庫管理 9.0 製品ガイド、 「品目情報の入力」、 「販売価格情報の入力」

品目価格グループと顧客価格グループ

価格グループは、価格設定体系を構築するための1つの手段です。顧客価格グループを設定することに
より、複数の顧客と品目の価格を個別に入力および更新するかわりに一括で処理できます。たとえば、
「PREFER（優先）」という名称の顧客価格グループを作成し、このグループの顧客が、他の顧客よりも20.00
USD安い価格で自転車を購入できるように設定できます。品目価格グループを設定すると、複数の品目
価格の入力および更新を個別にではなく一括で処理できるようになります。たとえば、「BIKES（自転車）」
という名称で、色の異なる同じような自転車をグループ化して1つの価格を定義できます。

簡易価格グループと複合価格グループの2つのタイプの価格グループを設定できます。簡易価格グルー
プは、ユーザー定義コード（UDC）で識別されます。品目については、価格グループ名をUDC 40/PIとして
設定し、「事業所品目情報」で品目を価格グループ名に割り当てます。顧客については、価格グループ名
をUDC 40/PCとして設定し、「顧客請求指示」で顧客を価格グループに割り当てます。

価格設定構造をさらに柔軟に使用するには、複合タイプの顧客および品目価格グループを定義します。
複合顧客価格グループまたは複合品目価格グループでは、特定の住所録および品目カテゴリ・コードに
基づいてサブグループを作成できます。複合価格グループを使用すると、所在地などのカテゴリ・コード
に基づいて、同じグループに属する顧客に異なる価格を割り当てることができます。

関連項目:

第 4 章、 「基本価格設定の使い方」 、 「基本価格の設定」 、 42ページ

JD Edwards EnterpriseOne 在庫管理 9.0 製品ガイド、 「品目情報の入力」、 「販売価格情報の入力」

JD Edwards EnterpriseOne 受注管理 9.0 製品ガイド、 「基本価格設定および標準価格設定の設定」、 「基
本価格の設定」
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価格の承認について
価格が変更された場合に、社内の担当者に自動的に通知されるように設定できます。この通知の受信者
は、変更価格を検討し、承認または却下の判断を下します。変更価格は「一時保留」の状態で作成され、承
認処理が完了するまでその価格は使用されません。価格承認の処理経路は、JD Edwards EnterpriseOne
ワークフロー管理によって設定されます。

次の価格が、価格承認処理の対象となります。

• 基本価格（受注用）

• 調整明細

• 価格変動

• 価格計算式

• リベートしきい値

価格承認は、受注ベースの価格設定やスケジュールで使用することを目的としており、JD Edwards
EnterpriseOne調達管理の仕入先価格設定では使用できません。価格が承認されると、オーダー入力プ
ログラムで使用可能となり、その後のオーダーで使用できるようになります。価格が却下された場合、そ
の価格はオーダーで使用できません。

この処理を使用するには、価格管理固定情報で有効化しておく必要があります。有効化後は、システム
全体に適用されます。

注意: 価格の一括更新プログラムでは、ワークフロー処理は起動されません。これらのプログラムで作成
された価格は自動的に承認されます。

一時保留価格と現行価格

承認状況は、システムに入力されたすべての価格に割り当てられます。価格承認状況コードは、基本価
格テーブルと価格管理テーブルで参照でき、ユーザー定義コード（45/AS）に保存されています。

次の表は、価格承認の状況コードを示しています。

価格承認状況コード 説明

一時保留 新しい価格または変更価格が作成されると、承認状
況は「一時保留」に設定されます。一時保留価格の
承認状況コードは1です。

現行 すべての承認担当者が新しい価格または変更価格を
承認すると、価格の状況は「現行」に変更されます。状
況が「現行」になると、その新しい価格にすべての価格
取得機能が適用されます。オーダーに適用される価格
は、状況が「現行」の価格のみです。それ以外の状況
の価格は無視され、オーダーの価格設定に使用され
ません。承認状況コードがブランクの場合は、その価
格が「現行」であることを示します。
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価格承認状況コード 説明

却下 価格が少なくとも1人の承認担当者によって却下された
場合は、価格状況は、「却下」に変更され、その価格
はオーダーに適用されません。さらに、ワークフロー・
メッセージが価格変更の作成者に送信され、価格が
却下されたことが通知されます。却下された価格の
承認状況コードは2です。

一時保留削除 削除機能により、価格がシステムから消去される可能
性があることを示します。状況が「一時保留削除」の価
格は、削除リクエストが承認されるまで現行（有効）のま
まとなります。一時保留削除の価格が承認されると、そ
の価格は、「取消」に指定されます。

置替え 価格変更が有効となり、既存の価格が直接一時変更さ
れると、当初価格は「置替え」に指定され、オーダー入
力では使用されなくなります。

価格承認ワークフロー

価格承認処理が有効に設定されると、基本価格や調整スケジュールの変更を自動的に検出できます。
価格変更が検出されると、ワークフロー処理により、承認または却下を行う担当者にメッセージが自動
的に送信されます。

ユーザーが価格を作成または変更すると、その変更が承認処理のために送信されたことをそのユーザー
に通知するメッセージが表示されます。新しい価格または変更価格は、指定されたすべての承認担当者
によって承認されるまで、オーダーには反映されません。

次のフローチャートは、新規/変更価格が、ワークフロー処理によってどのように処理されるかを示してい
ます。
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価格承認のワークフロー

価格承認処理では、当初価格は新規価格または変更価格から切り離して扱われ、変更されません。そ
のため、変更価格が承認待ちの間、当初の価格を引き続き使用できます。

たとえば、次の販促期間で、ある品目の変更が必要な場合、「基本価格の改訂」または「価格調整明細
の改訂」フォームで価格を変更できます。同じ価格を照会すると、当初の現行の基本価格と、新しい保留
中の価格の2つの価格が存在します。

同じ有効期間に複数の価格が存在できます。「価格承認必須」を有効にした時点でシステム内に存在す
る価格は、自動的に承認されます。既存の価格の状況コードはすべて、ブランク、つまり「現行」の状況
コードに設定されます。

参照: JD Edwards EnterpriseOne Tools 8.98 Workflow Tools Guide

承認要求

変更を検討する承認担当者は、従業員待ち行列マネージャまたは価格のスピード承認（P450303）でメッ
セージを受け取ります。メッセージには、価格変更が承認待ちであることが示されています。
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従業員待ち行列マネージャ

従業員待ち行列マネージャ内で変更を承認または却下するには、承認担当者は、「価格調整は変更さ
れました」というメッセージをクリックし、次にワークフロー承認ボタンをクリックします。承認担当者がメッ
セージを承認または却下するためのフォームが表示されます。このフォームでは、承認担当者は承認や
却下についての補足情報を監査用に追加できます。

承認担当者が価格を却下すると、待ち行列からメッセージがクリアされ、ワークフロー・アクティビティは
完了となります。当初の価格情報がシステム内に保持され、変更が却下されたことを通知するメッセージ
が変更作成者に送信されます。承認担当者が価格を承認した場合は、新規価格でデータベースが更新
され、以前の価格はクリアされます。

この時点で、ワークフロー・システムにより、価格が承認されたことを通知するメッセージが新規/変更価
格の作成者に送信されます。

価格のスピード承認

価格のスピード承認とは、従業員待ち行列マネージャにかわるもう1つの承認方法で、合理的に承認処
理を実行できます。複数の価格変更を一度に承認する必要がある場合に、価格のスピード承認プログラ
ムを使用します。価格のスピード承認にアクセスすると、指定した承認者に対するすべてのメッセージが
表示されるため、まとめてそれらのメッセージを承認または却下できます。したがって、価格変更が大量
にある場合でも即座に承認できます。

価格のスピード承認プログラムへは、「上級操作」メニュー（G423114）からアクセスできます。「価格の
スピード承認」フォームから、各価格変更を承認または却下できます。価格変更を承認または却下する
には、グリッド・ローに承認状況を直接入力するか、または、1つ以上のグリッド・ローを強調表示にし、
「ロー」メニューから「承認」または「却下」を選択します。

また、価格履歴や価格変更についての追加情報を「ロー」メニューから参照することもできます。さらに、
処理オプションを設定して、プログラムの開始時に承認コードをロードすることもできます。

ワークフローの設定

価格承認処理は、「ワークフロー管理」の「グループの改訂」フォームで事前定義された配布リストに対し
てすべてのメッセージを送信するようにコード化されています。この配布リストは、価格変更の承認担当
者の実際の人数が正しく含まれるように修正できます。

承認担当者を価格承認処理のカテゴリでグループ化して、配布リストを設定します。ワークフロー管理の
配布リストの処理（P02150）を使用して、親（管理者など）を追加し、次に子（その管理者の下で働く従業
員など）をその親に追加します。

ワークフロー配布リストを作成する際は、次の点に注意してください。

• 配布リストに含めるすべてのメンバーが住所録に入力済であることを確認してください。また、配布リス
ト構造を設定する前に、配布リストの住所番号を住所録に設定する必要があります。

• 配布リストが設定される2つの構造について理解しておく必要があります。

下位レベルの受信者からメッセージに対する回答がない場合、メッセージの承認処理を一時変更できま
す。

次の条件が1つでも満たされている場合、「一時変更」オプションを使用できます。

• 承認者が住所録に定義されている。

• 承認者が、メッセージの受信者より上位レベルのグループのメンバーである。

• メッセージが未開封である。
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関連項目:

JD Edwards EnterpriseOne Tools 8.98 Workflow Tools Guide

事前設定

ここで説明されているタスクの事前要件を、次に示します。

• 「価格管理固定情報」フォームで「価格承認必須（Y/N）」オプションを有効にします。

• 価格承認変換プログラム（R45210）を実行し、すべての既存価格を有効にします。

JD Edwards EnterpriseOne調達管理の価格設定について
購買オーダーを入力すると、事業所、仕入先、数量、品目、契約などの特性に基づいて、品目の単位原
価が取得されます。購買オーダーに対して価格管理による価格調整が行われる前に、まず単位原価が
取得されます。品目の購買価格レベルに応じて、仕入先/カタログ価格（F41061）テーブルまたは品目原
価（F4105）テーブルのいずれかから単位原価が取得されます。単位原価の取得後、「調達価格管理を
使用する」が有効になっているかどうかが確認されます。「調達価格管理を使用する」が有効になってい
る場合、JD Edwards EnterpriseOne調達管理で設定されている標準価格調整が無視され、JD Edwards
EnterpriseOne価格管理の適用可能なスケジュールと調整が検索されます。

次のフローチャートは、購買オーダーの価格の計算方法を表しています。
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価格管理と調達管理の統合のフローチャート
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購買価格レベル

品目マスターの改訂プログラムに品目を入力する際は、購買価格レベルを入力する必要があります。こ
の購買価格レベルにより、品目の基本価格の定義方法が決定されます。基本価格は購買オーダーの単
位原価となります。購買価格を定義するレベルについて次の表に示します。

購買価格レベル 説明

仕入先/品目 仕入先の1つの品目に対して全般的に適用される価
格を1つ定義します。仕入先原価はF41061テーブル
から取得されます。

仕入先/品目/事業所 仕入先、品目、事業所の各組合せに対して異なる価
格を設定します。仕入先原価はF41061テーブルから
取得されます。

在庫原価 品目に指定した在庫原価レベルと購買原価計算方
法に基づいて、原価を設定します。在庫原価はF4105
テーブルから取得されます。仕入先の価格を設定して
いない場合は、在庫原価がデフォルトとして購買オー
ダーで使用されます。

参照: JD Edwards EnterpriseOne 在庫管理 9.0 製品ガイド、 「品目情報の入力」、 「販売価格情報の入力」

在庫原価

次の品目原価の確定に使用する原価計算方法を指定します。

• 売上と売上原価

• 購買オーダー

たとえば、品目の売上原価は加重平均原価計算方法を使用して決定し、購買オーダーの品目単位原価
は最終仕入原価計算方法に基づいて決定するように設定できます。

ユーザー定義コードを使用して原価計算方法を定義できます。ただし、01から19の原価計算方法はあら
かじめシステムにより予約されています。事前定義された原価計算方法には、次の8種類があります。

• 最終原価法

• 加重移動平均法

• メモ

• 現行

• 将来

• ロット

• 標準

• 購買 - 基本原価追加なし

原価計算方法ごとに金額を入力して、品目原価を決定します。品目原価を検討する場合は、金額を入力
した方式のみが表示されます。

入力する品目原価が販売、在庫、購買に割り当てる原価計算方法に基づかない場合は、警告メッセージ
が表示されます。警告メッセージを無視すると、その原価計算方法にはゼロ原価が割り当てられます。

参照: JD Edwards EnterpriseOne 在庫管理 9.0 製品ガイド、 「品目情報の入力」、 「販売価格情報の入力」

Copyright © 2003, 2008, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. 39



基本価格設定の使い方 第 4 章

仕入先価格

品目を購入する仕入先に基づいて、品目価格を設定できます。購買オーダーを入力すると、仕入先に対
する品目の単位原価が取得されます。仕入先に基づいて購買オーダーの単位原価を取得するには、購
買価格レベルを設定しておく必要があります。事業所レベルで仕入先価格を管理する場合、品目をカタ
ログに追加する際に事業所を入力する必要があります。カタログの各品目に対して、異なる事業所を入
力できます。

カタログとは、各品目とその価格をグループにまとめたものです。各カタログは仕入先に固有のもので
す。仕入先価格はカタログ別に入力する必要があります。仕入先から購入する品目のすべてを1つのカ
タログにまとめたり、季節要因による変動や製品ラインなどの条件別に仕入先品目を分類して、複数の
カタログを作成することもできます。同じ品目で価格が異なる場合は、それぞれの価格の有効日付を設
定して複数のカタログに入力できます。また、購買数量に基づいた数量別価格も指定できます。

カタログの名称を指定しないで仕入先の品目価格を入力すると、その仕入先のデフォルト・カタログが自
動作成されます。仕入先に対して1つのカタログのみを設定する場合は、デフォルト・カタログを使用する
のが便利です。購買オーダーに品目を入力すると、単位原価を取得するために仕入先のカタログが検索
されます。まず、デフォルト・カタログが最初に検索され（存在する場合）、次にその他のカタログがアル
ファベット順に検索されます。単位原価が検索された後、有効日付が検証されます。現在日付が有効日
付範囲内にある場合は、購買オーダーにその単位原価が入力されます。

参照: JD Edwards EnterpriseOne 在庫管理 9.0 製品ガイド、 「品目情報の入力」、 「販売価格情報の入力」

契約

JD Edwards Grower, Pricing, and Paymentsシステムを使用する場合は、栽培契約で設定した詳細に基づ
いて価格を設定できます。

基本価格優先階層の検討
この項では、基本価格優先階層の概要とその検討方法について説明します。

基本価格優先階層について

基本価格の取得時には、基本価格レコードの検索順序を決定するために基本価格の優先タイプ（51）に
設定した階層が使用されます。基本価格階層は、顧客、品目、顧客グループ、品目価格グループの組合
せからなるマトリックスです。ローとカラムの交差部分を使って階層順序を決定します。

価格階層は、最も詳細なレベルから最も一般的なレベルまで設定する必要があります。

次の図は、最も詳細なレベルから最も一般的なレベルまでの価格優先階層を表しています。
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最も詳細なレベルから最も一般的なレベルを表す基本価格優先階層

受注オーダーの入力時に、定義済の階層に基づいた組合せが検索されます。次に例を示します。

• 品目と顧客

• 品目と顧客グループ

• 品目グループと顧客

• 品目グループと顧客グループ

• 品目グループのみ

• 品目のみ

重要: 基本価格設定では、優先階層に最大14までの番号を入力できます。ただし、価格設定階層の数
は、3または4に制限してください。この階層の数は、品目基本価格（F4106）テーブルの検索が行われ
る回数を表します。したがって、階層の数を増やすごとに処理にかかる時間が長くなります。

関連項目:

JD Edwards EnterpriseOne 受注管理 9.0 製品ガイド、 「基本価格設定および標準価格設定の設定」
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基本価格優先階層の検討に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

優先階層の改訂 W40073D 「価格管理」（G4222）、「優
先階層」

「優先階層の処理」フォー
ムで基本価格の優先階層
（タイプ51）を検索して、「選
択」ボタンをクリックします。

基本価格設定階層（51）を
定義するには、ローとカラ
ムが交差するフィール
ドに連続した番号を入
力して、「OK」ボタンをク
リックします。

優先階層の設定と改訂
を行います。

基本価格の優先階層の検討

「優先階層の改訂」フォームにアクセスします。

「優先階層の改訂」フォーム

基本価格の設定
この項では、基本価格の設定の概要、事前設定、および基本価格の設定方法について説明します。

基本価格の設定について

品目の価格は、国内通貨と必要な数のその他の通貨で設定できます。たとえば、1つの品目に対して米
ドルとユーロで基本価格を設定することが可能です。
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通貨コードと単位はいずれも、F4106テーブルのキーとなります。多通貨を使用している場合は、次の順
序で価格検索が行われます。

• 顧客通貨およびユーザー指定単位

• 顧客通貨と品目の基本単位

• 国内通貨およびユーザー指定単位

• 国内通貨と品目の基本単位

一致する項目がない場合、処理は価格設定階層構造の次のレベルに進み、同じ順序で検索が行われ
ます。

事前設定

ここで説明されているタスクの事前要件を、次に示します。

• 価格設定階層が定義されていることを確認します。

参照: 第 4 章、 「基本価格設定の使い方」 、 「基本価格優先階層の検討」 、 40ページ

• システム固定情報で販売価格基準日が設定されていることを確認します。

参照: JD Edwards EnterpriseOne 在庫管理 9.0 製品ガイド、 「在庫管理システムの設定」、 「固定情報
の設定」

基本価格の設定に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

優先階層の選択 W40073F 「価格管理」（G4222）、「基
本価格の改訂」

「優先基本価格の処理」
フォームで、「追加」ボタン
をクリックします。

基本価格を設定する優先
階層を指定します。（優先
階層の選択肢は、基本価
格優先階層の設定内容に
基づいています。）

基本価格の改訂 W4106K 「優先階層の選択」フォーム
で優先階層を選択します。

基本価格の入力と改訂
を行います。

基本価格の設定

「基本価格の改訂」フォームにアクセスします。
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「基本価格の改訂」フォーム

単価 「単価」カラムを更新する場合に選択します。「単価」カラムが更新されない
ようにするには、選択を解除します。

返品価格 JD Edwards EnterpriseOne受注管理のクレジット・オーダーを入力する場合
に選択します。クレジット・オーダーを入力するには、F40205テーブルで符
号反転フラグを「Y」に設定した行タイプを使用します。返品価格はすべて
F4106テーブルに保存されます。

既存価格の有効化
この項では、既存価格を有効にする価格承認変換プログラムの概要と、次の方法について説明します。

• 価格承認変換プログラムの処理オプションの設定

• 価格承認変換プログラムの実行

既存価格を有効にする価格承認変換プログラム（R45210）について

価格管理固定情報で「価格承認必須」オプションを選択した後、価格承認変換プログラム（R45210）を実
行して既存の価格と調整を変換する必要があります。

価格承認変換プログラムを実行すると、選択したすべての価格の状況が「現行」に設定されます。まず、
テスト・モードでレポートを実行して、変換される価格の数を確認します。次に、最終モードでレポートを実
行して、実際に価格を変換します。すべての価格が変換されるように、データ選択はオフにしておきます。

重要: 価格を有効にするには、このプログラムを実行する必要があります。プログラムを実行しない場
合、すべての既存価格が非アクティブとみなされ、有効になりません。

価格承認変換プログラム（R45210）の処理オプションの設定

処理オプションを使用して、プログラムおよびレポートのデフォルト処理を指定できます。
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処理

この処理オプションでは、価格承認の実行方法を指定できます。

テスト/最終モード 価格承認変換をテスト・モードで実行するか最終モードで実行するかを指
定します。値は次のとおりです。

ブランク: テスト・モード

1: 最終モード

価格承認変換プログラム（R45210）の実行

価格承認変換プログラムを実行するには、バッチ・バージョンにアクセスし、「バッチ・アプリケーション」
フィールドに「R45210」と入力します。
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スケジュールと調整の使い方

この章では、スケジュールと調整の概要と次の方法について説明します。

• 価格管理階層の設定

• 調整定義の利用

• 調整スケジュールの作成

• 調整明細の設定

• 他通貨での新規価格調整の生成

スケジュールと調整について
調整とは、価格設定計画や販売促進についての一連の情報を示します。JD Edwards EnterpriseOne受注管
理では、調整を使用して、顧客に対して展開した販売促進をモニターできます。JD Edwards EnterpriseOne
価格管理システムと調達管理システムを使用する場合は、調整を使用して、仕入先によって提供される
販売促進をモニターできます。

各調整について、調整定義を設定して調整明細を入力します。調整明細を使用して、無償品、価格設定
の計算式、価格変動コードなどの特殊な処理を定義できます。価格設定階層では、調整明細にリストし
た調整の使用順序を定義します。

調整定義を作成した後、調整定義を調整スケジュールに添付できます。調整スケジュールには、価格の
計算に使用される情報が含まれます。各調整スケジュールには、調整定義をいくつでも含めることがで
きます。

次の情報を指定して、調整定義を作成します。

• 調整明細に含まれる調整の検索順序を制御する価格設定階層順序

• 調整を請求書に印刷するかどうか、価格設定をバスケット・レベルまたはオーダー・レベルのいずれで
行うか、調整が数量、金額、重量に基づく一時変更価格であるかどうかなどを制御する調整制御

• AAI（自動仕訳）を使用して相殺される勘定科目

さらに、次の機能を使用するかどうかも指定できます。

• 価格マトリックス

• 品目の最低価格または最高価格

• 一時変更価格への調整の適用

価格マトリックスを使用するには、一時変更価格として使用される調整定義を作成します。また、調整定
義で価格マトリックスを使用するように指定します。次に、価格設定の基準となるカテゴリ・コードを含む
ようにオーダー明細グループを設定します。価格マトリックスを使用するには、次の情報を指定します。
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• 価格設定階層

• 価格一時変更

• オーダー明細グループ

最低価格または最高価格による価格調整を使用して、特定の品目、顧客、品目グループ、顧客グルー
プまたはこれらの組合せに対する単価を調整できます。つまり、入荷価格が最低価格または最高価格
の範囲内である場合には調整が適用されません。入荷価格が最低価格より低いか、最高価格より高い
場合は、その品目の単価が調整されます。「価格履歴」フォームで、調整済金額の確認、調整の変更（こ
の機能が有効になっている場合）、調整が最低価格による調整か最高価格による調整かどうかの確認
を行うことができます。最低価格または最高価格による価格調整は、JD Edwards EnterpriseOne受注管
理、JD Edwards EnterpriseOne調達管理、JD Edwards EnterpriseOneサービス管理およびシップ・アンド・
デビット機能で使用できます。

また、購買オーダーまたは受注オーダーの価格を手動で一時変更し、調整をオーダーに適用することも
できます。この機能を行レベル調整で使用すると、新規価格が基本価格として価格履歴に保存され、見
越額が累計されます。この機能は、バスケット・レベル、オーダー・レベルまたは販売高レベルの調整定
義では使用できません。

注意: 必須の価格設定に対する調整を定義できます。必須の調整は、受注オーダー、転送オーダーまた
は直送オーダーの入力時に特定の品目に対して指定したり、追加料金や特別税を付加する場合に指定
できます。調整スケジュールに、その顧客および品目の受注オーダーに定義されていない必須の調整定
義が含まれている場合は、エラーが表示されます。オーダー明細行は処理されません。

次の図は、複数の調整からスケジュールを設定する方法を示しています。

複数の調整からの調整スケジュールの設定

次の図は、受注オーダーの調整と調整スケジュールの使用方法を示しています。
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価格管理と受注管理の統合のフローチャート
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次の図は、JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムと調達管理システムにおける購買オーダー調
整と調整スケジュールの使用方法を示しています。

50 Copyright © 2003, 2008, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.



第 5 章 スケジュールと調整の使い方

価格管理と調達管理の統合のフローチャート
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JD Edwards EnterpriseOne価格管理とBlend Managementの使用

栽培業者との契約は数年間または複数の栽培期間にわたることがあり、たとえば、ぶどうの購買契約と
購買価格を長期間にわたって管理する必要があります。JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムの
次の機能は、JD Edwards Blend Managementシステムと連携させて使用できます。

• 調整明細レコードを更新するための価格マトリックス

• ぶどうの入荷時の最低価格設定または最高価格設定を更新するための、最低価格または最高価格
による価格調整

• 入荷時の積荷（計量）処理終了時の価格再設定

• 品質試験に基づく価格設定

• 手動による契約価格の一時変更と調整の適用

価格マトリックスを使用するには、購買オーダーの契約価格の一時変更価格として使用される調整定義
を作成します。また、調整定義で価格マトリックスを使用するように指定します。次に、契約価格の基準と
なるカテゴリ・コード（「栽培地区」、「種類」、「レベル」など）を含むようにオーダー明細グループを設定し
ます。価格マトリックスを使用するには、次の情報を指定します。

• 価格設定階層

• 価格一時変更

• オーダー明細グループ（「栽培地区」または「種類」フィールドを含む場合があります）

また、最低価格または最高価格による価格調整を使用して、契約価格が最低または最高の基本価格と
して使用されるように指定したり、基本価格が最低価格以上か最高価格以下になるように制限できます。
基本価格を契約からの価格かまたは有効な範囲内の価格のどちらかに制限するには、「価格調整の定
義」フォームの「最小/最大規則」フィールドとともに、「最小調整」および「最大調整」オプションを使用しま
す。調整スケジュールにおけるこの調整順序によって、調整スケジュールのその時点における価格も決
定されます。たとえば、基本価格が別の価格調整で設定した最低価格よりも低い場合は、契約の最低価
格が基本価格として使用されます。最高価格についても、基本価格が別の価格調整で設定した最高価
格よりも高い場合は、契約の最高価格が基本価格として使用されます。最低または最高価格を検証する
際には、この調整が入荷時の基本価格として使用されます。価格調整明細の「基準名」フィールドに、値
「5」（追加金額）を入力する必要があります。最低および最高価格設定では、「基準名」フィールドにその
他の値を入力することはできません。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムを使用して、調達タスクを、JD Edwards Grower Management
システムとJD Edwards Grower, Pricing, and Paymentsシステムとの間で統合できます。JD Edwards Grower
Managementシステムで積荷（計量）処理を作成すると、購買オーダーが作成されます。購買オーダーに
より、JD Edwards Grower Managementシステムの情報とJD Edwards Grower, Pricing, and Paymentsシス
テムの情報がリンクされ、調達の調整を価格設定に反映できます。同様に、積荷（計量）処理が終了す
ると、入荷が作成されます。入荷により、JD Edwards Grower Managementシステムの情報とJD Edwards
Grower, Pricing, and Paymentsシステムの情報がリンクされ、入荷時調整を価格設定に反映できます。

入荷の作成時に、JD Edwards Grower Managementシステムの栽培収穫レコードの情報を使用して、価格
が決定されます。収穫が変更されると、栽培収穫レコードが更新され、入荷の最新の価格設定情報が反
映されます。JD Edwards Grower, Pricing, and Paymentsシステムで、次の価格設定情報が検索されます。

• 価格一時変更

• 最低価格または最高価格による価格調整

• 価格レベル

• 購買単位

• 価格設定グループ
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調整を作成して、ぶどうの出荷価格にペナルティまたはボーナスを適用できます。「種類」、「栽培地区」、
「目標の品質」、「現行の品質」および「栽培地域」フィールドの情報などの追加情報を検索できます。栽
培収穫レコードの値を使用してオーダー明細グループを設定することもできます。値が一致する場合、シ
ステムによって調整が決定されます。ただし、入荷時の価格は、購買オーダーの当初オーダー数量に基
づきます。購買オーダーの「価格履歴」フォームで手動で変更または追加した調整はすべて、入荷レコー
ドに保持されます。

注意: 契約収穫に添付した調整スケジュールは、購買オーダーと入荷の仕入先マスターのスケジュール
よりも優先されます。

ぶどうの入荷時に実施する品質試験に基づいて、ぶどうの支払価格を設定できます。このタイプの調整
定義を使用することにより、ぶどうの価格を値下げまたは値上げできます。たとえば、腐敗、ぶどう以外の
品目、ブリックスなど、指定した品質試験の結果に基づいて、ぶどうの価格を設定できます。この機能は、
JD Edwards EnterpriseOne価格管理、調達管理および品質管理システムとともに使用します。品質レベ
ル区切りタイプを含む入荷調整定義を作成し、その調整定義に試験結果名を割り当てて、入荷の入力時
に支払数量を調整するかどうかを選択します。価格調整明細を設定するときに、パーセント、計算式、ま
たは「基準名」フィールドと「係数」フィールドに基づく追加金額を使用して、調整を定義できます。追加金
額は、支払数量調整を使用して数量を調整するために使用します。ただし、「価格調整の定義」フォーム
で「支払数量調整」オプションを選択した場合は、「基準名」フィールドには「5」（追加金額）または「7」（計
算式）のみを入力できます。「入荷オーダー明細グループの定義」フォームで、調整の基準として「価格設
定管理01」（Directed Harvest）フィールドまたは「価格設定管理02」（検査）フィールドのいずれを使用する
かも選択します。JD Edwards Blend Managementシステムに積荷（計量）処理を入力するときに、この作業
にあわせて実施する予定の品質試験を追加します。ぶどうの入荷後、品質試験を実施して、試験結果を
工程に入力します。すべてのぶどうの入荷が完了してこの工程を終了すると、この調整定義を使用して
入荷が作成され、価格が決定されます。「価格履歴」フォームを使用して、「支払数量」フィールドに指定
されている取引単位の減少を確認します。このタイプの調整を定義する前に、JD Edwards EnterpriseOne
品質管理システムがアクティブであり、Blend Managementの「品質管理セットアップ」メニュー（G31B41）で
品質試験が設定されていることを確認する必要があります。このタイプの調整定義は、詳細優先情報と
ともに使用することはできず、価格一時変更として使用することもできません。

また、契約の価格を手動で一時変更し、積荷（計量）処理の終了時に調整を入荷に適用することもできま
す。この機能を使用すると、ぶどうの価格を調整してペナルティまたはボーナスを適用できます。この機能
を使用するには、「価格管理固定情報」フォームで「基本価格変更時の調達価格調整」フィールドを選択
しておく必要があります。調整定義を作成するときに、「行レベル調整」オプションと「一時変更価格の適
用」オプションを選択します。新規価格が基本価格として価格履歴に保存され、見越額が累計されます。

参照: 第 6 章、 「価格設定の使い方」 、 「価格マトリックスについて」 、 95ページ

JD Edwards EnterpriseOne価格管理と調達管理の使用

購買オーダーの価格と入荷の価格を調整するようにシステムを設定できます。JD Edwards Grower
ManagementシステムとJD Edwards Grower, Pricing, and Paymentsシステムを使用する場合は、調達また
は入荷調整定義を使用して、農作物の価格が調整されます。また、入荷の手動入力時に入荷に適用す
る入荷調整定義を作成することもできます。

JD Edwards Grower Managementシステムで積荷（計量）処理を作成すると、購買オーダーが作成されま
す。購買オーダーにより、JD Edwards Grower Managementシステムの情報とJD EdwardsGrower, Pricing,
and Paymentsシステムの情報がリンクされ、調達の調整を価格設定に反映できます。同様に、積荷（計
量）処理が終了すると、入荷が作成されます。入荷により、JD Edwards Grower Managementシステムの
情報とJD Edwards Grower, Pricing, and Paymentsシステムの情報がリンクされ、入荷時調整を価格設定
に反映できます。
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購買オーダーと入荷の作成時に、JD Edwards Grower Managementシステムの栽培収穫レコードの情報
を使用して、価格が決定されます。収穫が変更されると、栽培収穫レコードが更新され、入荷の最新の価
格設定情報を設定できるようになります。JD Edwards Grower, Pricing, and Paymentsシステムで、次の価
格設定情報が検索されます。

• 価格一時変更

• 最低価格または最高価格による価格調整

• 価格レベル

• 購買単位

• 価格設定グループ

調整を作成して、農作物の基本価格にペナルティまたはボーナスを適用できます。栽培収穫レコードの
値を使用してオーダー明細グループを設定することもできます。値が一致したときに調整が決定されま
す。ただし、入荷時の価格は、購買オーダーの当初オーダー数量に基づきます。購買オーダーの「価格
履歴」フォームで手動で変更または追加した調整はすべて、入荷レコードに保持されます。

注意: 契約収穫に添付した調整スケジュールは、購買オーダーと入荷の仕入先マスターのスケジュール
よりも優先されます。

入荷の入力時に価格を再設定するには、最初に、入荷確認（購買オーダー別）プログラム（P4312）の「処
理」タブで「入荷時の価格計算」処理オプションを設定します。入荷確認（購買オーダー別）プログラム
（P4312）を使用して入荷を入力すると、適切な入荷調整が適用され、入荷時の価格が調整されます。

品目の入荷時に実施する品質試験に基づいて、品目の支払価格を設定できます。このタイプの調整定
義を使用することにより、指定した情報に基づいて価格を値下げまたは値上げできます。この機能は、JD
Edwards EnterpriseOne品質管理システムとともに使用します。品質レベル区切りタイプを含む入荷調整
定義を定義し、その調整定義に試験結果名を割り当てて、支払数量を調整するかどうかを選択します。
価格調整明細を設定するときに、パーセント、計算式、または「基準名」フィールドと「係数」フィールドに基
づく追加金額を使用して、調整を定義できます。ただし、「価格調整の定義」フォームで「支払数量調整」
オプションを選択した場合は、「基準名」フィールドには「5」（追加金額）または「7」（計算式）のみを入力
できます。「オーダー明細グループの定義」フォームで、調整の基準として「価格設定管理01」フィールド
または「価格設定管理02」フィールドのいずれを使用するかも選択します。品目の入荷後、品質試験を実
施して、試験結果を入荷に入力します。JD Edwards EnterpriseOne調達管理システムで、この調整定義
を使用して価格が決定されます。「価格履歴」フォームを使用して、「支払数量」フィールドに指定されて
いる取引単位の減少を確認します。このタイプの調整を定義する前に、JD Edwards EnterpriseOne品質
管理システムがアクティブであり、「品質管理セットアップ」メニュー（G3741）で品質試験が設定されてい
ることを確認する必要があります。このタイプの調整定義は、詳細優先情報とともに使用することはでき
ず、価格一時変更として使用することもできません。

また、購買オーダーの価格を手動で一時変更し、どの調整を適用するかを選択することもできます。この
機能を使用するには、「価格管理固定情報」フォームで「基本価格変更時の調達価格調整」フィールドを選
択しておく必要があります。調整定義を作成するときに、「行レベル調整」オプションと「一時変更価格の適
用」オプションを選択します。新規価格が基本価格として価格履歴に保存され、見越額が累計されます。

事前設定

ここで説明されているタスクの事前要件を、次に示します。

• 基本価格が設定されていることを確認します。

参照: 第 4 章、 「基本価格設定の使い方」 、 「基本価格の設定」 、 42ページ

• 仕入先価格または在庫原価が設定されていることを確認します。
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参照: JD Edwards EnterpriseOne 調達管理 9.0 製品ガイド、 「仕入先情報の設定」、 「仕入先価格お
よび割引規則について」

• JD Edwards EnterpriseOne価格管理とBlend Managementを使用する場合は、すべての契約がJD Edwards
Grower, Pricing, and Paymentsシステムに設定済であることを確認します。契約の設定に最小値と最大
値が含まれていることを確認します。

• 「価格管理固定情報」フォームの「調達価格管理を使用する」フィールドが選択されていることを確認し
ます。また、農作物の入荷の価格を決定する場合は、JD Edwards Grower Managementシステムがアク
ティブになっていることを確認します。

• 入荷の入力時に価格を再設定するには、入荷確認（購買オーダー別）プログラム（P4312）の「処理」タ
ブで「入荷時の価格計算」処理オプションを設定します。

• 購買オーダーの価格または入荷の価格を手動で一時変更し、適用する調整を選択するには、「価格管
理固定情報」フォームの「基本価格変更時の調達価格調整」フィールドと「基本価格変更時の販売価格
調整」フィールドを選択します。

価格管理階層の設定
この項では、価格管理階層の概要と、次の方法について説明します。

• 優先マスターの設定

• 価格設定階層の定義

価格管理階層について

価格調整は、受注オーダーの価格に対して、価格設定階層に設定した順序で適用されます。システム内
では、この価格設定構造を使用して、基本価格の取得、および価格の調整と更新の計算が行われます。
このため、詳細な条件の組合せから一般的な条件の組合せの順で検索されるように、階層を設定します。

次の図は、一般的な顧客の価格設定階層を示しています。
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顧客の価格設定階層の例

たとえば、季節的な販売促進のために、特定の品目を注文したすべての顧客が割引の対象となるような
順序を定義できます。しかし、顧客の地域に基づいて若干の割引を行う場合は、最初に詳細な情報が検
索されるように階層を設定します。この場合は、次のように順序を設定します。

• 顧客グループと品目

• すべての顧客と品目

最低価格または最高価格による価格調整を使用する場合、価格設定階層の作成は必須ではありません。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理と調達管理の使用

価格調整は、購買オーダーの単位原価に対して、優先階層に基づいて適用されます。システム内では、
この価格設定構造を使用して、単位原価の取得、および価格の調整と更新の計算が行われます。通常
は、詳細な条件組合せから一般的な条件の組合せの順で検索されるように階層を設定します。

次の図は、仕入先の一般的な価格設定階層を示しています。
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仕入先の価格設定階層の例

注意: 「調達価格管理を使用する」固定情報を有効にした後、受注オーダーの調整を作成する場合と同
じフォームおよび同じ方法で購買オーダーの調整を作成します。ただし、顧客フィールドと顧客グループ・
フィールドの情報は、仕入先および仕入先グループの情報として処理されます。

購買オーダーの入力時に該当品目に対して特定の仕入先が最初に検索されるように、優先階層を設定
できます。その仕入先と品目に対応する調整が見つかった場合は、自動的にその調整が単位原価に適
用されます。調整が見つからなかった場合は、この特定の仕入先と、この品目が属する品目グループに
対する価格調整が検索されます。購買オーダーの調整の優先階層の順序は、次のように設定できます。

• 仕入先と品目

• 仕入先と品目グループ

• すべての仕入先と品目

優先マスターの設定

価格設定階層を定義するには、「優先マスター」というマスター・レコードをその階層に対して作成する必
要があります。基本価格設定では、1つの優先階層（51）しか使用できません。JD Edwards EnterpriseOne
価格管理システムでは、必要に応じて任意の数の異なる優先階層を作成できます。

階層を定義したら、その階層を調整定義に関連付けます。調整定義ごとに1つずつ階層を作成すること
も、1つの階層を複数の調整定義に対して使用することもできます。複数の調整定義に使用できる階層を
いくつか設定することをお薦めします。
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優先マスターを使用して階層のマスター・レコードを定義する場合、次のフィールドは価格設定では使用
されません。

• 優先分類

• 順序No.

• 有効日付の使用

• 有効数量の使用

価格設定階層の定義

「優先階層の改訂」フォームを使用して、調整定義を適用する順序を指定します。このフォームには、顧
客および顧客グループを示すローと、品目および品目グループを示すカラムがあります。各ローとカラム
の交差するフィールドに番号を入力して、価格設定階層の順序を指定します。価格の検索は番号「1」を
入力したフィールドから開始され、その顧客と品目の組合せに定義されているレコードが検索されます。
その組合せで調整明細が見つからなかった場合は、階層の次の組合せ（順序「2」を入力した交差フィー
ルド、順序「3」を入力した交差フィールド、...のように続く）が検索されます。

検索で最初に見つかった組合せが自動的に選択されます。このため、階層内で個別の価格設定方法を
まず設定した後で、初めて一般的な価格設定方法にあわせて階層を定義することをお薦めします。

階層の順序は21まで入力できますが、3または4までとしておくことをお薦めします。番号の数だけ検索が
行われるため、多くの番号を入力すると処理時間が長くなります。

注意: JD Edwards Blend Managementシステムでの価格設定で価格マトリックスを使用することを計画し
ている場合は、調整定義がすべての品目とすべての仕入先に適用されるようにするために、すべての仕
入先/すべての品目に対して価格設定階層を設定する必要があります。

価格管理の階層の設定に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

優先マスターの改訂 W40070D 「価格管理」（G4222）、「優
先階層」

「優先階層の処理」フォー
ムで、「追加」をクリック
します。

「優先階層の改訂」フォー
ムで、「フォーム」メニュー
から「マスターの改訂」
を選択します。

優先マスター・レコードの
設定と改訂を行います。

優先階層の改訂 W40073D 「優先階層の処理」フォー
ムで、「追加」をクリック
します。

優先階層の定義と改訂
を行います。

行と列が交差する各フィー
ルドに「1」から順に番号を
入力して、検索する順序を
指定します。価格設定階層
の定義では、番号を1から
入力します。番号を飛
ばして入力することは
できません。
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優先マスターの設定

「優先マスターの改訂」フォームにアクセスします。

「優先マスターの改訂」フォーム

優先分類 優先プロファイル・フォームの優先情報をグループ化するために使用する
分類コードまたはタイトルを入力します。

順序No. ここに入力する順序で、ユーザーは有効な環境の表示順序を設定できま
す。

有効日付の使用 優先情報について、有効日付範囲のフィールドを表示するかどうかを指定
するコードを入力します。優先情報に対して有効日付と有効数量を入力す
る場合、有効日付範囲を表示できます。

値は次のとおりです。

Y: この優先情報について、優先プロファイルの改訂フォームに有効日付
フィールドが表示されます。

N: この優先情報について、有効日付フィールドは表示されません。

有効数量の使用 この優先情報について、数量の範囲を使用するかどうかを指定するコード
を入力します。値は次のとおりです。

Y: この優先情報について、優先プロファイルの改訂フォーム（P40300と
P40300EC）に「開始数量」フィールドと「終了数量」フィールドが表示されま
す。

N: 数量範囲フィールドは無効または非表示になります。

有効数量のフィールドは省略可能なフィールドで、優先レコードの設定前
に無効にすることができます。ただし、優先レコードの設定後に無効にす
ることはできません。

有効数量を割り当てる場合は、有効日付を割り当てる必要があります。

価格設定階層の定義

「優先階層の改訂」フォームにアクセスします。
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「優先階層の改訂」フォーム

調整定義の利用
この項では、調整定義の概要と次の方法について説明します。

• 調整制御の設定

• 調整定義の設定

• 請求書と購買オーダーについての販売促進情報の表示

• 価格調整の排他の指定

調整定義について

調整定義は、価格設定計画や販売促進などの特定の価格設定の状態を示すレコードです。調整の特性
を指定して、調整定義を作成します。定義の特性によって、次のものが決定されます。

• 価格設定階層を使用して価格が検索される順序

• 調整が請求書に印刷されるかどうか

• 調整がバスケット・レベル、オーダー・レベルまたは行レベルの価格調整のいずれに適用されるか

• 調整で価格マトリックスを使用するかどうか

• 調整が数量、金額、品質または重量のいずれに基づいて行われるか

• 調整が一時変更価格に適用されるかどうか

• 価格管理の入力データをAAIに基づいて適切な勘定科目に仕訳するために使用する相手勘定

• 品目の支払に最低価格と最高価格を使用するか

• 調整が必須かどうか
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注意: 必要な価格設定に対して、必須の調整定義を定義します。たとえば、必須の調整は、受注オー
ダー、転送オーダーまたは直送オーダーの入力時に特定の品目に対して指定したり、追加料金や特別
税を付加する場合に指定できます。購買オーダーとともに契約を使用する場合も、調整が必須になり
ます。

調整スケジュールに、その顧客および品目の受注オーダーに定義されていない必須の調整定義が含ま
れている場合は、エラーが表示されます。オーダー明細行は処理されません。エラー・メッセージが表示
された場合は、オーダー明細の情報を確認してください。受注オーダー行の調整スケジュールへの関連
付けを解除するか、またはその顧客をすべての調整に対して有効にするための情報を入力して必須の
調整が適用されるようにします。

最低価格または最高価格を指定するかこれら両方を使用して価格範囲を指定する、最低価格または最
高価格による価格調整を使用できます。最低価格または最高価格は、最小または最大規則と一緒に設
定します。契約明細または調整明細を選択して、規則を設定します。購買契約に対して「最小/最大規則」
フィールドが設定されている場合は、価格設定階層と価格調整明細を設定する必要はありません。トラン
ザクションの処理中に、契約から最低価格または最高価格が取得されます。また、重量、数量または品
質などのすべてのレベル区切りタイプを指定して、最低価格設定または最高価格設定を使用できます。
最低価格または最高価格による価格調整で「調達管理」または「入荷」を選択した場合は、契約規則も選
択する必要があります。次の機能では、最低価格または最高価格による価格調整は使用できません。

• リベート価格調整

• リベート見越し価格調整

• 請求書への印刷

• オーダー・レベル調整

• 仕入先販売証明リベート

• 丸め規則

• 部分数量への値引

また、購買オーダーまたは受注オーダーの価格を手動で一時変更し、どの調整を適用するかを選択す
ることもできます。この機能を使用するには、「価格管理固定情報」フォームの「基本価格変更時の調達
価格調整」フィールドと「基本価格変更時の販売価格調整」フィールドを選択しておく必要があります。調
整定義の作成時に、「行レベル調整」オプションと「一時変更価格の適用」オプションを選択します。購買
オーダーまたは受注オーダーの価格を手動で変更すると、次の処理が行われます。

• 以前の価格履歴情報がクリアされます。

• 新規価格が基本価格として価格履歴に保存されます。

• 「一時変更価格の適用」オプションが選択されている場合、調整が適用されます。

• 見越額が引き続き累計されます。

ただし、見積リリース、一括オーダー・リリースまたはクレジット・メモから購買オーダーまたは受注オー
ダーを作成する場合、またはオーダーをコピーする場合は、価格履歴が保持されます。また、見越しでな
いタイプの調整（「印刷しない」、「印刷する」、「丸め調整」）を選択すると、このタイプの調整によって手
動で入力した単価が変更されることを示す警告が表示されます。この機能は、バスケット・レベル、オー
ダー・レベルまたは販売高レベルの調整では使用できません。
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販売促進情報

販売促進情報を入力して、調整定義に関連付けることができます。価格/引当可能数量の照会プログラ
ム（P4074）を使用して販促IDと記述がオンラインで自動的に表示されるようにするかどうか、および請求
書印刷（R42565）、購買オーダー印刷（R43500）、ピッキング・リストの印刷（R42520）の各レポートで販売
促進の記述が印刷されるようにするどうかを指定できます。

価格調整の排他

受注オーダーまたは購買オーダーを使用するとき、顧客に対して、価格調整の対象となる販売促進が
複数適用可能になる場合があります。このような場合、1つの調整を排他として指定すると、特定のオー
ダー明細行において、同じグループ内で他の調整を同時に適用することはできなくなります。たとえば、1
つの品目について休日用の販売促進と食料品店用の販売促進の両方の対象となる顧客については、そ
の品目に対して両方の販売促進の調整が同時に適用されるようにするか、またはいずれかの販売促進
調整を排他に設定できます。この際、販売促進割引の排他を設定する、しないにかかわらず、見越し金
額、税金、手数料の計算などの特定の内部調整は、行品目に対して有効のままとすることができます。

排他調整の重複の解決

オーダーを入力する際、1つの受注明細行に対して複数の排他調整が適用されている場合には、排他調
整が重複して設定されていることを示す警告メッセージが表示されます。「ロー」メニューの「価格履歴」を
選択すると、重複している排他調整を確認できます。排他調整の重複を解決しないと、受注オーダーまた
は購買オーダーが受け入れられる前に、そのオーダーについて最終の警告メッセージが表示されます。

排他調整の重複の解決方法として、次の2つの方法のいずれかを選択します。

• 調整の取消

「価格履歴」フォームで、「ロー」メニューの「調整の取消し」を選択します。表示されるダイアログ・ボック
スで、排他調整を取り消すか、または同じ排他調整グループ内の他の調整を取り消すことができます。

• 調整の承認

「価格履歴」フォームで、「ロー」メニューの「排他調整フラグの変更」を選択して、排他フラグの選択を
解除します。これにより、調整の排他の設定が解除されます。

排他調整の重複を解決しないと、オーダーは保留になります。受注オーダー入力（P4210）の「オーダー
保留」タブの「排他調整保留」処理オプションを使用して、保留コードを指定します。または、重複する調
整がまだ有効である場合は、購買オーダー（P4310）の「処理」タブの「排他調整保留」処理オプションを使
用します。保留オーダーのリリース（P43070）プログラムを使用して、保留オーダーをリリースします。

入荷入力時の価格再設定

調整を作成して、品目（農作物を含む）の価格にペナルティまたはボーナスを適用できます。入荷の手動
入力時に入荷に適用する入荷調整定義を作成できます。入荷の入力時に価格を再設定するには、最初
に、入荷確認（購買オーダー別）プログラム（P4312）の「処理」タブで「入荷時の価格計算」処理オプション
を設定します。入荷確認（購買オーダー別）プログラム（P4312）を使用して入荷を入力すると、適切な入
荷調整が適用され、入荷時の価格が調整されます。

次の機能では、入荷入力時の価格再設定を使用することはできません。

• 詳細優先情報

• 購買構造

• 請求書への印刷

• バスケット・レベルまたはオーダー・レベルの調整

• 拡張バスケット
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• 仕入先販売証明リベート

• オーダー・レベル/バスケット・レベル価格設定プログラム（R42750）による、調整前の既存レコードの
クリア

• 価格承認

• 販促品

• 販売高アップセル

• 扱い高基準

• 無償品調整

• 無償品カタログ

調整定義の処理に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

調整制御の修正 W4071C 「価格調整のセットアッ
プ」（G4231112）、「価格
調整の定義」

「調整タイプの処理」フォー
ムで、「追加」ボタンをク
リックします。

調整定義を適用する調整
を指定し、調整制御を
設定します。

価格調整の定義 W4071A 「調整名」フィールドに名前
を入力し、「調整制御の修
正」フォームで調整制御を
選択します。「OK」ボタンを
クリックします。

各調整定義の条件を指定
します。

価格調整に関連する販売
促進情報を入力します。

調整制御の設定

「調整制御の修正」フォームにアクセスします。
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「調整制御の修正」フォーム

ターゲット・システム 価格調整でサポートされているシステムを選択します。JD Edwards Blend
Managementシステムの場合は、「調達管理」または「入荷」を選択します。
値は次のとおりです。

• 受注管理

• 調達管理

• サービス/ワランティ管理

• シップ・アンド・デビット

• 受注管理/調達管理/サービス・ワランティ管理

• 入荷

調整制御コード 調整に対する追加の処理機能を指定する制御コードを選択します。値は
次のとおりです。

• 印刷しない

調整金額は請求書または購買オーダーの印刷伝票に印刷されません。
調整金額は単価に加算されます。
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• 印刷する

調整金額は請求書または購買オーダーの印刷伝票に印刷されます。調
整金額は単価に加算されます。

• 受注明細に追加する

受注オーダー明細テーブル（F4211）が調整明細行情報で更新されます。
現行の正味価格の計算には、このタイプの調整は含まれません。この
コードはオーダー・レベルの調整でのみ使用します。

• 総勘定元帳に見越入力を作成する

見越調整が作成されます。売上更新プロセスの実行時に、価格調整元帳
テーブル（F4074）が更新され、調整金額が総勘定元帳に転記されます。

• リベート

リベート調整が作成されます。リベート取引集計テーブル（F4078）がオー
ダー明細行の数量、重量、金額で更新されます。

• 請求書への印刷

調整金額が請求書に印刷されます。調整金額はオーダー合計に加算さ
れますが、単価には含められません。売上更新の際、この調整に対して
個別の総勘定元帳および売掛金の仕訳が転記されます。

• 仕入先販売証明

仕入先販売証明リベート調整が作成されます。売上更新プロセスの実行
時に、リベート取引集計テーブルがオーダー明細行の数量、重量、およ
び金額で更新され、調整金額が総勘定元帳に転記されます。

• 丸め調整

価格調整明細の改訂プログラム（P4072）で設定した丸め規則に基づい
て、丸め調整が作成されます。調整金額は単価に加算されます。

調整レベル どのレベルで価格調整を計算するかを指定します。値は次のとおりです。

• 行レベル調整

受注オーダー明細行の情報に基づいて調整が計算されます。契約管理
システムを使用している場合は、契約ペナルティ・スケジュールを処理す
るために、行レベルを使用して受注オーダー明細行レベルでペナルティ
を計算する必要があります。

• バスケット・レベル調整

バスケット価格設定グループとして指定したすべての受注オーダー明細
行を累計した情報に基づいて、調整が計算されます。バスケット価格再
設定グループは、事業所品目プログラム（P41026）に含まれる「品目/事
業所情報」フォームの「追加情報」タブで定義します。バスケット・レベル
またはオーダー・レベルの調整を定義する場合は、品目グループとオー
ダー明細グループの各フィールドはブランクにしておきます。

• オーダー・レベル調整
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オーダー価格設定グループとして指定したすべての受注オーダー明細
行を累計した情報に基づいて、調整が計算されます。オーダー価格再設
定グループは、事業所品目プログラムに含まれる「品目/事業所情報」
フォームの「追加情報」タブで定義します。バスケット・レベルまたはオー
ダー・レベルの調整を定義する場合は、「品目グループ」と「オーダー明
細グループ」の各フィールドはブランクにしておきます。

• 販売高レベル調整

複数の受注オーダーの累計値に基づいて調整が計算されます。累計値
は、価格調整タイプ・プログラム（P4071）で定義した調整方法に基づきま
す。

価格マトリックス 価格マトリックスを使用して価格調整を管理する場合に選択します。

調整定義の設定

「価格調整の定義」フォームにアクセスします。

「その1」タブをクリックします。

「価格調整の定義」フォーム、「その1」タブ
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レベル区切りタイプ 次のいずれかのタイプを選択して、F4072テーブルにおけるレベル区切り
の方法を指定します。

「数量レベル区切り」を選択すると、受注オーダーで指定された数量に基
づいて正確な調整値が決まります。単位別に調整区切りを設定できます。

「重量レベル区切り」を選択すると、受注オーダー明細行の品目に割り当
てられている重量に基づいて、適切な調整レベル区切りが決まります。

「金額レベル区切り」を選択すると、受注オーダー明細行の合計金額に基
づいて、適切な調整レベル区切りが決まります。通貨換算が有効になって
いる場合は、すべての金額レベルの区切りがその通貨コードの小数点形
式で保存、表示されます。

「品質レベル区切り」を選択すると、入荷行に関連付けられている品質試
験の結果を使用して、調整レベル区切りが決定されます。

アップセル調整 受注オーダーの入力時に、調整をアップセル処理の対象とするかどうかを
指定します。このチェックボックスを選択した場合、選択した調整階層に対
して1つのエントリのみを指定できます。

基本価格変更（Y/N） 基本価格を一時変更価格で上書きする場合に選択します。調整を使用し
て基本価格に対する割引や割増の計算を行う場合は選択を解除します。

契約ペナルティ・スケジュールの場合は、このチェックボックスの選択を解
除します。

手作業での追加/変更 調整タイプを手動で追加するか、または受注オーダーの入力時に価格調
整フォームから変更するかどうかを指定します。

調整必須 調整を必須とするかどうかを指定します。値は次のとおりです。

Y: この調整は必須となります。

N: この調整は任意となります。

絶対値の使用 このオプションを選択すると、適用されるレベル区切りの決定時にオーダー
数量が正の数であるか、負の数であるかが無視されます。このオプション
は、クレジット・オーダーのオーダー数量など、負の値に影響を及ぼしま
す。このオプションの選択を解除すると、オーダー数量の負の値が受け入
れられます（符号は無視されません）。たとえば、このオプションを選択して
（オーダー数量が負の数かどうかは無視されます）、価格管理で次のレベ
ル区切りを設定するとします。

数量1から49 = 単価100 USD

数量50から99 = 単価85 USD

数量100 = 単価75 USD

-200 EAのクレジット・オーダーを入力すると、レベル区切りの確認前に符
号が無視されます。この例では、オーダー行に75 USDのレベル区切りが
適用されます。

一時変更価格の適用 このオプションを選択すると、単価が手動で一時変更されているかどうか
に関係なく、価格調整が適用されます。このオプションはすべての調整に
対して選択できますが、単価の変更を伴う調整に対して選択した場合は警
告が表示されます。
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その2

「その2」タブをクリックします。

「価格調整の定義」フォーム、「その2」タブ

排他調整グループ ユーザー定義コード（45/AG）の値を入力し、調整定義を調整グループに
関連付けます。排他調整オプションを選択して、同じ調整グループに属す
る調整を排他調整として定義できます。排他調整オプションを選択する際、
1つのグループ内で複数の調整が適用された場合には警告メッセージが
表示されます。

排他調整 指定した調整グループ内の1つの調整を排他調整に指定するかどうかを
指定します。このチェックボックスを選択すると、1つの調整グループ内で
複数の調整が適用された場合には警告メッセージが表示されます。
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レポート・コード1 ユーザー定義コード（45/P2）の値を入力し、6つのレポート・コードから価格
調整定義に関連付けるコードを1つ指定します。このレポート・コードを使用
して調整をグループ化します。

価格表から除外 価格調整を価格表プログラム（P45520）の処理対象から除外するかどうか
を指定します。

選択: 価格調整を除外します。

選択解除: 価格調整を除外しません。

なし この調整に最低および最高価格がないことを指定する場合に選択します。

最小調整 この調整に最低価格があることを指定する場合に選択します。

最大調整 この調整に最高価格があることを指定する場合に選択します。

最小/最大規則 最小/最大規則を入力します。値は次のとおりです。

• 規則がない場合は、ブランクにします。

• 購買契約の場合は、「1」を入力します。

• 価格調整明細の場合は、「2」を入力します。

品質結果

「品質結果」タブをクリックします。

注意: このタブは、品質レベル区切りの調整定義に対してのみ有効になります。

「価格調整の定義」フォーム、「品質結果」タブ

試験結果名 試験結果の名前を入力します。

支払数量調整 品質試験結果に基づいて品目の支払数量を調整する場合に選択します。
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注意: このオプションを選択した場合、「調整制御の修正」フォームでは「印
刷しない」または「印刷する」制御コードのみを選択できます。

請求書と購買オーダーについての販売促進情報の表示

「価格調整の定義」フォームにアクセスします。

関連項目:

第 11 章、 「販促IDの使い方」 、 171ページ

価格調整の排他の指定

「価格調整の定義」フォームにアクセスします。

排他調整グループ ユーザー定義コード（45/AG）の値を入力し、調整定義を調整グループに
関連付けます。排他調整オプションを選択して、その調整グループに属す
る調整を排他調整として定義できます。排他調整オプションを選択する際、
1つのグループ内で複数の調整が適用された場合には警告メッセージが
表示されます。

排他調整 指定した調整グループ内の1つの調整を排他調整に指定するかどうかを
指定します。このチェックボックスを選択すると、1つの調整グループ内で
複数の調整が適用された場合には警告メッセージが表示されます。

調整スケジュールの作成
この項では、調整スケジュールの概要と調整スケジュールの作成方法について説明します。

調整スケジュールについて

調整スケジュールには、顧客または品目に適用可能な調整定義が1つ以上含まれています。調整スケ
ジュールは、調整定義と調整明細で構成されます。

顧客を調整スケジュールに割り当て、価格が自動的に計算されるようにします。調整スケジュールでは、
調整定義を受注オーダーの価格に適用する順序を指定します。価格調整スケジュールへの顧客の割当
には、顧客請求指示を使用します。受注オーダーを入力すると、販売先住所のスケジュールがオーダー
見出しにコピーされます。

各調整スケジュールには、調整定義をいくつでも含めることができます。調整定義の追加または既存の
調整定義の変更は、いつでも行うことができます。調整スケジュールは、必要に応じてオーダー明細行
レベルで上書きできます。

価格適用時に使用される調整定義の順序も設定できます。「スキップ先」フィールドを使用すると、調整
定義がスキップまたは省略されます。各調整定義が順序に従って処理される際、次のいずれかの処理
が実行されます。

• 適格な調整定義を適用し、「スキップ先」フィールドの値を処理し、該当する調整定義を省略して、「ス
キップ先」フィールドの番号の調整定義を処理します。

• 適格でない調整定義を省略し、「スキップ先」フィールドを無視し、次の調整定義の処理に進みます。
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たとえば、次のように調整スケジュールが定義されているとします。

• 非主要製品の品目グループ割引調整（順序10）

• 主要製品の品目グループ割引調整（順序20）

• 価格変更調整（順序30）

非主要製品品目グループの割引調整行の「スキップ先」フィールドに30を入力すると、順序20にある主要
製品品目グループの割引調整が省略されます。

また、調整定義に対して「最後までスキップ」フィールドを選択すると、後続のすべての調整定義が省略
されます。

この処理は、排他調整を省略するときにも行います。「スキップ先」フィールドの機能を使用すると、価格
計算時のパフォーマンスを向上させることができます。

注意: 「スキップ先」フィールドの機能は、購買構造、直接価格調整、詳細優先情報には使用できません。

最低価格および最高価格による価格調整を行う場合、この価格調整をスケジュールの任意の場所に入
力できます。入力した価格調整が検証され、設定した時点で単価が計算されます。

また、「価格調整スケジュールの改訂」フォームの「ロー」メニューで「新規基本価格の設定」を選択し、品
目に新しい基本価格を作成できます。この機能は、調整スケジュールの中で1つの調整定義にのみ選択
できます。「新規基本価格」が選択されたローだけでなく、スケジュールの調整定義がすべて計算され、
新しい基本価格が決定されます。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理およびBlend Managementを使用する場合の考慮事項

基本価格が、契約の最低価格および最高価格に対して検証されます。次の処理を行う必要があります。

• 最低価格または最高価格による価格調整の「最小/最大規則」を2（購買契約）に設定します。

• JD Edwards Grower, Pricing, and Paymentsシステムで、契約に次のものが含まれていることを確認しま
す。

- 調整スケジュール

- ぶどうの収穫レコード

品質試験結果に基づいてぶどうの価格を設定する場合は、品質に関する調整を含む調整スケジュール
を契約に添付できます。これにより、契約価格を基本価格として使用できます。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理および調達管理を使用する場合の考慮事項

調整スケジュールを仕入先に割り当て、価格が自動的に計算されるようにします。調整スケジュールで
は、調整定義が購買オーダーの価格に適用される順序を指定します。「仕入先マスターの改訂」フォー
ムを使用して、調整スケジュールを仕入先に割り当てます。購買オーダーを入力すると、仕入先住所の
スケジュールがオーダー見出しにコピーされます。また、JD Edwards Grower, Pricing, and Paymentsシス
テムの購買契約に調整スケジュールを添付することによって、仕入先マスター内のスケジュールを上書
きできます。

注意: JD Edwards EnterpriseOne価格管理および調達管理を使用する場合は、各仕入先に対して調整
スケジュールを1つのみ割り当てることができます。
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調整スケジュールの作成に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

価格調整スケジュー

ルの改訂

W4070C 「価格調整のセットアップ」
（G4231112）、「価格/調整
スケジュールの改訂」

「調整スケジュールの処
理」フォームで「追加」ボタ
ンをクリックします。

調整スケジュールを作成
します。

調整明細の処理 W4072B 「調整スケジュールの処
理」フォームでレコードを検
索して選択します。

「価格調整スケジュールの
改訂」フォームで調整レ
コードを選択して、「ロー」
メニューの「調整明細」
を選択します。

調整スケジュールの各調
整の調整明細または調整
定義を改訂します。

調整スケジュールの作成

「価格調整スケジュールの改訂」フォームにアクセスします。

「価格調整スケジュールの改訂」フォーム

価格調整スケジュール 調整スケジュールを識別するUDC 40/ASの値を入力します。調整スケジュー
ルには、顧客または品目に適用可能な調整定義が1つ以上含まれていま
す。調整は、スケジュールで指定した順序に従って適用されます。顧客請
求指示を使用して、価格調整スケジュールに顧客を関連付けます。受注
オーダーを入力すると、販売先住所のスケジュールがオーダー見出しにコ
ピーされます。このスケジュールは、明細行レベルで一時変更できます。
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契約管理の場合、このフィールドは契約ペナルティ・スケジュールとして使
用されます。契約ペナルティ・スケジュールの情報によって、ペナルティの
条件適用基準が決まります。

スキップ先 調整スケジュールの中で次に処理する既存の調整定義の順序番号を入
力します。たとえば、適格な調整定義が適用され、このフィールドの値が処
理されます。さらに、該当する調整定義が省略され、このフィールドに指定
した番号の調整定義の処理に進みます。

注意: 「スキップ先」フィールドの機能は、購買構造、直接価格調整、詳細
優先情報には使用できません。

最後までスキップ 選択すると、調整スケジュールの後続の調整定義がすべてスキップ（省略）
されます。現在の調整定義が処理されると、このフィールドの値の番号に
達するまで以降の調整定義は処理されません。

新規基本価格 この調整定義を新規基本価格として使用します。システムは、スケジュー
ル内のすべての調整定義を順序に従って計算することによって新規基本
価格を決定します。この場合、計算は「新規基本価格」を選択したローで
終了します。

注意: このフィールドは、リベート、階層リベート、見越し、請求書への印
刷、仕入先販売証明、丸め規則、詳細優先情報、販売高アップセルの機
能では使用できません。

調整明細の設定
この項では、調整明細、売上調整の基準コード、購買オーダー調整の基準コードの概要と、調整明細の
設定方法について説明します。

調整明細について

調整明細は、価格調整の計算に使用するパラメータです。価格管理の調整明細には、価格設定を柔軟
に行うための基準コードが含まれています。調整定義を調整スケジュールに追加する際に、調整明細を
定義できます。調整明細では、無償品、価格設定の計算式、価格変動コードなどの処理を定義できます。
価格設定階層を使用して、調整明細に含まれる調整が適用される順序を定義します。調整明細を定義し
た後、価格マトリックスを作成して、複数の調整明細レコードを追加または変更できます。

調整が自動的に計算されるようにするには、基準コードを使用するすべての価格調整について、「価格
調整明細の改訂」フォームの「基準名」、「係数」、「計算式コード」フィールドに値を入力する必要がありま
す。価格設定の計算式を使用する場合、「価格計算式の改訂」フォームで計算式を作成できます。また、
価格調整明細を検索および選択するフォームでは、調整明細レコードを基準に計算式を作成できます。
別のテーブルのフィールドを基準に計算式を作成することもできます。

調整明細に基づいて最低価格および最高価格による価格調整を設定した場合、「価格調整明細の改訂」
フォームで最低価格および最高価格の規則を設定します。特定の品目、顧客、品目グループ、顧客グ
ループ、またはこれらの組合せに、この調整を設定できます。最低価格または最高価格による価格調整
に対する「基準名」フィールドのデフォルト値は「5」（追加金額）です。他の基準コードは使用できません。
「係数」フィールドに入力した値は、調整明細で定義した通貨で表示されます。調整明細で取引通貨と異
なる通貨が設定されている場合、金額が換算されます。
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JD Edwards EnterpriseOne価格管理とBlend Managementの使用

価格マトリックスを使用し、JD Edwards Blend Managementシステムで複数の調整明細レコードを処理し
て、ワインの価格設定を行うことができます。価格マトリックスの各フィールドに金額または計算式を表示
できるようにするには、計算式（「基準名」フィールドの値「7」）または数値（「基準名」フィールドの値「5」）
を使用して、調整明細を定義する必要があります。フィールドに基づく計算式を使用する場合は、「価格
計算式の改訂」フォームにアクセスし、価格計算式マスター（F4076）の値のリストを表示するフォーム・エ
グジットを選択します。この機能は、入荷オーダー明細グループに基づく価格マトリックスを使用する場合
に特に役立ちます。

関連項目:

第 9 章、 「補足調整の使い方」 、 「無償品調整の作成」 、 125ページ

第 9 章、 「補足調整の使い方」 、 「リベート調整の使い方」 、 135ページ

JD Edwards EnterpriseOne 在庫管理 9.0 製品ガイド、 「品目情報の入力」、 「販売価格情報の入力」

売上調整の基準コードについて

次の表は、売上調整の基準コード、係数、計算式コードの設定方法を示しています。

調整タイプ 設定情報

新規基本価格パーセント 「新規基本価格」を選択した調整定義だけでなく、調
整スケジュール内のすべての調整定義で新規基本価
格が計算されます。

• 「基準名」フィールドに「0」を入力します。

• 「価格調整スケジュールの改訂」フォームの「ロー」メ
ニューから「新規基本価格の設定」を選択します。

「価格調整スケジュールの改訂」フォームの「ロー」メ
ニューから「新規基本価格の設定」を選択しないと、
「基準名」フィールドに「1」と入力した場合と同様の方法
で新規基本価格が計算されます。

基本価格パーセント 基本価格に係数が乗算されます。

• 「基準コード」フィールドに「1」を入力します。

• 「係数」フィールドに、割増の場合はプラスの数値、
割引の場合はマイナスの数値を入力します。

現行正味価格パーセント 現行正味価格に係数が乗算されます。

• 「基準名」フィールドに「2」を入力します。

• 「係数」フィールドに、割増の場合はプラスの数値、
割引の場合はマイナスの数値を入力します。
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調整タイプ 設定情報

原価パーセント 品目原価に係数が乗算されます。この組合せを計算す
るには、「価格調整明細の改訂」の「原価計算方法」
フィールドで品目原価を指定する必要があります。

• 「基準コード」フィールドに「3」を入力します。

• 「係数」フィールドに、割増の場合はプラスの数値、
割引の場合はマイナスの数値を入力します。

原価+金額 品目原価に係数が加算されます。この計算を行うに
は、グリッドの「原価計算方法」カラムで品目原価を指
定する必要があります。

• 「基準名」フィールドに「4」を入力します。

• 「係数」フィールドに、割増の場合はプラスの数値、
割引の場合はマイナスの数値を入力します。

• 「原価計算方法」フィールドに原価計算方法コード
を入力します。

追加金額 価格が係数で調整されます。

• 「基準名」フィールドに「5」を入力します。

• 「係数」フィールドに、ペナルティ・パラメータに基づい
てプラスまたはマイナスの数値を入力します。

追加変動金額 調整金額は、F4075テーブルから取得されます。品目
の価格が頻繁に（毎日のように）変動する場合は、変
動価格を設定します。変動価格テーブルを使用して価
格と有効日付を設定します。

• 「基準名」フィールドに「6」を入力します。

• 「計算式コード」フィールドに、変動テーブルを示す
コードまたは名前を入力します。

調整明細行を選択して「ロー」メニューの「価格変動」
を選択すると、「価格変動コードの処理」フォームにア
クセスします。

F4075テーブルの価格を基本価格として使用する場合
は、このテーブルを関連付ける調整が一時変更調整に
定義されていることを確認してください。これにより、他
の価格はF4075テーブルの価格に一時変更されます。
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調整タイプ 設定情報

追加計算式金額 計算式を使用して価格調整が計算されます。計算式
の構成要素は、特殊文字を使って示す必要がありま
す。これらの特殊文字は、価格設定固定情報のシス
テム設定時に定義します。計算式は、標準的な代数
の記号を使用して実行されます。つまり、かっこ内の
計算が最初に行われ、続いて乗算、除算、足し算、引
き算が行われます。たとえば、90*&GOLDは、品目の
調整価格が金の現行価格の90%であることを示してい
ます。標準的な算術関数に加え、min（minimum）、max
（maximum）およびaverage関数を使用して、計算式に
追加のパラメータを入力できます。

• 「基準名」フィールドに「7」を入力します。

• 「計算式コード」フィールドに、計算式を示すコードま
たは名前を入力します。

計算式にフィールド名を返すには、テーブル・フィールド
の記述フォームにアクセスしてF4211テーブルのフィー
ルドを含めます。これにより、フィールド名が自動的に
挿入されます。フィールド名の前には、システム固定
情報で指定したフィールド名を示す文字が挿入されま
す。F4211テーブルのすべてのフィールドを計算式で使
用することはできません。

ユーザー・プログラム追加金額 ユーザー定義のプログラムが呼び出され、価格調整が
計算されます。

• 「基準名」フィールドに「8」を入力します。

• 「計算式コード」フィールドに、カスタム・プログラム
のプログラムIDを入力します。レベル区切りに指定
する関数の名前は8文字以下にする必要がありま
す。また、ビジネス関数名は調整明細で指定した名
前と同じにする必要があります。

注意: オラクル社では、カスタム・プログラムの提供とサ
ポートは行っていません。

粗利益 粗利益に基づいて価格調整が計算されます。

• 「基準名」フィールドに「9」を入力します。

• 「係数」フィールドに粗利益率を入力します。たとえ
ば、価格を10%調整する場合は「10」と入力します。

購買オーダー調整の基準コードについて

次の表は、購買オーダー調整の基準コード、係数、計算式コードの設定方法を示しています。
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調整タイプ 設定情報

新規基本価格パーセント 「新規基本価格」を選択した調整定義だけでなく、調整
スケジュール内のすべての調整定義で新規基本価
格が計算されます。

• 「基準名」フィールドに「0」を入力します。

• 「価格調整スケジュールの改訂」フォームの「ロー」メ
ニューから「新規基本価格の設定」を選択します。

「価格調整スケジュールの改訂」フォームの「ロー」メ
ニューから「新規基本価格の設定」を選択しないと、「基
準名」フィールドに「1」と入力した場合と同様の方法で
新規基本価格が計算されます。

仕入先価格/在庫原価パーセント 仕入先価格または在庫原価に係数が乗算されます。

• 「基準コード」フィールドに「1」を入力します。

• 「係数」フィールドに、割増の場合はプラスの数値、割
引の場合はマイナスの数値を入力します。

現行正味仕入先価格/在庫原価パーセント 現行正味価格に係数が乗算されます。

• 「基準名」フィールドに「2」を入力します。

• 「係数」フィールドに、割増の場合はプラスの数値、割
引の場合はマイナスの数値を入力します。

原価パーセント 「基準コード」に「3」を入力すると、エラーが表示され
ます。購買オーダー調整の場合、基準コード1を使用
して仕入先価格/原価パーセントを選択する必要があ
ります。

原価+金額 「基準名」に「4」を入力すると、エラーが表示されます。
購買オーダー調整の場合、基準コード「5」を使用して金
額を単位原価に加算する必要があります。

追加金額 係数を使用して、仕入先価格または在庫原価が調整さ
れます。

• 「基準名」フィールドに「5」を入力します。

• 「係数」フィールドに、ペナルティ・パラメータに基づい
てプラスまたはマイナスの数値を入力します。
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調整タイプ 設定情報

追加変動金額 調整金額は、F4075テーブルから取得されます。品目の
仕入先価格または在庫原価が頻繁に（毎日のように）
変動する場合は、変動価格を設定します。変動価格
テーブルを使用して価格と有効日付を設定します。

• 「基準名」フィールドに「6」を入力します。

• 計算式フィールドに、変動テーブルを示すコードま
たは名前を入力します。

調整明細行を選択し、「ロー」メニューの「価格変動」
を選択すると、「価格変動コードの処理」フォームにア
クセスします。

F4075テーブルの単位原価を価格として使用する場合
は、このテーブルを関連付ける調整が一時変更調整に
定義されていることを確認してください。これにより、他
の価格はF4075テーブルの価格に一時変更されます。

追加計算式金額 計算式を使用して価格調整が計算されます。計算式の
各要素は、特殊文字を使って示す必要があります。こ
れらの特殊文字は、価格設定固定情報のシステム設
定時に定義します。計算式は、標準的な代数の記号を
使用して実行されます。つまり、かっこ内の計算が最初
に行われ、続いて乗算、除算、足し算、引き算が行わ
れます。たとえば、90*&GOLDは、品目の調整価格が
金の現行価格の90%であることを示しています。

• 「基準名」フィールドに「7」を入力します。

• 「計算式コード」フィールドに、計算式を示すコードま
たは名前を入力します。

計算式にフィールド名を返すには、「テーブル・フィール
ドの記述」フォームにアクセスして、F4311テーブルまた
はF43121テーブル（入荷調整の場合）のフィールドを
含めます。これにより、フィールド名が自動的に挿入
されます。フィールド名の前には、システム固定情報
で指定したフィールド名を示す文字が挿入されます。
これらのテーブルのすべてのフィールドを計算式で使
用することはできません。

ユーザー・プログラム追加金額 ユーザー定義のプログラムが呼び出され、価格調整が
計算されます。

• 「基準名」フィールドに「8」を入力します。

• 「計算式コード」フィールドに、カスタム・プログラムの
プログラムIDを入力します。

注意: オラクル社では、カスタム・プログラムの提供とサ
ポートは行っていません。

注意: JD Edwards EnterpriseOne価格管理および調達管理を使用する場合は、顧客グループではなく仕
入先グループ名を入力する必要があります。
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調整明細の設定に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

調整明細の処理 W4072B 「価格調整のセットアップ」
（G4231112）、「価格/調整
詳細の改訂」

「調整明細の処理」フォー
ムで、調整明細レコードを
設定する価格調整のコード
を入力して「検索」をク
リックします。

調整明細を設定します。

価格調整明細の改訂 W4072A 「調整明細の処理」フォー
ムで、「追加」ボタンをク
リックします。

「優先階層の選択」フォーム
でレコードを選択して、「選
択」ボタンをクリックします。

調整明細を設定します。

「優先階層の選択」フォー
ムで選択したレコードに
よって、「価格調整明細の
改訂」フォームに表示され
るフィールドが決まります。

調整明細の設定

「価格調整明細の改訂」フォームにアクセスします。

「価格調整明細の改訂」フォーム

原価計算方法 品目原価を計算する際の基準を指定するユーザー定義コード（40/CM）の値
を入力します。原価計算方法01から19までは、JD Edwards EnterpriseOne
システム用として予約されています。基準コード3または4を使用する場合
は、このフィールドに値を入力してください。

計算式コード 価格計算式を示すUDC（40/FM）の値を入力します。価格計算式はすべて
F4076テーブルに保存されます。基準コード7を使用する場合は、このフィー
ルドに値を入力してください。
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異なる通貨を使用した価格調整の新規作成
この項では、異なる通貨を使用した価格調整の概要と次の方法について説明します。

• 上級価格調整プログラム（R407201）の処理オプションの設定

• 上級価格調整プログラム（R407201）の実行

異なる通貨を使用した価格調整について

上級価格調整プログラム（R407201）を実行すると、複数のレコードに対し、異なる通貨を使用して新しい
価格調整を一度に作成できます。このプログラムでは、実際金額を使用する場合も使用しない場合も、
既存のレコードに基いて、新しい価格調整が生成されます。

上級価格調整プログラムは、異なる通貨を使用して複数の価格調整レコードを作成する必要がある場合
に特に役立ちます。たとえばこのプログラムは、価格調整レコードにない通貨を使用する顧客と取引する
場合などに使用します。1つのレコードに対して新しい価格調整を作成する必要がある場合は、価格管理
調整明細改訂フォームで既存のレコードを更新します。このプログラムを実行する必要はありません。

上級価格調整プログラムでは、次の処理が行われます。

• どの通貨を新しいレコードに使用するか混乱が起きないように、一度に1つの通貨について新しい価格
調整が作成されます。

• 新しい価格調整レコードは、各単位に1つのみ作成されます。通貨ごとに1つの価格レコードが作成さ
れるのではありません。

たとえば、カナダ・ドル（CAD）建ての既存の価格に基づいて、新しい価格調整レコードを日本円（JPY）
で生成するとします。既存のレコードにJPYの価格調整がある場合、同じキーを持つレコードが2つ存在
することになるため、新しいJPYのレコードは生成されません。ただしこのルールは、レコードに関連付
けられた各通貨コードの失効日付が異なる場合は当てはまりません。失効日付によっては、複数の価
格調整レコードが新しく作成される場合があります。

• 新しい価格調整レコードは、既存レコードとともにアルファベット順に並べ替えられます。

実際金額を使用した価格調整

実際金額を使用した価格調整の場合、上級価格調整プログラムでは、次の処理が行われます。

• 元の価格調整レコードがコピーされます。

• 処理オプションで指定した通貨コードと為替レートに基づいて、新しい価格調整が計算されます。

• 新しい通貨と金額、またはそのいずれかを使用して、価格調整レコードが作成されます。

実際金額を持つレコードの価格調整（基準コードが4（原価 + 金額）または5（追加金額）など）を新規に作
成できます。また、金額に基づくレベル区切りの価格調整を新規に作成することもできます。基準コード
が7（計算式）の金額の価格調整を新しく作成することはできません。

たとえば、100 CADの価格調整に基準コード5（追加金額）が割り当てられている場合に、JPYで新しい価格
調整を作成するとします。為替レートは1 CAD = 75.11881 JPYで、乗数法を使用してJPYへの換算が行わ
れます。この場合、新しい価格調整値は75,119 JPY（100 CAD × 75.11881 JPY = 75,118.81）となります。

実際金額を使用しない価格調整

実際金額を使用しない価格調整の場合、上級価格調整プログラムでは、次の処理が行われます。

• 元の価格調整レコードがコピーされます。
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• 元の係数が保持され、通貨コードが処理オプションで指定したコードに変更されます。

• 新しい通貨コードを使用して、新規の価格調整レコードが作成されます。

実際金額のない調整価格レコードの価格調整（基準コードが1（基本価格パーセント）など）を新しく作成
できます。

たとえば、基本価格の90%の価格調整（通貨: CAD）に、基準コード1が割り当てられている場合に、JPY
で新しい価格調整を作成するとします。この場合、新しい価格調整値はJPYで90%となります。実際金額
を使用しない調整の場合、元の係数（.9）は保持され、通貨コードのみが変更されます。

上級価格調整のデータ選択

通常、新しい価格調整を作成するには、調整コードを使用します。この方法の他に、データ選択で他の
値を使用する方法もあります。

上級価格調整プログラム（R407201）の処理オプションの設定

上級価格調整プログラムを実行する際は、次の処理オプションを使用して、新しい価格調整の作成に使
用する通貨と為替レートを指定します。

処理

処理オプションはEnterpriseOneの導入時に設定されますが、プログラムを実行するたびに変更できます。

1. テスト/最終モード この処理オプションをブランクのままにすると、プログラムはテスト・モード
で実行され、監査レポートのみが作成されます。監査レポートを検討して、
生成されたレコードが正しいかを確認します。監査レポートが不正確な場
合、処理オプションとデータ選択の値を変更した上でプログラムをテスト・
モードで再実行してください。

「1」を入力すると、プログラムは最終モードで実行され、ファイルが更新さ
れて監査レポートが作成されます。テスト・モードで作成した監査レポート
が正しければ、プログラムを最終モードで実行してください。監査レポート
で新しい価格調整レコードを確認します。価格管理調整明細の改訂フォー
ムで新しいレコードを確認することもできます。新しいレコードは、既存のレ
コードとともに、アルファベット順でフォームに表示されます。また、金額は
データ辞書に設定されている表示小数点以下桁数に従って丸められます。
必要に応じて、価格管理調整明細の改訂フォームで新しいレコードを手動
で調整してください。たとえば、50,000円（JPY）のレコードに対して675.1155
カナダ・ドル（CAD）の価格調整レコードを新しく作成する場合、新しい価格
を675 CADに変更できます。

2. 価格レコードを確定
する日付

生成する価格レコードを決定するために使用する日付を入力します。価格
の失効日がこの日付以降の場合、新しい価格レコードが作成されます。こ
の日付をブランクにすると、システム日付が使用されます。

通貨

処理オプションはEnterpriseOneの導入時に設定されますが、プログラムを実行するたびに変更できます。

1. 換算先通貨コード 換算先通貨コードを指定します。新規レコードの通貨コードです。

2. 換算元通貨コード 換算元通貨コードを指定します。通貨コードは、基本通貨コードまたは顧客
通貨コードを示します。新しい価格調整の基本となる元の通貨コードです。
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3. 為替レート 為替レートを指定します。国内通貨の金額を計算するために、外貨の金額
に乗算する数値（為替レート）です。このフィールドには最大で小数点以下
7桁まで入力できます。これ以上の桁数を入力すると、最も近い小数点以
下7桁の数値に調整されます。

4. 為替の計算 為替レートで現行価格を乗算するには「1」を入力し、為替レートで現行価
格を除算するにはブランクにします。

上級価格調整プログラム（R407201）の実行

「定期処理」メニュー（G4231122）から、上級価格調整プログラムを選択します。
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この章では、価格設定の概要と、次の方法について説明します。

• 価格設定ワークベンチの使い方

• 顧客別価格表の使い方

• サーチ・エージェントの作成

• 価格マトリックスの使い方

価格設定について
良質な顧客サービスを提供するためには、価格表示と価格設定の操作を迅速に行う必要があります。価
格管理システムで価格を設定すると、次の作業を行うことにより、価格の表示と管理が可能になります。

• 特定の品目グループの価格設定を表示するクエリーを作成する。

• 顧客別の価格表を作成する。

• すべての価格をパーセント単位で増加する（例: 15%）。

• 基本単位だけでなく、任意の単位で価格を検索する。

• 調整定義から価格マトリックスを作成する。

価格調整レコードの一括更新

価格設定ワークベンチ・プログラム（P45501）を使用して、レコードに対してクエリーを実行するフィルタを
作成すると、複数の価格調整レコードを同時に管理および更新できます。また、既存のレコードを変更ま
たはコピーして、新しいレコードを作成できます。

売上調整レコードは、「価格調整の一括改訂」フォームで、希望の改訂結果を得られるまで変更できま
す。各カラムの上の一時変更ローを使用して、詳細グリッドに表示されているすべてのレコードに新しい
値を適用したり、他のパラメータを設定して計算方法を指定したりできます。たとえば、ビジュアル・アシス
トを使用して、カラムのすべてのレコードに適用する調整を選択したり、「一括更新エンジン」フォームで、
金額、数量、容量、パーセントなどの情報を指定できます。

注意: 価格調整レコードの一括更新では、通過逓減や拡張バスケット調整は表示されません。

価格調整レコードは、価格調整詳細テーブル（F4072）に書き込まれます。
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価格設定ワークベンチの使い方
この項では、価格設定ワークベンチの概要と次の方法について説明します。

• 価格設定検索クエリーの生成

• 価格設定検索クエリーの結果の表示

• 価格調整レコードの一括更新の実行

価格設定ワークベンチについて

価格設定ワークベンチ・プログラムを使用すると、価格設定に関する様々な情報を単一のフォームで表示
できます。価格設定に関するすべてのシナリオと状況を特定できるため、価格設定構造の管理が簡素化さ
れ、顧客を照会する回数が削減されます。次の価格設定構造を対象とする検索クエリーを生成できます。

• 顧客

• 顧客グループ

• 品目

• 品目グループ

• 調整

表示する対象を決定したら、クエリーの新規作成、既存クエリーの詳細表示、既存クエリーの再生成、ク
エリーの削除を行うことができます。レコードに対するクエリーを作成したら、価格と調整にアクセスして
調整を簡単に変更できます。また、価格構造の変更部分を迅速に検証することもできます。クエリー条件
に応じて、次のプログラムとオプションが使用できます。

• 価格調整の定義（P4071）

• 価格調整明細の改訂（P4072）

• 価格調整の一括改訂（P45550）

• カテゴリ・コードの改訂

• 未処理顧客グループ

• 未処理品目グループ

表示するレコード・タイプを指定するには、対象ユーザー定義コード（UDC 45/FO）を使用します。この値
によって、詳細グリッドのカラムおよびローの形式と内容が特定され、解決処理の方法も特定されます。

価格設定ワークベンチの情報の処理には、次のテーブルが使用されます。

• 価格ワークベンチ・クエリー見出しテーブル（F4510）

• 価格構造ビュー・テーブル（F4511W）

価格設定検索クエリー

「コントロール・パネル」フォームで価格設定の検索クエリーを作成すると、既存の価格設定検索クエリー
が同じパラメータを使用していないかどうかが確認されます。同じパラメータを使用している場合は、既存
のクエリーを上書きするかどうかを確認するフォームが表示されます。処理待ち行列に価格設定検索クエ
リーがあると、エラー・メッセージが表示され、価格設定ワークベンチ解決ステップ・プログラム（R45502）は
実行されません。待ち行列に価格設定検索クエリーがないか、または既存のクエリーを上書きする場合
は、価格設定ワークベンチ解決ステップ・プログラムが実行され、価格設定検索クエリーが生成されます。
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価格設定検索クエリーが生成されている間、価格設定ワークベンチ・プログラムを使用して他の価格設
定検索クエリーを参照できます。クエリーに関連するレコード数によって、価格設定検索クエリーの生成
には時間がかかる場合があります。

クエリー・レコードは、価格設定ワークベンチ・プログラムで表示できます。クエリーの詳細は、クエリーに
指定した表示順序の値に基づいて表示されます。たとえば、「01」（顧客）のクエリーを指定すると、顧客
番号への明示的参照の詳細レコードのみを表示するか、顧客への暗示的参照の詳細レコードのみを表
示するか、または両方のレコードを表示するかを選択するオプションが表示されます。「03」（顧客グルー
プ）のクエリーの場合は、これらのオプションは表示されません。有効日付に基づいてレコードをフィルタ
処理するオプションは、すべてのクエリーの詳細フォームに表示されます。

また、クエリーの詳細フォームには、調整定義や調整明細などのすべての価格調整アプリケーションに
アクセスできるロー・メニュー・オプションも表示されます。ロー・メニューで、調整レコードを変更および管
理できます。

注意: 処理中のクエリーを選択すると、そのクエリーの有効な詳細レコードをすべて表示できない場合
があります。

生成されたクエリーの情報は、F4510テーブルに保存されます。詳細レコードは、クエリーの作成時に生
成されます。生成されたレコードは、F4511Wテーブルに保存されます。

対象フォームで、「フォーム」メニューの「再生成」を選択すると、生成済のクエリーを再生成できます。ク
エリーの再生成を行うと、クエリーから情報が取得されて既存クエリーが削除され、価格設定ワークベン
チ解決ステップ・バッチ・プログラムによってクエリーが再生成されます。再生成されたクエリーを表示す
るには、「検索」ボタンをクリックします。クエリーの生成が完了する前にクエリーを再作成すると、エラー
が発生します。

生成済の価格設定検索クエリーは削除できます。価格設定検索クエリーを削除する場合は、価格設定
ワークベンチ・クエリー詳細の削除（R45503）プログラムにより、選択した価格設定検索クエリーに一致す
る詳細レコードがすべて削除されます。

注意: 生成が完了していない価格設定検索クエリーを削除すると、孤立レコードがF4511Wテーブルに残
る場合があります。

価格設定ワークベンチの処理に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

価格ワークベンチの処理 W45501K 「価格照会」（G423113）、
「価格設定ワークベンチ」

既存の価格設定ワークベ
ンチ・クエリーを検索して
選択します。

コントロール・パネル W45501A 「価格ワークベンチの処
理」フォームで「追加」をク
リックします。

「コントロール・パネル」で、
顧客、顧客グループ、品目
などの表示順序を指定
します。

「フォーム」メニューの「クエ
リーの生成」を選択します。

価格設定検索クエリーを
生成します。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

対象 W45501D, W45501E, W45501F,

W45501G, W45501I

「価格ワークベンチの処
理」フォームで、価格設定
の検索クエリー・レコードを
検索して選択します。

選択した価格設定検索クエ
リーに応じて、異なるフォー
ムが表示されます。たとえ
ば、顧客（01）の価格設定
検索クエリーを選択する
と、「対象顧客」フォームが
表示されます。また、品目
（05）の価格設定検索クエ
リーを選択すると、「対象品
目」フォームが表示されま
す。価格設定検索クエリー
を選択すると、選択したク
エリーに対応するフィール
ドが表示されます。

価格設定検索クエリーを再
生成するには、「価格ワー
クベンチの処理」フォーム
で既存の価格設定検索ク
エリーを検索して、「ロー」メ
ニューの「クエリーの再生
成」を選択します。

価格設定クエリーを再生成
するには、対象フォームで
価格設定検索クエリーを選
択し、「フォーム」メニューの
「再生成」を選択します。

価格設定検索クエリーの
結果を表示します。

価格設定検索クエリーを再
生成します。

価格調整の一括改訂 W45550A 対象フォームで、「フォー
ム」メニューの「一括管理」
を選択します。

または、「上級操作」
（G423114）メニューから「一
括管理」を選択します。

「価格調整の一括改訂」
フォームで、サーチ・エー
ジェントを検索し、「グリッド
のみ更新」をクリックして
「OK」をクリックします。

価格調整レコードの一括
更新を実行します。

価格設定検索クエリーの生成

「コントロール・パネル」フォームにアクセスします。
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「コントロール・パネル」フォーム

表示順序 ユーザー定義コード（45/FO）から、価格設定ワークベンチに表示する価格
設定レコードを選択します。

顧客別または顧客グループ別に価格設定レコードを表示できます。「表示
順序」フィールドで指定した値に応じて、異なるフィールドが表示されます。
このフィールドを終了すると、表示内容はリフレッシュされます。

住所番号 「表示順序」フィールドで01（顧客）を指定した場合は、このフィールドに住
所番号を入力します。

顧客価格グループ 「表示順序」フィールドで03（顧客グループ）を指定した場合は、このフィー
ルドに顧客価格グループを入力します。

品目番号 「表示順序」フィールドで05（品目）を指定した場合は、このフィールドに品
目を入力します。

品目価格グループ 「表示順序」フィールドで06（品目グループ）を指定した場合は、このフィー
ルドに品目価格グループを入力します。

価格調整コード 「表示順序」フィールドで08（調整詳細）を指定した場合は、このフィールド
に価格調整コードを入力します。

会社 このフィールドには、会社を入力します。入力した会社の顧客カテゴリ・コー
ドに基づいて、顧客グループ別に照合が行われます。ブランクにすると、
会社00000がデフォルトの会社として使用されます。業種別処理が有効に
なっている場合は、顧客に対して会社ごとに異なるカテゴリ・コードを使用
できます。

事業所コード 事業所を入力します。入力した事業所の品目カテゴリ・コードに基づいて、
品目グループ別に照合が行われます。ブランクにすると、すべての事業所
が検索されます。この検索では、クエリーの処理に非常に長い時間がかか
る可能性があります（特に、品目グループのクエリーの場合）。このため、
事業所を入力してください。事業所品目レコードごとに、異なるカテゴリ・
コードを使用できます。

注意: 「会社」フィールドと「事業所コード」フィールドは、品目グループまた
は顧客グループの照合時に使用するカテゴリ・コードを特定する場合にの
み使用します。これらのフィールドでは、結果はフィルタされません。

価格設定検索クエリーの結果の表示

確認する価格設定検索クエリーに関連する対象フォームにアクセスします。

基準日 価格設定の有効性チェックに使用する日付を入力します。デフォルトは現
在のシステム日付ですが、将来または過去の日付も入力できます。
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顧客への明示的参照 顧客（01）または品目（05）の価格設定検索クエリーを使用する場合に選択
します。このオプションを選択すると、「住所番号」フィールドに顧客番号が
あるレコードのみを表示できます。

顧客/グループ/全顧客に
よる暗示的参照

顧客（01）または品目（05）の価格設定検索クエリーを使用する場合に選択
します。このオプションを選択すると、「住所番号」フィールドに顧客番号が
ないレコードを含め、すべてのレコードを表示できます。表示結果には、顧
客グループに設定した詳細レコード（顧客グループのカテゴリ・コードに一
致するため、顧客に対して有効になるレコードなど）と、すべての顧客に設
定した詳細レコードが含まれます。

両方 顧客（01）または品目（05）の価格設定検索クエリーを使用する場合に選択
します。顧客への明示的参照のレコードは色付きで表示されます。

階層レベル 調整（08）クエリーを使用する場合、このオプション・フィールドに階層レベ
ルを入力します。

価格調整レコードの一括更新の実行

「価格調整の一括改訂」フォームにアクセスします。

「価格調整の一括改訂」フォーム

開始数量更新タイプ F4072テーブルの価格に適用される一括更新のタイプを指定します。値は
次のとおりです。

A: 追加金額

$: 一時変更金額

%: パーセント
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計算式コード 価格計算式を示すUDC（40/FM）の値を入力します。価格計算式はすべて
F4076テーブルに保存されます。

係数値更新タイプ F4072テーブルの価格に適用される一括更新のタイプを指定します。値は
次のとおりです。

A: 追加金額

$: 一時変更金額

%: パーセント

無償品 価格調整が無償品情報に関連している場合は、「Y」が表示されます。「価
格調整明細の改訂」フォームの任意フィールドが反転表示され、そのレコー
ドが無償品情報に関連していることが示されます。

オーダー明細 受注明細グループを示すUDC（40/SD）の値を入力します。受注明細グルー
プを使用して、F4211テーブルのフィールドに基づく価格設定を作成します。

部分数量への値引 端数部分（数量、重量、金額）に対して割引を適用するかどうかを指定しま
す。このオプションは、係数単位を指定した場合にのみ使用できます。たと
えば、2ダース以上のオーダーに対して割引が適用される場合に、このオ
プションを有効にすると、2ダース（24）以上のオーダーすべてに対して調整
が適用されます。このオプションをブランクにすると、端数数量に対しては
割引は適用されません。たとえば、30個オーダーした場合でも、割引が適
用されるのは24個に対してのみです。値は次のとおりです。

ブランク: 端数部分に対して割引を適用しません。

1: 端数部分に対して割引を適用します。この値がデフォルト値です。

バスケット親ID 例外価格設定のバスケット・レコードと標準のバスケット調整を関連付ける
コードを入力します。

金額の一時変更 F4072テーブルの価格に適用される一括更新のタイプを指定します。値は
次のとおりです。

A: 追加金額

$: 一時変更金額

%: パーセント

パーセントの追加 F4072テーブルの価格に適用される一括更新のタイプを指定します。値は
次のとおりです。

A: 追加金額

$: 一時変更金額

%: パーセント

追加金額 F4072テーブルの価格に適用される一括更新のタイプを指定します。値は
次のとおりです。

A: 追加金額

$: 一時変更金額

%: パーセント

係数 オーダー行の調整方法を指定します。このフィールドの値は、「基準コード」
フィールドの値と連動します。「基準コード」フィールドの定義内容によって、
このフィールドに数字またはコードのどちらを入力するかが決まります。
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基準コード別の入力方法は、次のとおりです。

1から5: 割増の場合はプラスの数値を入力します。たとえば、「10」と入力
します。割引の場合は、マイナスの数値を入力します。たとえば、「10-」と
入力します。

6: 「計算式コード」カラムに変動テーブルを示すコードを入力します。

7: 「計算式コード」カラムに計算式を示すコードを入力します。

8: カスタム・プログラムを使用して調整を計算します。「計算式コード」カラ
ムにプログラムIDを入力します。

価格マトリックス・レコードのコピー

「一括更新エンジン」フォームにアクセスします。

現行の調整/新規調整 現行の調整を変更するか、新しい調整を作成するかを選択します。

金額の一時変更、パーセン
トの追加、追加金額

価格調整明細テーブル（F4072）の価格に適用される一括更新のタイプを
選択します。

顧客別価格表の使い方
この項では、顧客別価格表の概要と次の方法について説明します。

• 顧客別価格表および価格表構造の作成

• 調整用の価格表グループの指定

• カラム・パターンを使用した価格表の調整のグループ化

顧客別価格表について

価格管理情報に基づいて顧客別価格表の作成と管理を行い、それらを顧客に転送できます。顧客別価
格表には、基本価格、有効期間内の品目別の正味価格、販売促進、取引、その他の適用済の調整が表
示されます。調整がある場合は、スケジュールによる調整と直接価格調整の両方が価格表での計算に
組み込まれます。

顧客別価格表の処理では、次のテーブルが使用されます。

• 価格表見出しテーブル（F45520）

• 価格表明細テーブル（F45521）

• 価格表レベル区切りパターン・テーブル（F45522）

• 価格表カラム・グループ・パターン・テーブル（F45523）

• 価格表品目選択テーブル（F45524）

• 価格調整履歴ワークファイル・テーブル（F40UI74）

価格表

日付、品目、顧客などの条件に基づいて、同じ顧客に対して異なる価格表を作成できます。たとえば、1
つの品目と顧客の価格表を、事業所保管場所や日付別に作成できます。価格表を作成する場合は、デ
フォルトの数量レベル区切りと単位を指定する必要があります。
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価格表グループ

価格調整を割引、販売促進、税、運賃などのカテゴリにグループ化できます。価格表を作成する場合は、
デフォルトの数量レベル区切りと単位を指定する必要があります。価格表を印刷または表示する場合に、
調整をグループ化するためのカラム・パターンを指定したり、選択したグループ別に調整金額を合計する
かどうかを指定できます。調整は、最大5つのカラムでグループ化と表示が可能です。

価格表の生成

価格表の価格を生成すると、価格表の生成プログラム（R45522）が実行され、価格表構造の各レコードが
ロードされて、価格が生成されます。F40UI74テーブルの調整情報を使用して、価格カラムに価格がロー
ドされ、F45521テーブルに価格調整ローが個別に作成されます。価格を生成できるのは、構造レコードの
作成後で、価格表の生成プログラムが最終モードで実行されていない場合のみです。

注意: 価格表の価格は、手動で変更することはできません。

「通貨コード」フィールドがブランクの場合、価格表は作成されません。

価格表の印刷

価格表を印刷すると、価格表の印刷プログラム（R45524）が実行されます。カラム・パターンを指定する
と、レポートにカラムが表示されます。カラム・パターンを指定しない場合は、レポートの調整金額の合計
カラムにすべての調整の合計が表示されます。

Copyright © 2003, 2008, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. 91



価格設定の使い方 第 6 章

顧客別価格表の処理に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

価格表の処理 W45520A 「上級操作」（G423114）、
「顧客別価格表」

顧客別価格表および価格
表構造を作成します。

価格表明細 W45520B 「価格表の処理」フォーム
で、「追加」ボタンをクリッ
クするか、レコードを選
択して「選択」ボタンをク
リックします。

価格表を生成するには、
「フォーム」メニューの「価
格の生成」を選択します。

価格表を印刷するには、
「フォーム」メニューの「価格
表の印刷」を選択します。

顧客別価格表を改訂
します。

価格表を生成します。

価格表を印刷します。

品目の選択 W45520D 「価格表明細」フォームで、
「フォーム」メニューの「品
目の選択」を選択します。

価格表に含める品目を
指定します。

レベル区切りパターン W45520C 「価格表明細」フォームで、
「フォーム」メニューの「デ
フォルト・レベル区切り」
を選択します。

または、「価格表明細」
フォームでレコードを選択
し、「ロー」メニューの「品
目レベル区切り」を選択
します。

デフォルトの数量レベル区
切りと単位を入力するか、
または品目固有のレベル
区切りを入力します。

価格調整の定義 W4071A 「価格調整のセットアッ
プ」（G4231112）、「価格
調整の定義」

「調整タイプの処理」フォー
ムで調整タイプを選択して、
「選択」をクリックします。

調整用の価格表グループ
を指定します。

カラム・パターン W45520E 「価格表明細」フォームで、
「フォーム」メニューの「カ
ラム・パターンの設定」
を選択します。

カラム・パターンを使用し
て、価格表の調整をグ
ループ化します。

カラムと調整の表示方法を
指定します。

カラム・パターン情報を指
定しない場合は、すべての
調整金額が1つのカラムに
グループ化されます。

価格表の作成と価格表構造の作成

「価格表明細」フォームにアクセスします。
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「価格表明細」フォーム

価格表名 「RETAIL」など、価格表の記述を入力します。

調整用の価格表グループの指定

「価格調整の定義」フォームにアクセスします。

価格表から除外 価格調整を価格表プログラム（P45520）の処理対象から除外する場合、こ
のチェックボックスを選択します。

カラム・パターンを使った価格表調整のグループ化

「カラム・パターン」フォームにアクセスします。

カラム・タイトル 価格表の1つ目のユーザー定義カラムのタイトルを入力します。

カラム・パターン情報を指定しない場合は、すべての調整金額が1つのカラ
ムにグループ化されます。カラム・タイトルのこの1番目のフィールドには、
値は入力できません。このフィールドは、調整のデフォルトのカラムとして
使用されます。

サーチ・エージェントの作成
この項では、サーチ・エージェントの概要と作成方法について説明します。
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サーチ・エージェントについて

サーチ・エージェントでは、比較条件を使用して複雑なクエリーを作成できます。値リストの値、値リストに
含まれない値、範囲内の値、範囲外の値を選択できます。また、QBE（例示照会プログラム）行の比較条件
を使用することもできます。条件は必要に応じて保存、管理、再利用、削除できます。サーチ・エージェント
を使用すると、関連する価格設定情報の確認に必要な照会を毎回行う必要がなくなります。サーチ・エー
ジェントは、一括管理（P45550）プログラムと顧客別価格表（P45520）プログラムの両方で使用されます。

関連項目:

第 6 章、 「価格設定の使い方」 、 「価格設定ワークベンチの使い方」 、 84ページ

第 6 章、 「価格設定の使い方」 、 「顧客別価格表の使い方」 、 90ページ

サーチ・エージェントの作成に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

価格調整の一括改訂 W45550A 「上級操作」（G423114）、
「一括管理」

サーチ・エージェントを作成
するテーブルとサーチ・エー
ジェント名を指定します。

サーチ・エージェントは、
F4511Wテーブルでのみ
動作します。

サーチ・エージェントの改訂 W45510F 「価格調整の一括改訂」
フォームで、「フォーム」メ
ニューの「サーチ・エージェ
ントの改訂」を選択します。

「エイリアス」、「名称」、「セ
キュリティ」または「すべて
のフィールドを表示」フィー
ルドのうち、任意のフィール
ドを選択します。

サーチ・エージェントの作
成と改訂を行います。

注意: セキュリティを有効に
すると、サーチ・エージェン
トの作成者しか改訂でき
なくなります。

値のリストの改訂 W45510E 「サーチ・エージェントの改
訂」フォームでレコードを選
択し、「ロー」メニューの
「値リストの改訂」を選択
します。

「値のリストの改訂」フォー
ムで、関係タイプとサー
チ・エージェント値を指定
します。

サーチ・エージェントの検
索条件を指定します。

サーチ・エージェントの作成

「価格調整の一括改訂」フォームにアクセスします。

価格マトリックスの使い方
この項では、価格マトリックスの概要、事前設定、および次の方法について説明します。

• 価格マトリックス定義の作成
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• 価格マトリックスの編集

• 価格マトリックスのインポートとエクスポート

• 価格マトリックス・レコードのコピー

価格マトリックスについて

多くの会社は、JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムの機能を使用して、非常に複雑な品目価格
設定を使用しています。価格設定情報の設定は、計画、入力および管理するために多大な時間がかか
ります。価格設定情報を設定するには、調整定義を作成し、多数の調整明細レコードを添付して、価格
計算のパラメータを提供します。価格調整明細の改訂プログラム（P4072）を使用するかわりに、価格マト
リックス・プログラム（P4590）を使用して、F4072テーブルに多数の調整明細レコードを追加し、編集できま
す。このプログラムを使用すると、ニーズにあったビューにアクセスでき、価格設定情報を迅速に入力お
よび管理できます。価格マトリックスを作成するには、「価格マトリックス定義の追加」フォームを使用しま
す。「品目価格グループ」、「顧客価格グループ」または「オーダー明細グループ」フィールドのうち、ロー
およびカラムの見出しとして表示するフィールドを選択します。どのグループをローおよびカラムの見出
しとして表示する場合でも、関連するカテゴリ・コードも選択する必要があります。「価格マトリックスの編
集」フォームで、階層レベルを選択し、見出し領域にあるすべてのフォールドに値を指定する必要があり
ます。選択した階層レベルによって、データ入力用に表示されるフィールドとタブが決定されます。たとえ
ば、「顧客グループ」階層を選択した場合は、顧客専用フィールドは表示されません。「価格マトリックス
定義の追加」フォームで選択したグループの各フィールドが、「価格マトリックスの編集」フォームの詳細
グリッドにカラム見出しとして表示されます。これらのフィールドの表示をカスタマイズするには、「カラム
の選択」ドロップダウン・リスト・ボックスから別のフィールドを選択するか、「次へ」および「前へ」リンクを
使用して別のフィールドを選択します。カスタマイズしたビューは保存できません。

「価格マトリックスの編集」フォームの各フィールドには、計算式（「基準名」フィールドの値「7」）または数値
（「基準名」フィールドの値「5」）を入力できます。計算式を使用する場合は、「表示」ドロップダウン・リスト・
ボックスを使用して、計算式の結果と計算式名の間で切り替えることができます。「Formula Values (View
Only Mode)」を選択すると、計算式の結果がフィールドに表示されます。「Formula Names (Edit Mode)」を
選択すると、計算式が表示されます。ここでは、計算式の追加または変更が可能です。また、「価格計算
式の改訂」フォームにアクセスして計算式を作成することも、価格調整明細を検索および選択するフォー
ムを使用して調整明細レコードに基づいて計算式を作成することも可能です。計算式が解決不可である
と識別された場合、その計算式は「= #VALUE!」として表示されます。

価格マトリックスの構造に関するデータは価格マトリックス定義テーブル（F4580）に保存され、価格マト
リックスはF4072テーブルに保存されます。価格マトリックスを作成した後、同じ任意形式を使用してマト
リックスを編集できます。

価格設定データをスプレッドシートからインポートしたり、スプレッドシートにエクスポートすることができま
す。100カラムの価格マトリックス・グリッドを含むフォームに、データをインポートまたはエクスポートできま
す。データをインポートする前に、スプレッドシートに次の値が含まれるように設定する必要があります。

• ローおよびカラム見出しに対する既存の値

これらのフィールドに新しい値を入力することはできません。

• 最初のカラムの各ローに対する英数字の値

たとえば、入荷オーダー明細グループのカテゴリ・コードなど。このカラムの見出しは含みません。

• 2つ目のカラムの各ローの値の説明

このカラムの見出しは含みません。

たとえば、スプレッドシートに次の形式のデータが含まれているとします。
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ビジネスユニット 会社00001 会社00002 会社00003

30 東部流通センター

20 北部流通センター

10 西部流通センター

40 南部流通センター

このスプレッドシートのカラム見出し1から100は、「インポート」フォームにデフォルトで表示されます。「カ
ラムの選択」ドロップダウン・リスト・ボックスから別のフィールド・グループを選択して表示することは可能
ですが、このフォームのフィールドをカスタマイズすることはできません。また、このフォーム上のデータを
変更することもできません。システムで認識されないデータ（計算式、数値など）をインポートすると、その
データを含むセルが赤で強調表示されます。「元に戻す」ボタンをクリックして、「インポート」フォームをク
リアする必要があります。スプレッドシートのデータを修正し、修正したスプレッドシートをインポートしま
す。インポート処理にかかる時間を短縮するには、ローおよびカラム見出しを含む価格マトリックス定義
を作成し、ブランクの価格マトリックスをエクスポートしてスプレッドシートを作成し、スプレッドシートをイ
ンポートします。

価格マトリックス・レコードをコピーする必要がある場合は、価格調整の一括改訂プログラムを使用します。

価格マトリックスは、JD Edwards EnterpriseOne受注管理、JD Edwards EnterpriseOne調達管理およびシッ
プ・アンド・デビット機能と連携させて使用できます。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理とBlend Management

JD Edwards Blend Managementシステムを使用する場合、価格マトリックスが役立ちます。価格マトリック
スを使用してぶどうの購買契約の価格設定を管理でき、価格マトリックスを作成して「栽培地区」、「種類」
および「レベル」の基準に基づいて価格設定を行うことができます。「入荷オーダー明細グループ」には、
次のフィールドのうち、任意のものを含めることができます。

• ビンテージ

• 種類

• 契約価格設定グループ

• レベル

• 栽培地区

• 栽培地域

• ブロック所有

• 品質等級

また、有効日付を使用して、収穫期間に価格マトリックスが有効になるように指定する必要があります。
階層として、「全品目」か「すべての顧客（仕入先）」の中から選択する必要があります。

フィールドに基づく計算式の使用を選択すると、「価格計算式の改訂」フォームにアクセスし、フォーム・エ
グジットを選択して価格計算式マスター（F4076）の値のリストを表示できます。このテーブルは、入荷オー
ダー明細グループに基づく価格マトリックスを使用する場合に特に役立ちます。

事前設定

ここで説明されているタスクの事前要件を、次に示します。
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• オーダー明細グループの設定

• 調整定義の設定（「価格マトリックス」フィールドが選択されていることの確認）

• F4072一括更新エンジン（P45550）のコピー・モード・バージョンの選択

価格マトリックスの処理に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

価格マトリックス定義

の検索

W4580E 「価格調整のセットアップ」
（G4231112）、「価格マト
リックス定義」

「価格マトリックス定義の検
索」フォームで「検索」をク
リックします。

価格マトリックス定義を
検索します。

価格調整の検索 W4580C 価格マトリックス定義を作
成するには、「価格マトリッ
クス定義の検索」フォーム
で「追加」をクリックします。

価格調整定義を検索する
には、「価格調整の検索」
フォームで「検索」をク
リックします。

価格マトリックス定義を
追加します。

価格調整定義を検索
します。

価格マトリックス定義の

追加,

W4580D 「価格調整の検索」フォー
ムで価格調整定義を選択
します。

「価格マトリックス名」フィー
ルドに値を入力し、「列ID」
および「行ID」を選択しま
す。「価格マトリックス定義
の追加」フォームで「保存」
をクリックします。

価格マトリックス定義の構
造を作成します。

価格マトリックス定義の

編集,

W4580D 価格マトリックス定義を選
択し、「価格マトリックス定
義の検索」フォームで「編
集」をクリックします。

「列ID」および「行ID」を選
択します。「価格マトリック
ス定義の編集」フォームで
「保存」をクリックします。

価格マトリックス定義を
編集します。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

価格マトリックスの編集 W4590A 価格マトリックス定義を選
択し、「価格マトリックス定
義の検索」フォームで「価
格マトリックスの表示」をク
リックします。

「階層レベル」を選択し、見
出しにあるすべてのフィー
ルドに値を入力して、「価格
マトリックスの編集」フォー
ムで「マトリックスのロード」
ボタンをクリックします。詳
細グリッドに値と計算式を
入力し、「保存」ボタンをク
リックします。

価格マトリックスを作成
します。

価格マトリックスを編集
します。

価格マトリックスのイン

ポート/エクスポート

W4585C 「価格マトリックスの編集」
フォームで「インポート」ま
たは「エクスポート」ボタン
をクリックします。

「インポート」フォームのス
プレッドシートから価格マト
リックス・データをインポー
トするには、「インポート」ボ
タンをクリックします。スプ
レッドシートを検索します。
データを「価格マトリックス
の編集」フォームに転送す
るには、「OK」をクリックしま
す。「インポート」フォーム
の「価格マトリックスの編
集」フォームに戻るには、
「取消」をクリックします。

「カラムの選択」フィールド
からカラム見出しを選択し
てデータをリフレッシュし、
「価格マトリックスの編集」
フォームで「保存」をク
リックします。

「インポート」フォームのス
プレッドシートに既存の価
格マトリックス・データをエ
クスポートするには、「エク
スポート」ボタンをクリックし
ます。データを入力してス
プレッドシートを作成しま
す。「エクスポート」フォーム
で「OK」または「取消」をク
リックします。

スプレッドシートとの間
で、価格設定データを
インポートまたはエクス
ポートします。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

「価格調整の一括改訂」

フォーム

W45550A 「上級操作」メニュー
（G423114）で、「一括管
理」の隣にある矢印をク
リックして「バージョン」
を選択します。

「バージョンの処理」フォー
ムでF4072一括更新エン
ジン（P45550）の適切な
コピー・モード・バージョ
ンを選択し、「選択」をク
リックします。

「価格調整の一括改訂」
フォームで、「レコードのコ
ピー」ボタンが選択されて
いることを確認して、価格
設定レコードを検索します。

「価格調整の一括改訂」
フォームで、UBEローの適
切なフィールドに値を入力
します。

（任意）システムによるレ
コードの変更を表示するに
は、「グリッドのみ更新」を
クリックします。

「OK」をクリックします。

「OK」をクリックして、追加
を確認します。

価格マトリックス・レコード
をコピーします。

価格マトリックス定義の作成

「価格マトリックス定義の検索」フォームにアクセスします。
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「価格マトリックス定義の検索」フォーム

価格マトリックスの編集

「価格マトリックスの編集」フォームにアクセスします。

「価格マトリックスの編集」フォーム（1/2）
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「価格マトリックスの編集」フォーム（2/2）

価格マトリックスのインポートとエクスポート

「価格マトリックス定義」の「インポート」フォームにアクセスします。

「価格マトリックス定義」の「エクスポート」フォームにアクセスします。

「価格マトリックス定義」の「エクスポート」フォーム

価格マトリックス・レコードのコピー

「価格調整の一括改訂」フォームにアクセスします。
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「価格調整の一括改訂」フォーム
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購買構造の利用

この章では、購買構造の概要と次の方法について説明します。

• 価格設定用の購買構造の設定

• 購買構造の確認と改訂

• 直接価格調整の作成

購買構造について
購買構造とは、顧客の会社内の購買権限の組織構造を表したものです。購買構造の各レベルは、階層
と呼ばれます。階層は、社内の価格交渉を行う組織単位を表します。割引と価格交渉は、購買構造の各
レベルに適用され、構造内の下位の階層に送ることができます。

購買構造を使用すると、顧客固有の複雑な価格設定を管理できます。購買構造を設定する場合は、顧
客の組織構造に基づいて価格管理を設定します。たとえば、代理店など、品目を直接オーダーすること
はないが価格を決定する権限を持つ組織単位に基づいて、価格を決定できます。

購買構造では、直接価格調整を使用します。直接価格調整とは、顧客の住所録番号と特定の価格調整
を関連付ける方法です。

購買構造を設定すると、組織構造内の顧客の住所録番号間で親/子関係が設定されます。1つの住所録
レコードが親になり、その親に対して、1つ以上の住所録レコードを子として指定できます。

購買構造の設定では、代理店（親）に提示する価格が小売店（代理店の子）にも提示されるように設定で
きます。子が親の価格を継承するように購買構造を設定するには、価格調整スケジュールの改訂プログ
ラム（P4070）の「継承フラグ」フィールドを有効にします。

新しい会社を購買構造に追加したり、会社を構造内の別の階層レベルに移動する場合は、購買構造自
体を更新します。

次の例は、組織内の購買構造を示しています。
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一般的な購買構造の例

購買構造の階層レベルと継承について

会社に対して購買構造を作成する場合は、階層レベルと継承を指定します。組織構造を作成する場合
は、住所録に階層レベルを設定します。継承の定義は、「価格調整スケジュールの改訂」フォームで直接
価格調整を作成する際に行います。「継承フラグ」フィールドと階層レベルを使用して、定義する階層レベ
ルより下の階層レベル（番号が大きい階層）が調整を継承するかどうかが決定されます。

次の表は、購買構造内の各単位に適用する価格調整の例を示しています。

組織単位 住所録番号 階層レベル 継承 適用される価格調整

International
Corporation社

4280 1 する。 International
Corporation社の
すべての流通セン
ター（例: 階層レベ
ル3の中央流通セン
ター）は、すべての品
目について、基本価
格の3%の割引を受け
ます。これは企業割
引です。

米国倉庫 4281 2 する。 米国倉庫は、品目A
の売上が10,000単位
に達した場合に、1
単位につき1.00ドル
（USD）の地域リベー
トを受け取ります。
（階層別リベート）
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組織単位 住所録番号 階層レベル 継承 適用される価格調整

中央代理店 4284 3 する。 中央代理店は、5%の
販売促進割引を受け
ます。

コロンビア店 4287 4 する。 International
Corporation社の
大型販売店の1つで
あるコロンビア店は、
品目Aの注文数が
100単位以上で、基
本価格から6%の割引
を受けます。

コロンビア店が品目Aを150単位注文した場合、購買構造機能により価格調整が適用され、次の表のよう
に正味価格が計算されます。

価格調整 単価 その他

基本価格 10.00 USD

小売店割引（6%割引）

コロンビア店（4287）

.60–

販売促進割引（5%割引） .47–

地域リベート（階層リベート） 1.00 USD

企業割引（3%割引） .30–

正味価格 8.63 USD

購買構造を設定するときに「価格調整スケジュールの改訂」フォームの「継承フラグ」フィールドを有効に
しないと、コロンビア店には6%の階層レベル割引しか適用されず、その他の階層レベルの価格調整は継
承されません。

参照: JD Edwards EnterpriseOne 住所録 9.0 製品ガイド、 「親/子関係と組織構造の設定」、 「親/子関
係の設定」

参照: JD Edwards EnterpriseOne 住所録 9.0 製品ガイド、 「親/子関係と組織構造の設定」、 「親/子の
組織構造の階層の設定」

価格設定用の購買構造の設定
この項では、購買構造の設定の概要、事前設定、および次の方法について説明します。

• 特定の日付の組織構造でルートになる親の特定

• 住所録組織構造の表示および改訂プログラム（P0150）の処理オプションの設定

Copyright © 2003, 2008, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. 105



購買構造の利用 第 7 章

購買構造の設定について

顧客の購買構造は、住所録組織構造の表示プログラム（P0150）で定義します。購買構造を定義する場
合は、顧客の住所録番号を使用して、構造内の親/子関係を指定します。

購買構造を設定すると、各レコードの階層レベルが自動的に設定されます。階層レベルの記述を使用す
ると、組織構造の親/子関係の構造を管理できます。階層記述の設定時には、次の情報を指定します。

• 子の住所録番号に対応する親の住所録番号

• 親の住所録番号と子の住所録番号の関係に適用される有効開始日付と有効終了日付

• 構造の各階層の名前

購買構造で価格調整が処理されるには、価格管理固定情報で価格調整の決定方法を指定する必要が
あります。購買構造では直接価格調整が処理されるため、価格調整の決定方法は、1（価格設定の住所
番号）または2（スケジュールと住所番号）にする必要があります。

価格管理固定情報では、販売価格設定の構造タイプを指定する必要もあります。また、購買構造で価格
調整を処理する場合に、出荷先住所を使用するかどうかを指定できます。

購買構造の組織概要を定義後、構造内の階層レベルと住所録レコードごとに、直接価格調整を定義し
ます。

関連項目:

第 7 章、 「購買構造の利用」 、 「直接価格調整の作成」 、 109ページ

第 9 章、 「補足調整の使い方」 、 「リベート調整の使い方」 、 135ページ

事前設定

この項のタスクを実行する前に、住所録組織構造の表示プログラム（P0150）の処理オプションで、「処理」
タブの「階層記述」オプションに「1」を入力します。
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価格設定用の購買構造の設定に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

親/子構造の処理 W0150D 「住所録組織構造」
（G01311）、「構造の改訂」

親/子構造を特定します。

親住所/子住所の改訂 W0150A 「親/子構造の処理」フォー
ムで「追加」ボタンをク
リックします。

見出し領域の「親住所
No.」フィールドに親を指定
し、詳細グリッドの「住所
No.」フィールドに子を指定
します。

「住所No.」フィールドで指定
した子を他の子の親として
使用し、次に別の子を他の
子の親に使用して組織構
造の作成を続行します。

階層を使用して組織構造
を作成します。

有効日付親住所レコー

ドの検索

W0150F 「親/子構造の処理」フォー
ムで構造タイプと住所番号
を検索し、「ロー」メニューの
「階層記述」を選択します。

特定の日付で、組織構造
のルート親を特定します。

階層記述の改訂 W0150E 「有効日付親住所レコード
の検索」フォームで有効日
付を入力し、「親住所No.の
検索」をクリックして「OK」を
クリックします。

「階層記述の改訂」フォー
ムで、階層番号、記述、有
効開始日付、有効終了日
付などの組織構造の階層
記述を入力します。

階層に関する情報を入力
します。

価格設定用の購買構造の設定

「親/子構造の処理」フォームにアクセスします。

構造タイプ ユーザー定義コード（01/TS）の値を入力し、住所録システムに独自の階層
を持つ組織構造のタイプ（電子メールなど）を指定します。

JD Edwards EnterpriseOne売掛管理に親/子関係を作成する場合は、構造
タイプをブランクにしてください。

親住所No. 親会社の住所録番号を入力します。この番号は、特定の住所を親会社ま
たは所在地と関連付けるために使用されます。このフィールドに入力した
値により、F0150テーブルの構造タイプがブランクのレコードが更新されま
す。検証の必要があるため、F0101テーブルにある住所番号を指定する必
要があります。親番号のある住所録レコードの例を次にあげます。

親会社のある子会社

本社のある支店

請負業者の作業現場
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住所録組織構造の表示および改訂（P0150）の処理オプションの設定

処理オプションを使用して、プログラムおよびレポートのデフォルト処理を指定できます。

処理

この処理オプションでは、処理に関する値を指定できます。

1. ワークフロー情報 ワークフロー処理情報を表示するかどうかを指定します。値は次のとおり
です。

ブランク: ワークフロー処理情報を表示しません。

1: ワークフロー処理情報を表示します。

2. 階層記述 ルート親住所の有効日付に基づいて階層構造の定義を許可するかどうか
を指定します。構造のルート親は親/子構造の最上位レベルであり、親を
持つことはできません。値は次のとおりです。

ブランク: 階層構造を定義できない。

1: 階層構造を定義できる。

デフォルト

この処理オプションでは、デフォルト値を指定できます。

1. 日付のデフォルト 有効開始日付と有効終了日付がブランクの場合に、「親住所/子住所の改
訂」フォームにデフォルトの日付をロードするかどうかを指定します。値は
次のとおりです。

ブランク: デフォルトの日付をロードしない。

1: デフォルトの日付をロードする。

2. デフォルト組織構造タ
イプ

住所録組織構造の表示プログラムへのアクセス時に、組織構造フィールド
に最初に表示される値を指定します。

購買構造の確認と改訂
この項では、購買構造の改訂の概要と、購買構造の確認と改訂方法について説明します。

購買構造の改訂について

購買構造の確認と改訂は、購買構造の表示プログラム（P450150）で行うことができます。顧客の住所番
号を入力すると、その住所番号を含む組織の購買構造が表示されます。

価格調整情報は、「購買構造の表示」フォームで確認または改訂できます。また、ルート住所（購買構造
の最上位の親）を確認することもできます。

デフォルトの購買構造タイプが表示されるようにするには、購買構造の表示プログラムの処理オプショ
ンを設定します。この処理オプションをブランクにすると、システム固定情報で指定した構造タイプが使
用されます。
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関連項目:

第 9 章、 「補足調整の使い方」 、 「リベート調整の使い方」 、 135ページ

第 5 章、 「スケジュールと調整の使い方」 、 「調整明細の設定」 、 73ページ

第 5 章、 「スケジュールと調整の使い方」 、 「調整スケジュールの作成」 、 70ページ

購買構造の確認と改訂に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

購買構造の表示 W450150A 「価格照会」（G423113）、
「購買構造の表示」

購買構造のルート住所を
確認するには、「フォーム」
メニューの「トップ」を選択し
ます。「名称」カラムの
フォルダを展開すると、
ルート（親）住所の子を
表示できます。

購買構造内の関連住所
と子住所を確認および
編集します。

価格設定規則の表示 W450150C 「購買構造の表示」フォー
ムでレコードを選択し、
「ロー」メニューの「価格規
則」を選択します。

顧客に適用する価格調整
（直接価格調整または価
格調整スケジュール）の確
認と編集を行います。

このフォームから、調整明
細情報の改訂に必要な
フォームにアクセスするこ
ともできます。

購買構造の確認と改訂

「購買構造の表示」フォームにアクセスします。

直接価格調整の作成
この項では、直接価格調整の概要、事前設定、および直接価格調整の作成方法について説明します。

直接価格調整について

特定の製品または製品のセットについて、価格と割引の交渉を特定の顧客と行う場合があります。顧客
ごとに価格調整を行う場合は、直接価格調整を設定します。

直接価格調整では、価格と割引が顧客に直接関連付けられるため、価格を価格スケジュールに関連付
ける必要がなくなります。直接価格調整と顧客の関連付けには、顧客の住所録番号が使用されます。

顧客固有の価格設定のタイミングを管理するには、直接価格調整が有効になる日付を設定します。たと
えば、すべての顧客に対して5月末までプロモーション価格を適用しており、特定の顧客に対して6月末
まで延長する場合は、「価格調整スケジュールの改訂」フォームの「有効期限」フィールドに、6月の日付
を入力します。価格の有効日付は、システム固定情報の「販売価格基準日」フィールドの値を使用して処
理されます。
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価格調整は、複数を同時に処理できます。価格調整の処理は、直接価格調整として顧客番号別に行う
か、調整スケジュール別に行うか、または両方で行うかを選択できます。

直接価格調整の顧客番号別と調整スケジュール別の両方で価格調整を行う場合は、調整の順序に注意
する必要があります。通常は、直接価格調整（顧客の住所番号別）が最初に処理され、次にスケジュー
ルで指定した調整が処理されます。直接価格調整と調整スケジュールの両方を組み合せた場合、調整
順序を選択して価格調整の方法に反映できますが、調整を適用できるのは、それぞれ1回のみです。

注意: 直接価格調整は、JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムの購買構造機能と階層リベートに
とって、必要不可欠な機能です。直接価格調整は、購買構造のレベルごとに設定する必要があります。

関連項目:

JD Edwards EnterpriseOne 売掛管理 9.0 製品ガイド、 「顧客マスター情報の設定」

事前設定

価格管理固定情報で、価格設定用に顧客の出荷先住所が設定されていることを確認します。

直接価格調整の作成に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

価格調整スケジュー

ルの改訂

W4070C 「受注管理システム・セッ
トアップ」（G4241）、「顧
客請求指示」

「顧客マスターの処理」
フォームで、直接価格調整
を適用する顧客を検索して
選択し、「ロー」メニューの
「価格調整スケジュール」
を選択します。

直接価格調整を作成
します。

直接価格調整の作成

「価格調整スケジュールの改訂」フォームにアクセスします。

階層レベル この調整を適用する構造内の階層レベルを示す番号を入力します。このレ
ベル以下の階層に調整が適用されます。この番号は、「集計階層レベル」
フィールドに指定した値以下である必要があります。購買構造では、階層
レベル1が最上位のレベルを意味します。1より大きい値は、最上位より下
の階層レベルを表します。

購買構造と階層別リベートで直接価格調整を作成する場合は、このフィー
ルドに値を入力します。

集計階層レベル 購買構造で集計する金額またはリベートの階層レベルを指定する番号を
入力します。集計階層レベルは、受取先階層レベルと同じかそれ以下の
値を指定します。購買構造では、階層レベル1が最上位のレベルを意味し
ます。1より大きい値は、最上位より下の階層レベルを表します。

購買構造と階層別リベートで直接価格調整を作成する場合は、このフィー
ルドに値を入力します。
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受取先階層 購買構造の受取先階層レベルを指定する番号を入力します。受取先とは、
累積されたリベート金額の受取先です。購買構造では、階層レベル1が最
上位のレベルを意味します。1より大きい値は、最上位より下の階層レベ
ルを表します。

購買構造と階層別リベートで直接価格調整を作成する場合は、このフィー
ルドに値を入力します。

継承フラグ 購買構造で、価格調整を子の住所番号が継承するかどうかを指定します。
購買構造と階層別リベートで直接価格調整を作成する場合は、このフィー
ルドに値を入力します。値は次のとおりです。

0: 価格調整を継承しない。

1: 価格調整を継承する。
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一時変更検索グループの定義

この章では、一時変更検索グループの概要、事前設定、および次の方法について説明します。

• 複合価格グループの使い方

• 価格グループ組合せの生成

• オーダー明細グループの定義

一時変更検索グループについて
基本価格の定義および管理の処理を簡単にするために、同様の特性を持つ顧客や品目に対して価格グ
ループを設定します。複合価格グループは、特定の品目タイプや顧客の所在地、業種、販売量などのカ
テゴリ・コードに基づくサブグループで構成されます。一時変更検索グループとは、調整定義に指定した
カテゴリ・コードに基づいて価格を検索する方法です。

使用するカテゴリは、一時変更検索グループを定義して指定します。1から4までのカテゴリ・コードを使用
できます。一時変更価格グループを定義したら、調整定義に添付します。これらのフィールドを使用して
顧客をグループ化することで、特定のグループに対する価格設定を定義できます。

調整定義に一時変更価格グループを入力した場合、その価格調整はこの一時変更価格グループにしか
適用されません。次の方法で品目または顧客をグループ化して、価格を定義できます。

• 品目には、事業所品目情報のカテゴリ・コードを使用します。

• 顧客には、顧客マスター情報のカテゴリ・コードを使用します。

• 受注オーダーには、特定の受注明細フィールドおよび優先情報のデフォルト値を使用します。

調整定義の使用時には、品目レコードまたは顧客レコードに一時変更グループと一致するカテゴリ・コー
ドがあるかどうかが検索されます。一致するカテゴリ・コードが見つかった場合は、そのカテゴリ・コードに
定義されている調整定義が使用されます。検索はカテゴリ・コードのみに基づいて行われます。

オーダー明細グループを使用して、特定の受注オーダー明細制御情報に基づいたオーダー行の調整定
義を作成できます。検索はカテゴリ・コードに基づいて行われるため、顧客価格グループまたは品目価
格グループを割り当てる必要はありません。

価格マトリックス機能を使用する場合は、複合価格グループを設定します。

JD Edwards EnterpriseOne受注管理の価格設定

JD Edwards EnterpriseOne受注管理では、基本価格設定とJD Edwards EnterpriseOne価格管理のどちら
でも簡易価格グループと複合価格グループを使用できます。

基本価格設定では、次の処理を行うことができます。

• 品目グループまたは顧客グループを使用します。
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• 顧客請求指示で、事業所レコードの品目および顧客に各価格グループを添付します。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理では、次の処理を行うことができます。

• オーダー明細グループを使用します。

• 一時変更検索グループを使用して、価格調整定義に複合価格グループを添付します。

例: 販売調整における一時変更検索グループの使用

タイプとモデル年式という2つのカテゴリ・コードによって識別される前年モデルのマウンテン・バイク品目
の在庫を減らすために、季節限定の販売促進を実施するとします。複合品目グループを設定して、タイ
プ、メーカー、色、モデル年式によってマウンテン・バイクが特定されるようにします。

地域、部門、営業担当者、売上高に基づいて、顧客の複合価格グループを設定します。カテゴリ・コードの
部門に定義されている、マウンテン・バイクを販売する顧客は、価格調整の利得を受ける対象となります。

品目グループおよび顧客グループに対して一時変更検索グループを設定し、この2つの一時変更検索グ
ループを「SEASONAL」という価格調整定義に添付します。マウンテン・バイクを販売する顧客が前年モデ
ルを発注すると、この価格調整が読み込まれます。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理と調達管理の使用

調整定義に一時変更価格グループを添付した場合、その価格調整は、この一時変更価格グループにし
か適用されません。次の方法で品目または仕入先をグループ化して、価格を定義できます。

• 品目には、事業所品目情報のカテゴリ・コードを使用します。

• 購買オーダーには、該当する購買明細フィールドを使用します。

• 仕入先には、仕入先マスターのカテゴリ・コードを使用します。

購買オーダーの価格管理では、複合品目グループおよび複合仕入先グループがサポートされています。
基本価格設定では、複合グループはサポートされていません。

使用するカテゴリは、一時変更検索グループを定義して指定します。1から4までのカテゴリを使用できま
す。一時変更価格グループを定義したら、調整定義に添付します。

調整定義の使用時には、品目レコードまたは仕入先レコードに一時変更グループと一致するカテゴリ・
コードがあるかどうかが検索されます。一致するカテゴリ・コードが見つかった場合は、そのカテゴリ・コー
ドに定義されている調整定義が使用されます。検索はカテゴリ・コードのみに基づいて行われます。

購買オーダーを入力する際は、ほとんどの明細情報はシステム・デフォルト、仕入先マスター情報、仕入
先請求指示、および品目情報から読み込まれます。これらのフィールドを使用して仕入先をグループ化
することで、特定のグループに対する価格設定を定義できます。

入荷を手動で入力する場合は、オーダー明細グループを作成して入荷時の価格を調整することもできま
す。入荷の入力時に価格を再設定するには、最初に、入荷確認（購買オーダー別）プログラム（P4312）の
「処理」タブで「入荷時の価格計算」処理オプションを設定します。入荷確認（購買オーダー別）プログラム
（P4312）を使用して入荷を入力すると、オーダー明細グループに基づいて入荷時価格が調整されます。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理とBlend Managementの使用

栽培業者との契約は数年間または複数の栽培期間にわたることがあるため、ぶどうの購買契約と購買
価格を長期間にわたって管理する必要があります。JD Edwards EnterpriseOne価格管理システムおよび
Blend Managementシステムを使用することにより、ぶどうの入荷の入力時に正しい価格を支払うことがで
きます。

入荷価格調整を作成して、入荷価格を基本価格として使用することを指定するオプションを選択できま
す。次に、入荷オーダー明細グループを一時変更価格グループとして添付します。
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さらに、栽培収穫レコードの値を使用してオーダー明細グループを設定することもできます。値が一致す
る場合、システムによって調整が決定されます。

たとえば、「栽培地区」、「種類」および「レベル」フィールドを使用して、ワインの価格設定シナリオのオー
ダー明細グループを作成できます。

事前設定
ここで説明されているタスクの事前要件を、次に示します。

• 顧客価格グループの設定

• 品目価格グループの設定

複合価格グループの使い方
この項では、複合価格グループの概要、事前設定、および次の方法について説明します。

• 複合顧客価格グループの設定

• 複合品目価格グループの設定

複合価格グループについて

基本価格の定義および管理の処理を簡単にするために、同様の特性を持つ顧客や品目に対して価格グ
ループを設定します。複合価格グループには、簡易価格グループと同じ情報に加えてサブグループを設
定します。サブグループは、特定の品目タイプ、顧客の所在地域、業種、売上高などのカテゴリ・コードに
基づくグループです。複合顧客価格グループおよび複合品目価格グループを設定できます。

複合価格グループは、一時変更検索グループとして使用できます。複合価格グループを設定した後、そ
の価格グループ名を調整定義に入力して、一時変更価格グループとして定義します。

重要: 複合価格グループは、標準の受注オーダー調整で使用できますが、JD Edwards EnterpriseOne価
格管理および調達管理を使用している場合は購買オーダー調整でしか使用できません。複合価格グルー
プを購買オーダーで使用するには、価格管理で購買オーダー調整を設定しておく必要があります。

顧客価格グループ

複合顧客価格グループの定義では、最大10個のカテゴリ・コードを使用できます。カテゴリ・コードを使用
して、価格設定グループ内にサブグループを作成し、それぞれに別の価格を請求できます。たとえば、
「RETAIL」（小売）という顧客グループ内にカテゴリ・コードを使用してサブグループを作成し、サブグルー
プの業種、地域、または売上高ごとに異なる価格を顧客に請求できます。

顧客は、顧客請求指示フォームで顧客明細グループに添付しなくても、顧客明細グループに含めること
ができます。顧客は、顧客のカテゴリ・コードに応じて複数のグループに含めることができます。

ここで入力するカテゴリ・コード順序によって、関連フォームにおけるカテゴリ・コード・フィールドの表示方
法が決まります。カテゴリ・コードの順序によって、価格の検索方法が変わることはありません。
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品目価格グループ

複合品目グループを使用すると、柔軟な価格設定構造の設定が可能になります。複合品目価格グルー
プの定義では、最大10個のカテゴリ・コードを使用できます。

たとえば、MARKERというグループに2種類のペン（マーカーとボールペン）がある場合、それぞれのペン・
タイプに別々の価格を指定できます。ペンに対するオーダーを入力すると、その品目のカテゴリ・コードを
使用して、ペンがマーカーかボールペンかがチェックされ、該当する価格が取り込まれます。

ここで入力するカテゴリ・コード順序によって、関連フォームにおけるカテゴリ・コード・フィールドの表示方
法が決まります。カテゴリ・コードの順序によって、価格の検索方法が変わることはありません。

有効日付カテゴリ・コード

将来の日付で有効になるカテゴリ・コードの値を新規に割り当てる場合には、有効日付カテゴリ・コードを
使用します。価格管理を使用している場合は、有効日付カテゴリ・コードを使用して、価格設定を割り当
てる顧客グループを作成できます。価格設定の変更時には、有効日付カテゴリ・コードの値に基づいて、
顧客グループが自動的に更新されるようにすることができます。

有効日付カテゴリ・コードを有効にするには、JD Edwards EnterpriseOne売掛管理固定情報を使用します。
JD Edwards EnterpriseOne売掛管理固定情報の設定時には、「顧客マスターの改訂」フォームで「フォー
ム」メニューの「カテゴリ・コード」を選択しても、カテゴリ・コードの値は追加できません。かわりに「有効日
付カテゴリ」を選択してください。有効日付カテゴリ・コードに入力した値を顧客マスターのカテゴリ・コード
に反映するには、有効日付カテゴリ・コードの更新プログラム（R03012A）を実行します。

有効日付カテゴリ・コードは、有効日付カテゴリ・コード・テーブル（F03012A）に保存されます。有効では
なくなったカテゴリ・コードを削除するには、有効日付カテゴリ・コードの除去プログラム（R03012B）を実
行します。

有効日付カテゴリ・コードの値を追加する場合は、F03012Aテーブルにレコードを作成します。「有効日付
カテゴリ・コードの改訂」フォームでは、有効日付が異なる複数のレコードを同時に入力できます。有効
日付カテゴリ・コードのレコードを追加すると、「有効日フラグ」フィールドの値が、レコードが未使用であ
ることを示す「N」に更新されます。有効日付カテゴリ・コードの更新プログラムを実行すると、有効日付カ
テゴリ・コード・レコードの値が業種別顧客マスター（F03012）の顧客マスター・カテゴリ・コードにコピーさ
れ、「有効日フラグ」フィールドがYに更新されます。

重要: 有効日付カテゴリ・コードのレコードを入力する際、入力するレコードと前のレコードとの関連性は
ありません。このため、各レコードには必要なすべての情報を入力する必要があります。たとえば、カテ
ゴリ・コード1にあらかじめ値が設定されている場合に、カテゴリ・コード2に値を設定して新しいレコードを
追加するとします。この場合、その新しいレコードにカテゴリ・コード1の値をもう一度入力する必要があり
ます。入力しないと、新しいレコードのカテゴリ・コード1はブランクになります。

関連項目:

JD Edwards EnterpriseOne 住所録 9.0 製品ガイド、 「住所録レコードの更新と除去」、 「カテゴリ・コード
の更新」

事前設定

ユーザー定義コード40/PCに価格グループ名が設定されていることを確認します。
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複合価格グループの処理に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

顧客価格グループ定義 W4092G 「価格管理」（G4222）、「顧
客価格グループの定義」

「価格グループ定義の処
理」フォームで、「追加」ボタ
ンをクリックします。

最大10個のカテゴリ・コー
ド・フィールドに値を入力し
て顧客価格グループの
サブグループを定義し、
「フォーム」メニューの「変
更保存」を選択します。

複合顧客価格グループを
設定します。

品目価格グループの定義 W4092C 「価格管理」（G4222）、「品
目価格グループの定義」

「価格グループ定義の処
理」フォームで、「追加」ボタ
ンをクリックします。

販売、購買、その他のカテ
ゴリ・コードの値を最大10
個入力して品目価格グ
ループのサブグループを定
義し、「フォーム」メニューの
「変更保存」を選択します。

複合品目価格グループを
設定します。

複合顧客価格グループの設定

「顧客価格グループ定義」フォームにアクセスします。

「顧客価格グループ定義」フォーム
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複合品目価格グループの設定

「品目価格グループの定義」フォームにアクセスします。

品目価格グループの定義

価格グループ組合せの生成
この項では、価格グループ組合せの概要および次の方法について説明します。

• 顧客価格グループの生成

• 品目価格グループの生成

価格グループ組合せについて

価格グループを設定して顧客および品目にグループ名を割り当てた後、顧客価格グループと品目価格
グループの関係を生成します。価格グループの関係を生成して、価格設定に使用する顧客グループと
品目グループの組合せを定義します。作成した顧客および品目グループ情報を価格設定に使用できる
ように、価格グループの組合せを生成してください。

次のバッチ・プログラムを使って、価格グループ組合せを生成します。

• 顧客価格グループの生成（R40932）

• 品目価格グループの生成（R40931）

これらのプログラムにより、品目/顧客グループ関係テーブル（F4093）にレコードが生成されます。顧客
グループまたは品目グループとカテゴリ・コードの使用可能な組合せがF4093テーブルに保存されます。
データ選択を使用して、作成した明細レコードに対して最大5つのグループ・コードを指定できます。コー
ドを指定しない場合は、すべてのグループに対する組合せが生成されます。
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顧客価格グループの生成

「価格管理」（G4222）、「顧客価格グループの生成」を選択します。

品目価格グループの生成

「価格管理」（G4222）、「品目価格グループの生成」を選択します。

オーダー明細グループの定義
この項では、オーダー明細グループの概要と事前設定、およびオーダー明細グループの定義方法につ
いて説明します。

オーダー明細グループについて

オーダー明細グループを使用して、受注明細フィールドの情報に基づいて、オーダーの価格設定行に調
整を作成できます。受注オーダーを入力する際に、明細フィールドのデータの一部が、システム・デフォ
ルト、顧客マスター情報、顧客請求指示、品目情報、および優先情報から読み込まれます。

「オーダー明細価格グループの定義」フォームには、オーダー入力時には表示されない多数のフィール
ドが表示されます。たとえば、次の各フィールドには優先プロファイルからのデータがデフォルトで表示さ
れます。これらのデータは、JD Edwards EnterpriseOne価格管理、受注管理、調達管理またはサービス
管理のいずれを使用しているかによって異なります。

• 業種

• 最終用途

• 価格コード1

• 価格コード2

• 価格コード3

• 下限等級

• 上限等級

• 下限濃度

• 上限濃度

• 契約サービス・パッケージ

オーダー明細グループの定義時にこれらのフィールドを使用して、特定のグループに対する価格設定を
定義できます。

次の入荷オーダー明細グループに関する各フィールドは、JD Edwards Blend Managementシステムとと
もに使用します。

• 区画タイプ

• 種類コード

• 栽培地区

• 価格レベル

Copyright © 2003, 2008, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. 119



一時変更検索グループの定義 第 8 章

• 契約価格グループ

• 収穫期

• 栽培地域

• 現行の品質

• 目標の品質

• 契約ID

• 区画ID

• 契約明細ID

• 価格設定管理01

• 価格設定管理02

JD Edwards EnterpriseOne価格管理と調達管理の使用

オーダー明細グループを使用して、購買明細フィールドの情報に基づいて、オーダーの価格設定行に調
整を作成できます。購買オーダーを入力する際に、システム・デフォルト、仕入先マスター情報、購買指
示、および品目情報から明細情報が読み込まれます。

事前設定

該当する処理オプションを設定して、「品目グループ定義」、「顧客グループ定義」、「オーダー明細グルー
プ定義」、「購買オーダー明細グループ」、「入荷オーダー明細グループ」または「サービス/保証管理オー
ダー明細グループ」のいずれかのフォーマットを選択します。
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オーダー明細グループの定義に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

オーダー明細価格グルー

プの定義

W4092A 「価格調整のセットアップ」
（G4231112）、「オーダー
詳細グループ」

選択した処理オプションに
基づいて、価格グループ・
タイプ・コードがインポート
されます。「検索」をクリック
すると、その価格グルー
プ・タイプ・コードのグルー
プのみが表示されます。シ
ステム・デフォルトを一時変
更するには、新しい価格グ
ループ・タイプ・コードを入
力して「検索」をクリックしま
す。このタイプ・コードに基
づいて、該当するフォーム
が表示されます。

「価格グループ定義の処
理」フォームで、「追加」ボタ
ンをクリックします。

8つのフィールドに1から8ま
での番号を入力し、グルー
プ化する際に使用するカテ
ゴリ・コードを指定しま
す。最高8つまでの必要
な数のフィールドに値を
入力できます。

オーダー明細グループを
定義します。

オーダー明細グループの定義

「オーダー明細価格グループの定義」フォームにアクセスします。
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「オーダー明細価格グループの定義」フォーム
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補足調整の使い方

この章では、補足調整の概要、共通フィールド、および次の方法について説明します。

• 無償品調整の作成

• 無償品カタログの使い方

• 販売高アップセルの使い方

• 丸め規則の使い方

• 扱い高基準の設定

• リベート調整の使い方

• 変動価格調整の使い方

• 通過逓減の使い方

• 粗利益調整の作成

• 期間延長条件調整の作成

• シップ・アンド・デビット調整の使い方

補足調整について
従来の品目行ごとの割引に加えて、販売促進のための補足調整を作成できます。たとえば、販売時に無
償品を付録として付けたり、オーダーの合計金額に基づいて値引（価格再設定）を行うことにより販売促
進が図れます。また、見越し調整を作成して、販売コミッションを見越し入力することもできます。

無償品は、販売促進や展示用、または顧客がオーダーした製品の付録として使用される品目です。たと
えば、特定の製品に対して、展示ケース、ポスター、またはボタン、帽子、シャツなどの販促品を無償品
として提供し、販売促進に役立てることができます。

見越し調整を行うことにより、コミッションやロイヤリティなどの仕訳を入力できます。これにより、オーダー
価格を変更することなく、各金額をトラッキングできます。

重要: 受注オーダーの価格管理では、見越し調整、シップ・アンド・デビット調整、および価格再設定の
みを使用できます。

参照: JD Edwards EnterpriseOne 調達管理 9.0 製品ガイド、 「リベートの設定」、 「リベートの設定につ
いて」
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この章で使用する共通フィールド

集計階層レベル 購買構造で金額またはリベートを集計する階層レベルを入力します。集
計階層レベルは、受取先階層レベル以下に設定してください。購買構造で
は、階層レベル1が最上位のレベルを意味します。階層レベルが1より大き
くなるに従って、購買構造のレベルは低くなります。

価格管理固定情報プログラム（P41001）で価格設定の構造タイプに購買
構造を設定すると、この集計階層レベル・フィールドが表示されます。この
フィールドは、指定階層に定義されている住所別累積番号の扱い高基準
調整の集計に使用されます。

受取先階層レベル 購買構造の受取先階層レベルを入力します。受取先とは、累積されたリ
ベート金額の受取先です。購買構造では、階層レベル1が最上位のレベル
を表します。階層レベルが1より大きくなるに従って、購買構造のレベルは
低くなります。

レベル区切りタイプ F4072テーブル内のレベル区切り方法を指定します。サポートされているレ
ベル区切りは次のとおりです。

数量: 受注オーダーで指定された数量に基づいて調整値が決まります。
単位別に調整区切りを設定できます。

重量: 受注オーダー明細行の品目に割り当てられている重量を使用して、
調整レベル区切りが決まります。

金額: 受注オーダー明細行の合計金額を使用して、調整レベル区切りが
決まります。通貨換算を選択した場合は、金額によるすべてのレベル区切
りが、通貨コードの小数点表示形式に基づいて保存、表示されます。

リベート受取先 ユーザー定義コード（UDC）40/RAに設定されている値を入力して、リベー
ト受取先を指定します。この受取先が、顧客のリベートがしきい値に達した
場合に作成するクレジット・オーダーの受取先になります。顧客と受取先の
住所は、同じでも異なっていてもかまいません。受取先はクレジット・オー
ダーの販売先住所となります。

仕入先リベート・タイプ UDC 45/SRに設定されている値を入力して、リベート請求の処理方法を指
定します。値は次のとおりです。

1: 受注オーダー（デビット・メモ）を作成して保証請求を作成する。

2: 購買オーダー（クレジット・オーダー）を作成して保証請求を作成する。

注意: このフィールドは、通常の購買リベートおよび仕入先販売証明リベー
トに対してのみ有効です。通常の購買リベートとは、ターゲット・システムが
1（購買）で、かつ調整制御コードが5（リベート）の調整のことです。仕入先
販売証明リベートとは、ターゲット・システムが" "（受注）、かつ調整制御
コードが7（販売証明リベート）の調整のことです。どちらのリベート・タイプ
も仕入先リベートになります。

このフィールドは、リベート請求の生成プログラムで使用されます。リベー
ト請求の生成プログラムを実行すると、リベートを請求するかどうか決まり
ます。請求する場合は、仕入先に請求書を送付するか（リベート請求タイ
プが1の場合）、または貸方の買掛金に入力する（リベート請求タイプが2
の場合）かのいずれかが決まります。
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無償品調整の作成
この項では、無償品調整の概要、事前設定、および無償品調整の作成方法について説明します。

無償品調整について

無償品は、通常は販促品として使用されます。たとえば、販売促進として、顧客がモーターオイルを10
ケース購入した場合に、1ケースを無料で付けることができます。無償品は、販売促進や展示用、または
顧客がオーダーした製品の付録として使用することもできます。無償品はたとえば、展示ケース、ポス
ター、または、ボタンや帽子などの販促品であり、販売促進に役立てることができます。

無償品を添付する有効な調整を作成する必要があります。無償品の基準を設定する際に、無償品の価
格と数量の適用方法を定義します。また、無償品の価格が実際に販売される製品価格にどのように影響
するかについても定義します。

無償品カタログに複数の無償品を指定できます。これにより、顧客は、オーダーの品目が基準を満たし
た場合に受け取ることのできる無償品を選択できます。オーダーの品目が基準を満たしており、無償品
カタログに含まれている場合、ユーザーは、受注オーダーまたは購買オーダーに対して提供される無償
品を参照するよう求める通知を受け取ります。

無償品は、すべての調整で添付できます。次の項目を指定します。

• 無償品の数量

• 無償品が在庫品目かどうか

• 無償品の単価

ほとんどの場合、この価格はゼロになります。ただし、ある品目を購入すると対象品目を割引価格で購
入できるといった販売促進を展開する場合は、対象品目に価格を指定できます。

無償品調整の定義時に価格グループを入力した場合は、調整明細ではその価格グループがデフォルト
として使用され、変更することはできません。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理と調達管理を使用した無償品調整

購買オーダー時に、販売促進や展示用、またはオーダーした製品の付録として、仕入先から商品を受け
取ることがあります。その場合は、受注オーダーの調整と同じ方法で、購買オーダーの無償品調整を入
力します。

入手可能な無償品のカタログを設定できます。無償品カタログを使用すると、仕入先から提供されている
販売促進をトラッキングできます。無償品提供の基準を満たす数量の品目をオーダーすると、無償品カ
タログ・プログラム（P4502）から無償品の選択を求められます。

注意: 無償品カタログ・プログラムでは、JD Edwards EnterpriseOne調達管理の行レベルでの調整がサ
ポートされています。無償品カタログでは、購買オーダーのバスケットまたはオーダー・レベルの調整は
サポートされていません。

事前設定

この項のタスクを完了するには、調整を定義する必要があります。

参照: 第 5 章、 「スケジュールと調整の使い方」 、 「調整明細の設定」 、 73ページ
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無償品調整の作成に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

無償品の改訂 W4073A 「価格調整のセットアップ」
（G4231112）、「価格/調整
詳細の改訂」

「調整明細の処理」フォーム
で調整名を入力して、「追
加」ボタンをクリックします。

「優先階層の選択」フォー
ムで階層を選択して、「選
択」ボタンをクリックします。

「価格調整明細の改訂」
フォームでレコードを追加し
て、「ロー」メニューの「無償
品」を選択します。

または、「調整明細の処理」
フォームで、無償品が設定
されている調整を検索し、
「選択」をクリックします。

「価格調整明細の改訂」
フォームでレコードを選択し
て、「ロー」メニューの「無償
品」を選択します。

無償品調整の作成と改訂
を行います。

無償品調整の作成

「無償品の改訂」フォームにアクセスします。

「無償品の改訂」フォーム

オーダー数量 このトランザクションによって変更する数量を入力します。

関連価格 価格設定または割引方針に設定されている関連品目の価格を入力しま
す。たとえば、1つ購入すると2つ目は無料である場合、無料の品目が関連
品目になります。関連品目の数量単位で、価格を入力します。

オーダー当たり数量 「価格調整明細の改訂」フォームの「開始レベル」で入力した数量に加え
て、追加の無償品を受け取るのに購入する必要がある数量を指定します。

126 Copyright © 2003, 2008, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.



第 9 章 補足調整の使い方

たとえば、「開始レベル」の値が10、「オーダー当たり数量」の値が3の場合
は、13個以上のオーダーの場合に、顧客は追加の無償品を受け取ります。

オーダー数量が定義したレベル区切りに達した場合に、顧客は無償品を
受け取ります。さらに、オーダー数量が「開始レベル」フィールドの値を超
過する場合は、「オーダー当たり数量」の値の倍数に達するたびに無償品
を受け取ります。この例では、10個オーダーすると最初の無償品を受け取
り、さらに3個ごとに無償品を受け取ります。オーダーが25の場合、顧客は
「オーダー数量」フィールドに指定された数に5を掛けた数の無償品を受け
取ります。5は、開始レベルの値の超過部分に3の倍数がいくつあるかを示
しています。「開始レベル」の値が10なので、13、16、19、22、25の計5回分
の無償品を追加で受け取ることができます。

次の計算が実行されます。

オーダー当たり数量係数 = [（オーダー数量） − （開始レベル）] / （オー
ダー当たり数量）

無償品合計数 = [（無償品オーダー数量） + （無償品オーダー数量）] ×
（オーダー当たり数量係数）

無償品カタログの使い方
この項では、無償品カタログの概要、事前設定、および無償品カタログの作成方法について説明します。

無償品カタログについて

無償品カタログには、複数の無償品を指定できます。これにより、顧客はオーダーが基準を満たした場
合に受け取る無償品を選択できます。たとえば、サラダ・ドレッシングを10ケース以上オーダーした顧客
は、無償のサラダ・ドレッシングを1ケース受け取るとします。顧客は、無償品カタログから好みのサラダ・
ドレッシングを選択します。

無償品カタログは、無償品の基準を満たす品目、数量またはその両方をオーダーした場合に有効になり
ます。受注オーダーまたは購入オーダーに該当する品目または数量を入力すると、無償品カタログの参
照を求めるプロンプトが表示されます。

無償品の改訂プログラム（P4073）で、カタログに含まれている無償品の価格を設定します。無償品を提
供する有効日付も指定できます。

受注オーダーには、バスケット・レベルまたはオーダー・レベルの調整で適用される無償品の組合せを
設定できます。無償品調整が適用される場合、無償品は、そのバスケット・グループまたはオーダー・グ
ループの最初の明細行に関連付けられます。

注意: 複数の無償品がオーダーの同じ明細行の品目に対して提供される場合（たとえば、1つ購入する
と2つ目は無料になる販促品を10購入する場合）、同じ無償品が全10品目に対して提供されます。明細
行の無償品が分割されることはありません。

無償品の提供

オーダー入力時に品目が無償品の基準を満たすと、システムから通知があります。オーダーが基準を満
たしたときに「OK」をクリックすると、無償品が提供されることを示す警告メッセージが表示されます。メッ
セージが表示されたら、無償品の提供プログラム（P45731）にアクセスして、無償品を選択します。

Copyright © 2003, 2008, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. 127



補足調整の使い方 第 9 章

注意: オーダーが無償品の基準を満たした場合にメッセージが表示されるようにするには、受注オーダー
入力プログラム（P4210）または購買オーダーの入力プログラム（P4310）で、無償品の警告メッセージを表
示するための処理オプションを有効にする必要があります。

事前設定

ここで説明されているタスクの事前要件を、次に示します。

• 受注オーダーが無償品の基準を満たした場合にメッセージが表示されるようにするには、受注オーダー
入力プログラム（P4210）の処理オプションの「処理」タブにある「デフォルトの無償品に対する警告」を
設定します。

• 購買オーダーが無償品の基準を満たした場合にメッセージが表示されるようにするには、購買オーダー
の入力プログラム（P4310）の処理オプションの「表示」タブにある「無償品カタログ」を設定します。

無償品カタログの処理に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

無償品カタログの処理 W4502A 「価格調整のセットアップ」
（G4231112）、「無償品カ
タログ」

無償品カタログを検索
します。

無償品カタログの改訂 W4502B 「無償品カタログの処理」
フォームで「追加」ボタンを
クリックします。

無償品カタログの作成と改
訂を行います。

無償品の提供 W45731A 「受注オーダー処理」
（G4211）、「受注明細」

「受注残/完了オーダー照
会」フォームで「追加」ボタ
ンをクリックします。

「受注オーダー明細の改
訂」フォームでオーダー情
報を入力して、「OK」をク
リックします。

無償品カタログから無償品
を提供します。

オーダー品目が無償品の
基準を満たした場合、オー
ダー入力時にシステムから
通知があります。

無償品カタログからの

品目選択

W45731B 「無償品の提供」フォーム
でレコードを選択して、
「ロー」メニューの「無償品
カタログからの品目選択」
を選択します。

無償品カタログから品目を
選択します。

オーダーを照会すると、提
供されている無償品が
オーダーの詳細グリッドに
表示されます。

無償品カタログの作成

「無償品カタログの改訂」フォームにアクセスします。
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「無償品カタログの改訂」フォーム

無償品カタログ 無償品の基準を満たした場合に顧客が選択できる品目グループを入力し
ます。

無償品カタログと記述を入力すると、UDC 45/FGに新しいレコードが作成
されます。

販売高アップセルの使い方
この項では、販売高アップセルの概要、事前設定、および販売高アップセル価格の作成方法について説
明します。

販売高アップセルについて

大量購入による値引きを顧客に提案する場合は、調整と、オーダー行がアップセル通知の条件を満たし
ていることを通知するタイミングを決定する許容率を指定できます。

アップセル通知を有効にするには、受注オーダー入力プログラムの処理オプションの「販売高アップセ
ル」タブにある「許容範囲内の販売高アップセルに対する警告」に許容率を入力してください。この許容率
で、いつ通知を出すかを指定します。受注オーダー行のオーダー数量をアップセルのパーセント分のみ
増やした値が計算され、アップセルの機会がチェックされます。次に、その増加を行った場合に次の数量
区切りに到達するかどうかが判断されます。

たとえば、アップセル調整の数量区切りが10 EA（個）、許容率が15%に設定されているとします。オーダー
数量として9 EAを入力した場合、9 EAの15%増しは10.35 EAになり、調整の次のレベル区切りの基準を満
たしているため、アップセル警告が表示されます。この場合、許容率を10%に設定すると、9 EAの10%増し
は9.9 EAであるためアップセル警告は表示されません。この例では次の計算式が使用されます。

(オーダー数量 × 許容率) + オーダー数量

(9 × .15) + 9 = 10.35

価格調整タイプ・テーブル（F4071）で、販売高アップセル情報が処理されます。
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受注オーダー明細行入力時に、オーダー行にアップセルの機会があると、通知が表示されます。警告メッ
セージが表示され、「アップルセルあり」フィールドにチェック・マークが表示され、「ロー」メニューの「販売
高アップセル」が有効になります。そのオーダー行に存在するすべてのアップセルの機会が表示されま
す。理由コードとレベル区切りを指定して、「受注オーダー明細の改訂」フォームに選択した数量を反映さ
せ、受注オーダー価格および価格履歴（P4074）プログラムを更新します。

関連項目:

JD Edwards EnterpriseOne 受注管理 9.0 製品ガイド、 「受注オーダーの入力」、 「受注オーダー入力に
ついて」

事前設定

ここで説明されているタスクの事前要件を、次に示します。

• 受注オーダー入力プログラムの処理オプションの「販売高アップセル」タブにある「許容範囲内の販売
高アップセルに対する警告」に許容限度率を定義します。

• 受注オーダーの入力時にアップセルの機会の検索に調整を含めるかどうかを価格調整の定義で指定
します。

販売高アップセルの処理に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

調整タイプの数量区切り W40722E 「受注オーダー処理」
（G4211）、「受注明細」

受注オーダーの入力ステッ
プを実行します。

レベル区切りを選択しま
す。選択した数量が「受注
オーダー明細の改訂」
フォームに表示され、ロー
終了時に受注オーダー価
格が更新されます。この情
報は、価格履歴プログラム
に表示されます。

販売高アップセル価格を
作成します。

販売高アップセル価格の作成

「調整タイプの数量区切り」フォームにアクセスします。

丸め規則の使い方
この項では、丸め規則の概要、事前設定、および丸め規則の設定方法について説明します。

丸め規則について

単価の計算に適用する丸め規則を指定できます。たとえば、丸め金額を最も近いセントの値または50の
倍数に定義できます。また、合計金額が1,000.00より大きい場合にセントを切り捨てるかどうかを指定す
ることもできます。丸め規則は、顧客、品目、通貨コードなどに基づいて設定できます。
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丸め規則の適用箇所は、価格調整スケジュールに表示される丸め調整の順序に従います。次の表は、
丸め規則を使用する2つの調整スケジュールを示しています。

スケジュール 順序No.

スケジュールA 10基本価格調整

20販売促進割引

30丸め調整

この例では、丸め調整は最後に処理されます。最終単
価の計算前に丸め調整が行われます。

スケジュールB 10基本価格調整

20丸め調整

30見越し調整

この例では、丸め調整は見越し調整の処理前に行
われます。

丸め規則を使用するには、価格調整の定義（P4071）プログラムで調整制御コードを丸め調整に指定す
る必要があります。丸め情報は「価格調整明細」フォームに表示され、受注管理や調達管理などのター
ゲット・アプリケーションの規則が計算されます。

丸め規則の処理では、次のテーブルが使用されます。

• 価格調整明細テーブル（F4072）

• 価格調整元帳テーブル（F4074）

• 価格調整履歴ワークファイル・テーブル（F40UI74）

• 価格調整タイプ・テーブル（F4071）

• 価格調整スケジュール・テーブル（F4070）

事前設定

調整制御コードUDCテーブル（40/CO）に丸め調整UDC（8）を設定します。
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丸め規則の処理に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

丸め規則の改訂 W95701B 「価格調整のセットアッ
プ」（G4231112）、「丸め
規則の設定」

「丸め規則の処理」フォー
ムで「追加」ボタンをク
リックします。

丸め規則を設定します。

調整制御の修正 W4071C 「価格調整のセットアッ
プ」（G4231112）、「価格
調整の定義」

「調整タイプの処理」フォー
ムで、「追加」ボタンをク
リックします。

丸め規則の調整制御コー
ドを指定します。

価格調整明細の改訂 W4072A 「価格調整のセットアップ」
（G4231112）、「価格/調整
詳細の改訂」

「調整明細の処理」フォー
ムで「調整コード」フィール
ドに値を入力して、「追加」
ボタンをクリックします。

「優先階層の選択」フォー
ムで優先階層を選択して、
「選択」ボタンをクリック
します。

丸め規則を調整に添付
します。

丸め規則の設定

「丸め規則の改訂」フォームにアクセスします。

「丸め規則の改訂」フォーム

丸め規則 丸め規則の名前を入力します。丸め規則の内容がわかる名前にします。

丸め規則記述 丸め規則の記述を入力します。

132 Copyright © 2003, 2008, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.



第 9 章 補足調整の使い方

順序番号 丸め計算実行時に、丸めエンジンで使用される処理順序を入力します。

演算子1 「入力テスト値」の数字の検証位置を入力します。位置は、小数点との相
対値で指定します。-2は小数点の右側2番目の位置を指し、2は小数点の
左側2番目の位置を指します。たとえば、「入力テスト値」が123.45である場
合、この値を-1に設定すると、小数点の右側1番目の位置（この場合は4の
数字）が検証されます。

相関演算子 相関記号を示すUDC（H95/RO）を入力します。この相関記号を使用して、
「演算子1」と「演算子2」の値が検証されます。値は、>、<、=、>=、<=および
<>です。

演算子2 検証に使用する値を入力します。指定位置の数字が、相関演算子とこの
値を使って指定した条件を満たす場合、ここで作成する置換規則が適用さ
れます。

ブール演算子 行と行の論理関係を示す値を入力します。文字列「OR」、「AND」、または
ブランクを指定します。

置換値演算子 システムのフィールドの詳細を説明する追加テキストを入力します。

置換値 置換位置で置換する値を入力します。

置換位置 置換位置を入力します。

スキップ先 計算を終了する場合は「END」、変更不要な場合はブランクにします。

入力テスト値 行と行の論理関係を示す値を入力します。文字列「OR」、「AND」、または
ブランクを指定します。

新しい規則をテストする場合にこのフィールドを使用します。このフィール
ドに値を入力したら、「フォーム」メニューの「テスト」を選択します。テスト結
果が「出力テスト値」フィールドに表示されます。

扱い高基準の設定
この項では、扱い高基準の概要、事前設定、および次の方法について説明します。

• 扱い高基準調整の有効化

• 扱い高基準情報の設定

扱い高基準について

扱い高基準を使用すると、製品または製品グループのオーダー入力時に割引価格を提供できます。割
引の基準には、金額、パーセンテージ、または再調達価格を指定します。また、扱い高基準は、一定レー
ト価格設定または通貨逓減価格設定のいずれかに基づいて設定します。購買構造使用時は、「価格調
整の定義」フォームの「集計階層レベル」の値を指定して、購買構造の金額またはリベートを集計するレ
ベルを指定できます。

扱い高基準調整は、クレジット・オーダーの他に、特定の期間または特定のオーダー番号に対して設定
できます。前回のオーダー量と現在のオーダー量を組み合せて、価格管理に使用するレベル区切りが決
定されます。扱い高基準調整履歴の照会プログラム（P45200）を使用して、扱い高基準調整の累計を表
示できます。
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注意: 無償品カタログ・プログラム（P4502）では、扱い高基準を使用できません。

オーダーを入力する際、そのオーダーが変更されていた場合は、扱い高基準が表示されます。ただし、
扱い高基準割引の対象となる既存オーダーを変更した場合は、オーダー入力時にオーダーの価格再設
定は行われません。そのオーダーと後続のオーダーに変更を反映させるには、販売高レベル調整の再
適用レポート（R45900）を実行する必要があります。

受注オーダー行が分割されると、リベート取引集計（F4078）テーブルとリベート取引明細（F4079）テーブ
ルにその情報が書き込まれます。扱い高基準処理時には、次のテーブルも使用されます。

• F4102

• F4074

• F40UI74

• 受注オーダー明細（F4211）

関連項目:

第 7 章、 「購買構造の利用」 、 103ページ

第 9 章、 「補足調整の使い方」 、 「リベート調整の使い方」 、 135ページ

JD Edwards EnterpriseOne 受注管理 9.0 製品ガイド、 「受注オーダーの入力」、 「受注オーダー見出し
および明細情報の入力」

事前設定

受注オーダー入力プログラム（P4210）の処理オプションの「処理」タブにある「販売高トランザクションの
累計の調整」に値を指定します。

扱い高基準の設定に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

調整制御の修正 W4071C 「価格調整のセットアッ
プ」（G4231112）、「価格
調整の定義」

「調整タイプの処理」フォー
ムで調整を検索して、「選
択」ボタンをクリックします。

「価格調整の定義」フォー
ムの「フォーム」メニュー
から「調整制御の修正」
を選択します。

扱い高基準調整を有効に
します。

価格調整明細の改訂 W4072A 「価格調整のセットアップ」
（G4231112）、「価格/調整
詳細の改訂」

「調整明細の処理」フォー
ムで扱い高基準調整を検
索して、「選択」ボタンをク
リックします。

扱い高基準情報を設定
します。
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扱い高基準調整の有効化

「調整制御の修正」フォームにアクセスします。

扱い高基準情報の設定

「価格調整明細の改訂」フォームにアクセスします。

扱い高単位 扱い高基準調整の数量の記録に使用される単位（たとえば、個数は「EA」、
箱数は「BX」）を入力します。

扱い高通貨 扱い高基準価格調整の基準となる通貨コードを入力します。

オーダー数 扱い高基準調整用に定義されているオーダー数を入力します。

リベート調整の使い方
この項では、リベート調整、リベート見越し調整、通常の購買リベート、仕入先販売証明リベート、階層別
リベートの概要、事前設定、および次の方法について説明します。

• リベートしきい値の定義

• 仕入先販売証明リベートの作成

リベート調整について

リベートは、一定期間に大量の商品またはサービスを顧客に購入してもらう目的で使用します。顧客の
購買量が一定のしきい値に達した場合に、顧客にリベートを提供できます。

金額履歴テーブルに集計されている、複数のオーダーの合計金額、合計数量または合計重量に基づい
て、リベートを計算します。リベート金額は、総勘定元帳にも集計し負債を明確にします。

顧客の売上合計がリベートしきい値に達すると、リベート金額が計算されます。この時点で、リベート受
取先に対してクレジット・オーダーを生成できます。

リベート調整を定義し、適用対象となる各受注オーダーのうち、見越し調整する割合を指定します。

参照: JD Edwards EnterpriseOne 受注管理 9.0 製品ガイド、 「受注オーダーの入力」、 「受注オーダー見
出しおよび明細情報の入力」

リベート見越し調整の作成例

この例では、顧客4183、品目CLRD100に対して売上高リベートを定義します。このためには、次のことが
必要です。

• 総勘定元帳にリベート情報を見越し入力するようにリベート調整を定義します。

係数を4%に定義し、各オーダー明細行の4%を総勘定元帳に見越し入力するようにします。

• リベートしきい値の定義

100,000を超えた場合に2%、200,000を超えた場合に3%のリベートを支払うように設定します。通貨はUSD
です。リベートの有効期間は、今年の6月20日から12月31日です。

6月30日に、顧客4183、品目CLRD100、金額50,000のオーダーを入力します。
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売上更新時に、売上の数量と金額が売上高実績に記録されます。売上合計がリベートしきい値と比較さ
れ、リベート金額を計算する必要があるかどうかが決定されます。また、総勘定元帳に仕訳が作成され、
リベートの負債見込み額が計上されます。

この例では、オーダー合計が最初のリベートしきい値より少ないため、リベート金額は計算されません。
この情報が売上高実績に反映されます。

• オーダー実績合計 = 50,000

• リベート金額 = 0

バッチ・タイプIの仕訳が作成され、次の売上が記録されます。

• （借）売掛金 = 50,000

• （貸）売上 = 50,000

次の仕訳が作成され、リベート債務（オーダー金額の4%）が記録されます。

• （借）見越し割引 = 2,000（50,000 × 4%）

• （貸）リベート未払い金 = 2,000

売上高実績リベート勘定に累計される金額に対して、AAI（自動仕訳）4280を定義します。

次の情報を使用して、顧客4183の品目CLRD100の追加オーダーを入力します。

• 7月15日 = 100,000

• 7月30日 = 100,000

売上更新時に、売上高実績に次の項目が記録されます。

• オーダー実績合計 = 250,000

• リベート金額 = 7,500

顧客のオーダー実績が2番目のリベートしきい値に達すると、リベート金額がオーダー実績合計の3%で
計算されます（250,000 × 0.03 = 7,500.00）。

仕訳の作成では、見越し調整にある4%が使用されます。売上更新時に、この2つのオーダーに対して次
の仕訳が作成されます。

• （借）売掛金 = 200,000

• （貸）売上 = 200,000

• （借）見越し割引 = 8,000

• （貸）リベート未払い金 = 8,000

注意: 元帳のリベート未払い金合計は10,000（2,000 + 8,000）ですが、売上高実績のリベート未払い金額
は7,500になります。

8月1日にクレジット・オーダーを作成します。元帳に仕訳は作成されていますが、クレジット・オーダーを
発行するには、先にクレジット・メモを送信する必要があります。送信したクレジット・メモに基づいて、クレ
ジット・オーダーが作成されます。正しいAAIを使用するため、クレジット・オーダーの元帳クラス・コードが
調整に読み込まれます。販売先住所には、調整で定義した受取先が使用されます。

次に、売上更新プログラムを実行して、クレジット・オーダーの元帳仕訳を作成します。

• （借）収益 = 7,500
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• （貸）売掛金 = 7,500

リベート金額のフィールドをリセットするようにリベートしきい値を定義した場合は、売上高実績テーブル
は次のように更新されます。

• リベート金額 = 0

• 支払済リベート = 7,500

リベート情報の検討

リベート実績照会プログラム（P4078）を使用して、各顧客のリベート履歴を取り込むことができます。この
プログラムを使用して、過去と現在のリベート状況やリベート条件を満たすオーダーを確認できます。販売
リベート履歴記録レポート（R42780）では、リベート条件を満たす顧客およびその売上高が表示されます。

リベート見越し調整について

リベート調整を定義し、適用対象となる各受注オーダーのうち、見越し調整する割合を指定します。

調整設定時に、リベート見越し調整とリベート受取先を指定してください。リベートの調整定義を設定しな
いと、その他のリベート情報にはアクセスできません。

リベート見越し調整の詳細は、調整スケジュールの設定時に定義します。リベートの価格調整詳細を定
義すると、見越し勘定科目に準備される金額が決まります。しきい値に達した顧客に支払うリベート金額
はこの見越し勘定科目から支払われます。「価格調整明細の改訂」フォームの「係数」フィールドと「基準
コード」フィールドに入力した情報により、該当する各受注明細行に対して見越し調整するリベート金額
が計算され、総勘定元帳に転記されます。

顧客のリベート適用対象限度を設定するには、リベートしきい値を使用します。売上高実績で累計した顧
客販売合計としきい値を比較して、顧客がリベート対象であるか、どのレベルであるかが決まります。

通常の購買リベートについて

通常の購買リベートでは、顧客は仕入先から一定金額の購入を行った後に、その仕入先からリベートを
受け取ることができます。通常の購買リベートは、購買オーダーにのみ適用されます。顧客は、通常の購
買リベートの受取先としてリベート履歴に記録されます。

次の表に、通常の購買リベートを顧客に適用するための2つの方法を示します。

方法 定義

売掛金請求書（デビット・メモ） デビット・メモを使用し、リベート請求の生成バッチ・プ
ログラム（R42770）を実行して、受注オーダーを作成し
ます。このプログラムでは、販売先顧客に仕入先の住
所録番号が使用されます。受注オーダーを基に、仕入
先が流通センターまたは個人に請求書金額を支払
い、リベートを処理します。

買掛金貸方（クレジット・オーダー） クレジット・オーダーを使用して、リベート請求の作成
バッチ・プログラムを実行して、購買オーダー明細テー
ブル（F4311）にクレジット・オーダーを生成します。流通
センターまたは個人は、貸方と仕入先への支払を相殺
するか、または貸方をJD Edwards EnterpriseOne売掛管
理システムに移して請求書を生成します。
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購買オーダーを作成すると、価格履歴プログラムで通常の購買リベートが表示されます。買掛金伝票入
力（P0411）プログラムを使用して、リベートが見越し調整されます。

通常の購買リベートには、次のAAIが使用されます。

• 4515: 見越しリベート

• 4520: 未収リベート

伝票照合により、通常の購買リベートが見越し計上され、F4078テーブルとF4079テーブルが更新されま
す。通常の購買リベート処理時には、次のテーブルも使用されます。

• 購買リベート実績F4343

• F4071

• F4074

• F40UI74

関連項目:

第 9 章、 「補足調整の使い方」 、 「リベート調整の使い方」 、 135ページ

第 5 章、 「スケジュールと調整の使い方」 、 「調整定義の利用」 、 60ページ

仕入先販売証明リベートについて

流通業者が仕入先品目の一定量を顧客に販売した場合、仕入先販売証明リベートを使用して、仕入先
からリベートを受け取ることができます。たとえば、流通センターが特定の顧客または顧客グループに新
製品を販売した場合にリベートを受け取るようにすることで、仕入先は新製品の販売を促進できます。

次の表に、仕入先販売証明リベートを流通センターまたは個人に適用するための2つの方法を示します。

方法 定義

売掛金請求書（デビット・メモ） デビット・メモを使用し、リベート請求の生成バッチ・プロ
グラムを実行して、受注オーダーを作成します。この
プログラムでは、販売先顧客に仕入先の住所録番号
が使用されます。受注オーダーを基に、仕入先が流通
センターまたは個人に請求書金額を支払い、リベート
を処理します。

買掛金貸方（クレジット・オーダー） クレジット・オーダーを使用して、リベート請求の作成
バッチ・プログラムを実行して、買掛金元帳にクレジッ
ト・オーダーを作成します。流通センターまたは個人
は、貸方と仕入先への支払を相殺するか、または貸方
をJD Edwards EnterpriseOne売掛管理システムに移し
て請求書を生成します。

受注オーダー入力プログラムを使用して、仕入先販売証明リベートを適用します。「価格履歴」フォーム
で、「フォーム」メニューの「仕入先証明の表示/非表示」オプションを選択すると、受注オーダー行に販売
証明リベートが表示されます。

注意: 不要な調整は取り消してください。ただし、仕入先販売証明リベートが適用されている受注オー
ダー行の調整を削除する場合は、仕入先販売証明リベートを表示してから、受注オーダー行の調整を削
除する必要があります。
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仕入先販売証明リベートには、次のAAIが使用されます。

• 4515: 見越しリベート

• 4520: 未収リベート

受注オーダーを入力したら、売上更新バッチ・プログラム（R42800）を実行して総勘定元帳にリベートを転
記する必要があります。このプログラムにより、F4078テーブルとF4079テーブルが更新されます。仕入先
リベート処理時には、次のテーブルも使用されます。

• F4071

• F4074

• F40UI74

関連項目:

第 5 章、 「スケジュールと調整の使い方」 、 「調整定義の利用」 、 60ページ

JD Edwards EnterpriseOne 受注管理 9.0 製品ガイド、 「受注オーダーの処理」

JD Edwards EnterpriseOne 調達管理 9.0 製品ガイド、 「伝票の作成」、 「伝票の作成」

階層別リベートについて

階層別リベートは、購買構造内にリベートを定義する必要がある場合に作成します。購買構造の集計リ
ベートは、通常のリベートとは異なります。リベートを見越し計上する階層やリベートを適用する受取先階
層を個別に設定できます。また、購買構造の階層リベートを使用して、顧客（親）の子会社（子）にリベー
トを適用できます。

階層別リベートを設定する場合は、リベートを見越し処理するレベルを指定します。また、リベートの受
取先レベルも指定します。

価格調整スケジュール・プログラムで集計階層を指定します。また、リベート集計を子の階層に適用する
場合は、「調整スケジュールの改訂」フォームで「継承フラグ」を選択する必要があります。

受取先には、顧客の住所番号または購買構造の階層レベルのいずれかを指定します。受取先階層のレ
ベルが、集計階層に定義した階層レベルと同じか、またはそれより上のレベルであることを確認してくだ
さい。

受取先と集計値が決定すると、階層別リベートは他のすべてのリベートと同様に処理されます。

事前設定

価格管理固定情報の「価格調整の決定方法」フィールドを、価格設定の住所番号、価格調整スケジュー
ル、またはその両方を使用するように設定します。

関連項目:

第 7 章、 「購買構造の利用」 、 103ページ

JD Edwards EnterpriseOne 住所録 9.0 製品ガイド、 「親/子関係と組織構造の設定」
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リベート調整の処理に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

価格調整の定義 W4071A 「価格調整のセットアップ」
（G4231112）、「価格/調整
スケジュールの改訂」

「調整スケジュールの処
理」フォームで処理対象の
調整スケジュールを検索
して、「選択」ボタンをク
リックします。

「価格調整スケジュールの
改訂」フォームで調整レ
コードを選択して、「ロー」メ
ニューの「調整名」を選択
します。

リベート調整のタイプを指
定します。たとえば、リ
ベート見越し調整を定
義できます。

価格調整スケジュー

ルの改訂

W4070C 調整を定義したら、「価格調
整の定義」フォームで「OK」
ボタンをクリックします。

価格調整に関するスケ
ジュール情報の入力およ
び改訂を行います。

リベートしきい値の改訂 W4077B 「価格調整スケジュールの
改訂」フォームで調整レ
コードを選択して、「ロー」
メニューの「調整明細」
を選択します。

「調整明細の処理」フォー
ムで、「追加」ボタンをク
リックします。

「優先階層の選択」フォー
ムで優先階層を選択して、
「選択」ボタンをクリック
します。

「価格調整明細の改訂」
フォームでレコードを選
択して、「OK」ボタンをク
リックします。

「調整明細の処理」でレ
コードを選択して、「ロー」メ
ニューの「リベート」を選択
します。

「リベートの処理」フォー
ムで、「追加」ボタンをク
リックします。

有効日付、しきい値金額、
通貨コード、単位などのリ
ベート情報を指定します。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

調整制御の修正 W4071C 「価格調整のセットアッ
プ」（G4231112）、「価格
調整の定義」

「調整タイプの処理」フォー
ムで、「追加」ボタンをク
リックします。

「調整制御コード」の「仕入
先販売証明」を選択して、
調整を仕入先販売調整
に指定します。

通常の購買リベートを
作成します。

価格調整の定義 W4071A 「調整制御の修正」フォー
ムで「OK」ボタンをクリック
します。

リベート・タイプ、リベートの
処理方法、リベートの計
算レベル（たとえば、行
レベル、オーダー・レベ
ル）などのリベート情報を
指定します。

リベートしきい値の定義

「リベートしきい値の改訂」フォームにアクセスします。

「リベートしきい値の改訂」フォーム

しきい値 リベートを適用するかどうか決定するために販売合計値と比較する値を入
力します。しきい値には、数量、重量、または販売額を定義できます。しき
い値タイプの定義は、「価格調整の定義」の「レベル区切りタイプ」で設定
します。

リベート係数 リベート金額の計算方法を指定します。「リベート・タイプ」フィールドにコー
ドを入力して、リベートの適用方法を制御します。

たとえば、一定金額を適用したり、売上合計のパーセントを計算するよう
に指定できます。
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実績リセット リセットする場合は、「1」を入力します。顧客のリベート合計が一定の値に
達した状態でクレジット・オーダーを作成すると、販売実績の合計がリセッ
トされ、支払済リベートがゼロに設定されます。

リセットしない場合は、「0」を入力します。クレジット・オーダーの作成時に、
販売実績の合計と支払済リベートはリセットされず、現在の値が維持され
ます。

仕入先販売証明リベートの作成

「調整制御の修正」フォームにアクセスします。

変動価格調整の使い方
この項では、変動価格調整の概要と、次の方法について説明します。

• 変動調整の作成

• 計算式調整の作成

変動価格調整について

変動価格調整を使用して、価格が頻繁に変動する品目の価格および有効日付を設定します。価格変数
テーブル（F4075）に基づく調整を作成できます。

F4075テーブルから価格調整を作成した場合は、必ずテーブルに一時変更調整を添付します。これによ
り、変動価格調整に応じて他の価格もすべて一時変更できます。

計算式は、複雑な価格構造を定義するときに使用できるツールです。簡単な式から複雑な式まで自由に
定義できます。計算式を定義する際、F4075テーブルまたはF4211テーブルのいずれかを参照できます。
計算式には、計算単位と通貨コードを指定することもできます。

計算式は、複数の要素から構成されています。この要素は、特定の数値、テーブル、または数学演算を
参照または指定します。計算式の各要素は、特殊文字を使って示す必要があります。これらの特殊文字
は、システム設定時に価格設定固定情報で定義します。

計算式の値は、一般的な代数式と同じようにして求められます。計算式の例を次に示します。

0.90*&GOLD

各要素の意味は、次のとおりです。

• 0.90は、90%を表しています。

• アスタリスク（*）は、乗算を表しています。

• アンパサンド（&）は、GOLDが変動価格コードであることを表しています。

したがって、この計算式は、品目の価格が金（GOLD）の現行価格の90%であることを示しています。
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変動価格調整の処理に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

価格調整明細の改訂 W4072A 「価格調整のセットアップ」
（G4231112）、「価格/調整
詳細の改訂」

「調整明細の処理」フォー
ムで「価格調整コード」を入
力して、「追加」ボタンをク
リックします。

「優先階層の選択」フォー
ムで変動調整の優先階層
を選択して、「選択」ボタン
をクリックします。

適切な調整情報を入力
します。

価格変動コードの処理 W4075C 「価格調整明細の改訂」
フォームでレコードを選択し
て、「ロー」メニューの「価格
変動」を選択します。

変動価格コード、単位な
ど、価格変動調整に関す
る情報を指定します。

価格計算式の改訂 W4076A 「価格調整明細の改訂」
フォームでレコードを選択し
て、「ロー」メニューの「価格
計算式」を選択します。

価格計算式調整の計算式
を指定します。

計算式で使用する要素
は、システム固定情報で定
義する必要があります。

テーブル・フィールドの記述 W4076E 「価格計算式の改訂」フォー
ムで、「フォーム」メニューの
「フィールド」を選択します。

価格計算式にF4211テーブ
ルのフィールドを含めます。

価格変動コードの処理 W4075C 「価格計算式の改訂」フォー
ムで、「フォーム」メニューの
「価格変動」を選択します。

価格計算式に価格変動
コードを含めます。

変動調整の作成

「価格調整明細の改訂」フォームにアクセスします。

計算式調整の作成

「価格計算式の改訂」フォームにアクセスします。

通過逓減の使い方
この項では、通過逓減の概要と通過逓減調整の作成方法について説明します。
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通過逓減について

調整の定義時に、受注オーダー行に通過逓減に基づいて複数の割引の設定および適用ができます。通
過逓減とは、あるレベル区切りまたはしきい値金額に達した場合に発生する割引です。これは累計値に
基づいて計算され、調整対象の受注明細行の単価に反映されます。通過逓減は、数量または重量を基
に計算することもできます。

「価格履歴」フォームの「基準値」フィールドに割引量が、「調整計算式」フィールドに通過逓減式が表示
されます。

また、請求書の印刷（R42565）レポートおよび購買オーダー印刷（R43500）レポートに通過逓減調整の基
準値および係数を表示できます。

注意: 通過逓減は、バスケット・レベルおよびオーダー・レベルの調整には使用できません。また、通過
逓減の計算は累積オーダーに対しては行われません。たとえば、顧客が月曜日に10トン、火曜日にさら
に10トンの品目をオーダーした場合、価格設定はオーダーごとに行われます。複数のオーダーに対して
通過逓減割引を使用するには、扱い高基準を使用して通過逓減を設定する必要があります。

通過逓減割引の例

この例では、基本価格100.00の品目の通過逓減を設定する方法を説明します。次のように品目に割引
を適用できます。

• 0から99個: 0%割引

• 100から199個: 10%割引

• 200から299個: 20%割引

• 300個以上: 30%割引

次の情報を使用して、しきい値を設定します。

• 99個: 10%

この割引は、99個を超える数量に適用されます。

• 199個: 20%

この割引は、199個を超える数量に適用されます。

• 299個: 30%

この割引は、299個を超える数量に適用されます。

オーダー数量が250の場合、品目価格は次の方法で計算されます。

• 99（個数） × 100.00（価格） = 9,900.00

• 100（個数） × 90.00（価格） = 9,900.00

• 51（個数） × 80.00（価格） = 4,080.00

• 22,980.00（価格合計） / 250（個数） = 91.92（1個当たりの価格）

受注オーダーの明細行に保持できる単価は1つのみなので、しきい値の対象となる数量ごとに通過逓減
の調整を行って最終的な価格が求められます。

関連項目:

第 5 章、 「スケジュールと調整の使い方」 、 「調整定義の利用」 、 60ページ

第 9 章、 「補足調整の使い方」 、 「扱い高基準の設定」 、 133ページ
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通過逓減の処理に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

価格調整の定義 W4071A 「価格調整のセットアッ
プ」（G4231112）、「価格
調整の定義」

「調整タイプの処理」フォー
ムで、調整を定義するか、
または既存の調整を検索
して、「選択」ボタンをク
リックします。

通過逓減調整を作成しま
す。処理対象の調整に
は、行レベル調整を指定
してください。

価格調整明細の改訂 W4072A 「価格調整のセットアップ」
（G4231112）、「価格/調整
詳細の改訂」

「調整明細の処理」フォーム
で調整行を検索して、「選
択」ボタンをクリックします。

通過逓減調整のしきい値
を入力します。

通過逓減調整の作成

「価格調整の定義」フォームにアクセスします。

通過逓減の使用 通過逓減調整を使用する場合に選択します。通過逓減調整は、各しきい
値レベルから適用される一連のレートに基づいて計算されます。このオプ
ションの選択を解除すると、一定レートの調整が適用されます。一定レート
の調整では、該当するしきい値に基づいて価格が計算されます。

注意: 通過逓減を選択した場合、この調整に粗利益調整（基準コード9）は
追加できません。

このオプションを選択した場合、「基本価格変更（Y/N）」チェックボックスを
選択することはできません。ただし、通過逓減をアップセル調整とともに使
用する場合は、「基本価格変更（Y/N）」チェックボックスが有効になります。

次以降の行に情報を入力するときには、しきい値（「開始レベル」）フィール
ドおよび「係数」フィールドの値以外は、最初のレコードのフィールド値がす
べて自動的にコピーされます。たとえば、同じ調整の異なるしきい値に対し
て、別々の基準名や単位は指定できません。このため、変更可能な値は、
「係数」フィールドの値のみとなります。

粗利益調整の作成
この項では、粗利益調整の概要、事前設定、および次の方法について説明します。

• 目標粗利益調整の優先詳細の定義

• 目標粗利益調整の上限と下限の定義
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粗利益調整について

粗利益調整を使用して、指定したパーセント値を正味価格に追加する調整を定義できます。また、受注
明細行に粗利益調整を直接入力し、価格履歴に手動で調整を作成することもできます。

優先情報を使用して、目標粗利益の最小および最大値を定義し、目標に品目、品目グループ、顧客、お
よび顧客グループ・レベルを定義できます。粗利益優先情報を使用して、最小および最大値をパーセント
で定義できます。利益がこの範囲に収まらない場合は、エラーが表示されます。

事前設定

受注オーダーで粗利益調整を使用するには、事前に受注オーダー入力プログラム（P4210）の処理オプ
ションの「売上高総利益率」タブにある「売上高総利益率の価格設定」を有効にします。

粗利益の最小および最大値の優先情報を設定するには、UDC 40/APに粗利益の詳細優先タイプ・コー
ドを定義する必要があります。

粗利益調整の作成に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

価格調整明細の改訂 W4072A 「価格調整のセットアップ」
（G4231112）、「価格/調整
詳細の改訂」

「調整明細の処理」フォー
ムで調整レコードを検索
して、「選択」ボタンをク
リックします。

「基準コード」フィールドに
「9」（粗利益）を入力し、「係
数」フィールドに粗利益率
を定義します。

通貨コードおよびしきい値
単位を定義します。

粗利益調整を指定します。

受注オーダー明細の改訂 W4210A 「受注オーダー処理」
（G4211）、「受注明細」

「受注残/完了オーダー照
会」フォームで「追加」をク
リックします。

受注オーダー情報を入力
し、「粗利益率」フィールド
に粗利益率を入力します。

粗利益率を入力します。

優先定義の改訂 W4071A 「詳細優先情報」
（G40311）、「詳細優先情
報名の改訂」

「優先タイプの処理」フォー
ムで、「追加」をクリック
します。

目標粗利益調整の詳細優
先情報を設定します。

目標粗利益調整を設定
します。
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ページ名 オブジェクト名 ナビゲーション 用途

優先情報詳細の改訂 W4072A 「詳細優先情報」
（G40311）、「詳細優先情報
詳細の改訂」

「優先詳細の処理」フォー
ムの「優先調整名」フィール
ドに目標粗利益（GPM）を
入力し、「追加」ボタンをク
リックします。

調整を、品目のみに適用す
るか、品目グループのみに
適用するか、またはすべて
の品目と顧客に適用する
かを指定します。

「優先情報詳細の改訂」
フォームで、調整レベル、
単位、有効日付を入力
します。

目標粗利益調整の優先詳
細を定義します。

優先値の改訂 W4072D 「優先情報詳細の改
訂」フォームで、「ロー」
メニューの「優先詳細」
を選択します。

優先順序および目標利益
の上限および下限を入力
します。

目標粗利益調整の制限を
定義します。

目標粗利益調整の優先詳細の定義

「優先情報詳細の改訂」フォームにアクセスします。

「優先情報詳細の改訂」フォーム

Copyright © 2003, 2008, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. 147



補足調整の使い方 第 9 章

目標粗利益調整の上限と下限の定義

「優先値の改訂」フォームにアクセスします。

「優先値の改訂」フォーム

順序No. 計算実行時に使用される処理順序を入力します。

比較の下限 調整の下限値を入力します。パーセントの値を指定します。たとえば、下
限値に粗利益10%を指定する場合は「10」を入力します。

比較の上限 調整の下限値を入力します。パーセントの値を指定します。たとえば、上
限値に粗利益20%を指定する場合は「20」を入力します。

期間延長条件調整の作成
この項では、期間延長条件調整の概要、事前設定、および次の方法について説明します。

• 期間延長条件調整の優先詳細の定義

• 期間延長条件調整の支払期間の定義

期間延長条件調整について

割引率を上げるかわりに支払期限を延長する場合に、期間延長条件調整を設定します。期間延長条件
調整は、バスケット・レベルの調整です。たとえば、品目のバスケットを設定しておき、バスケット内の品
目に対する顧客の購買オーダーが10,000より多い場合に、支払期限を30日以内のかわりに60日以内に
変更するように調整を定義できます。

事業所品目に定義される単一バスケットと、期間延長条件調整を設定する場合の拡張バスケットの両
方を使用できます。

事前設定

受注明細レコードの価格再設定を有効にして期間延長条件調整を設定できるようにするには、受注明
細レコードの価格再設定の繰り返しを可能に設定する必要があります。オーダー・レベル/バスケット・レ
ベル価格プログラム（R42750）の処理オプションの「更新オプションの入力」タブにある「価格再設定の繰
り返し許可」フィールドに「1」を入力します。

UDC 40/APに期間延長条件の詳細優先タイプ・コードを定義する必要があります。
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期間延長条件調整の作成に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

優先定義の改訂 W4071A 「詳細優先情報」
（G40311）、「詳細優先情
報名の改訂」

「優先タイプの処理」フォー
ムで、「追加」をクリック
します。

期間延長条件の調整の詳
細優先情報を設定します。

優先情報詳細の改訂 W4072A 「詳細優先情報」
（G40311）、「詳細優先情報
詳細の改訂」

「優先詳細の処理」フォー
ムの「優先調整名」フィール
ドに期間延長条件の優先
情報を入力し、「追加」ボタ
ンをクリックします。

調整レベル、単位、有効日
付を入力します。

期間延長条件調整の優先
詳細を定義します。

優先値の改訂 W4072D 「優先情報詳細の改
訂」フォームで、「ロー」
メニューの「優先詳細」
を選択します。

「順序No.」、「ビジネスユ
ニット」、および「支払条件
コード」の値を入力します。

期間延長条件調整の延長
支払条件を定義します。

期間延長条件調整の優先詳細の定義

「優先情報詳細の改訂」フォームにアクセスします。

期間延長条件調整の支払期間の定義

「優先値の改訂」フォームにアクセスします。

順序No. 計算実行時に使用される処理順序を入力します。

シップ・アンド・デビット調整の使い方
この項では、シップ・アンド・デビット調整とシップ・アンド・デビット調整明細の概要、事前設定、および次
の方法について説明します。

• シップ・アンド・デビット調整の定義

• 調整残高（P45715）の処理オプションの設定

• シップ・アンド・デビット調整残高の設定
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シップ・アンド・デビット調整について

流通業者、仕入先、および製造業者は、特定の部品や製品に関する価格およびコスト変動について契
約を交わすことがよくあります。電子産業界では、この契約はシップ・アンド・デビット調整として知られて
います。

シップ・アンド・デビット処理は、在庫移動業務に役立つよう設計されています。この処理を使用すること
により、割引価格を使用して一定期間における販売を促進できます。

シップ・アンド・デビット調整では、在庫原価は変更されません。かわりに、在庫原価は売上原価の引下げ
として処理され、会社の粗利益に反映されます。したがって、この調整はコミッション金額にも影響します。

シップ・アンド・デビット調整は仕入先別および品目別に設定できます。通常、シップ・アンド・デビット調整
は時間に依存します。仕入先との間の調整用に設定した期間を指定できます。シップ・アンド・デビット処
理を使用すると、これらの複雑な調整およびその結果生じる請求処理を管理できます。

最低価格または最高価格を使用し、特定の品目、顧客、品目グループ、顧客グループまたはこれらの組
合せの単価を調整するように、シップ・アンド・デビット調整を設定できます。たとえば、ある品目の入荷価
格が設定した最低価格または最高価格の範囲内である場合、その品目の単価は調整されません。入荷
価格が設定した最低価格より低いか、最高価格より高い場合は、その品目の単価が調整されます。

参照: 第 5 章、 「スケジュールと調整の使い方」 、 「調整定義について」 、 60ページ

価格マトリックス・プログラム（P4590）を使用して、F4072テーブルに多数の調整明細レコードを追加し、
編集できます。このプログラムを使用すると、調整明細レコードのビューにアクセスでき、価格設定情報
を迅速に入力および更新できます。

参照: 第 6 章、 「価格設定の使い方」 、 「価格マトリックスについて」 、 95ページ

注意: シップ・アンド・デビット契約に販売リベートを含める（デザイン・ウィン契約）場合は、JD Edwards
EnterpriseOne価格管理システムのリベート価格設定調整を使用します。

参照: 第 9 章、 「補足調整の使い方」 、 「リベート調整の使い方」 、 135ページ

シップ・アンド・デビット品目

調整に使用するシップ・アンド・デビット品目を設定する必要があります。商慣習に従って、各品目の組込
/除外規則を設定する必要があります。

注意: 各品目に設定できるのは、組込規則または除外規則のどちらか1つです。ビジネス・プロセスの変
更に伴ってシップ・アンド・デビット品目の組込/除外規則を変更する必要がある場合は、全品目を削除し
てから規則を変更し、品目を再入力する必要があります。

受注オーダー処理のシップ・アンド・デビット

シップ・アンド・デビット調整が設定されている品目およびシップ・アンド・デビット契約が入力されている仕
入先を含む受注オーダーで「OK」をクリックすると、シップ・アンド・デビット調整が適用されます。処理オ
プションの設定に従って、サブシステムまたはバッチ処理で処理されます。

「受注残/完了オーダー照会」フォームから「シップ・アンド・デビット履歴」フォームにアクセスできます。
「シップ・アンド・デビット履歴」のデータを使用して、価格設定計算式、原価情報、および契約の明細情報
を検討します。また、「シップ・アンド・デビット履歴」では、粗利益の結果を確認できます。

受注オーダーの入力でシップ・アンド・デビット調整を処理する際は、仕入先番号を基本仕入先番号と同
じにします。基本仕入先番号は事業所品目で設定するか、またはオーダー入力時に手動で入力します。
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調整は時間に依存し、常に変更の可能性があるため、出荷確認や売上更新などの処理時に調整を再評
価できるようになっています。シップ・アンド・デビット調整は、受注明細の約束出荷日付に基づきます。
実際の出荷日付が約束出荷日付と異なる場合は、契約が再度割り当てられます。

受注オーダー行に割り当てられた調整は、出荷確認時または売上更新の実行時に完了します。

受注オーダー処理時に再計算や契約の再度割当が自動的に行われるようにするには、次のいずれか
のプログラムの処理オプションを設定します。

• 受注オーダー入力（P4210）

• 保留オーダー・リリース（P43070）

• バックオーダー・リリース/レポート（R42118）

• ピッキング・リストの印刷（R42520）

• 出荷確認（P4205）

• 売上更新（R42800）

技術上の考慮事項

次の表に、受注オーダー処理におけるシップ・アンド・デビット調整の処理に使用する技術コンポーネント
を示します。

コンポーネント 説明

伝票タイプSO シップ・アンド・デビット品目を含む受注オーダーを入力
する場合に伝票タイプSOを使用します。

AAI 4234 シップ・アンド・デビットの見越し勘定および仮勘定の
AAI（4234）を設定します。

保証請求レコード/保証請求仮払仕訳の作成（R45800） 売上更新前に、保証請求/保証請求仮払仕訳の作成
プログラム（R45800）のバージョンを作成します。シッ
プ・アンド・デビット調整を含むオーダーを処理すると
きには、顧客売上更新プログラムでこのバージョンを
実行します。

コミッション管理（P42120） コミッション金額の変更を検討する場合に、コミッション
管理プログラムを使用します。コミッション金額の変更
は、シップ・アンド・デビット調整を含むオーダーの粗利
益のうちの売上原価の引下げに基づいて行われます。

シップ・アンド・デビット保証請求

シップ・アンド・デビット調整の保証請求は、保証請求レコード/保証請求仮払仕訳の作成プログラムを実
行すると作成されます。作成した保証請求は、承認を得るために仕入先に送ることができます。保証請
求は、電子データ交換（EDI）を使用して送信できます。

保証請求レコード/保証請求仮払仕訳の作成プログラムにより、シップ・アンド・デビット保証請求テーブ
ル（F4576）が更新され、シップ・アンド・デビット履歴テーブル（F4575）内の期限が終了したデータが削除
されます。また、コミッション・レコードも更新されます。

保証請求が承認されると、仕入先の買掛金に反映され、保証請求の金額分減らされます。保証請求の
適用は、シップ・アンド・デビット保証請求プログラム（P4576）を使用して、手動または自動で行うことが
できます。
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顧客売上更新プログラムを実行する際には、保証請求/保証請求仮払仕訳の作成のバージョンを作成
する処理オプションを設定します。保証請求/保証請求仮払仕訳の作成プログラムを実行すると、オー
ダー行の借方金額合計の分だけ売上原価勘定が借方計上されます。同じ売上原価勘定の借方金額は、
AAI 4234を使用して、見越し勘定または仮勘定に入力する必要があります。また、保証請求レコード/保
証請求仮払仕訳の作成プログラムにより、F4576テーブルが更新され、F4575テーブルの期限が終了し
た調整データが削除されます。

保証請求の承認は、仕入先に送信する前と仕入先から承認された後のどちらでも行えます。シップ・アン
ド・デビットの保証請求レポート（R47761Z1）を使用して、シップ・アンド・デビット保証請求の未編集レコー
ド・テーブル（F4576Z1）の保証請求レコードを更新します。

仕入先から承認を受けたら、シップ・アンド・デビット更新プログラム（R47762Z1）を実行してF4576テーブ
ルを更新します。

注意: 保証請求が却下された場合は、F4576テーブルを手動で更新する必要があります。

シップ・アンド・デビット調整明細について

シップ・アンド・デビット調整明細では、調整計算に使用されるパラメータを指定します。調整明細では、
基準コードを指定することにより柔軟な設定が行えます。シップ・アンド・デビット調整の基準コード（係数
値方式）には、「1」または「4」を選択してください。

係数値方式は、仕入先から原価または値引率の情報が提供されているかどうかを考慮して選択します。
仕入先との取引に従って、係数値方式を選択します。

シップ・アンド・デビット調整を設定するときに、シップ・アンド・デビット金額を差し引いてから品目原価を
トラッキングするよう指定できます。調整定義を調整スケジュールに追加する際に、さらに調整明細を定
義できます。

調整残高テーブル（F45715）を参照して、シップ・アンド・デビット調整を適用する数量と日付を確認しま
す。原価情報および計算式に基づいて、仕入先や事業所などのシップ・アンド・デビット調整明細を確認
することもできます。

調整残高プログラム（P45715）を使用して、数量情報を変更できます。また、調整の有効終了日付を割
り当てることもできます。

最初に、シップ・アンド・デビット調整の調整残高を設定します。次に、パラメータを設定し、調整明細残高
の設定時に、調整の残高と明細の関係を割り当てます。

事前設定

ここで説明されているタスクの事前要件を、次に示します。

• シップ・アンド・デビット調整の優先マスターおよび価格階層を設定します。

参照: 第 5 章、 「スケジュールと調整の使い方」 、 「価格管理階層の設定」 、 55ページ

• 仕入先カタログの管理で、シップ・アンド・デビット品目の仕入先表示価格を設定します。

参照: JD Edwards EnterpriseOne 調達管理 9.0 製品ガイド、 「仕入先情報の設定」、 「仕入先および品
目情報の設定」

• 販売価格管理が有効になっていることを確認します。

参照: 第 3 章、 「EnterpriseOne価格管理の設定」 、 「価格管理の固定情報の設定」 、 17ページ
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シップ・アンド・デビット調整の処理に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

伝票タイプの改訂 W40040B 「シップ・アンド・デビット
処理」（G4511）、「伝票
タイプの管理」

「伝票タイプの処理」フォー
ムで、「追加」ボタンをク
リックします。

または、シップ・アンド・デ
ビット処理の設定を行う伝
票タイプを検索して、「選
択」ボタンをクリックします。

シップ・アンド・デビット伝票
タイプを設定します。

シップ・アンド・デビット機能
を使用する前に、シップ・ア
ンド・デビット処理を使用で
きるように伝票タイプを設
定する必要があります。

組込/除外規則の設定 W4513C 「シップ・アンド・デビット処
理」（G4511）、「シップ・アン
ド・デビット品目」

「シップ・アンド・デビット品
目の処理」フォームで品目
を検索して、「フォーム」メ
ニューの「組込/除外規則
の設定」を選択します。

シップ・アンド・デビット品目
を設定します。

レコードがすでに存在する
場合は、組込/除外規則を
変更できません。

調整制御の修正 W4071C 「シップ・アンド・デビット処
理」（G4511）、「調整定義」

「調整タイプの処理」フォー
ムで、「追加」ボタンをク
リックします。

シップ・アンド・デビット調整
を定義します。

価格調整の定義 W4071A 「調整制御の修正」フォーム
で「シップ・アンド・デビット」
オプションを選択し、「OK」
ボタンをクリックします。

特定の価格グループに調
整を適用するかどうかな
ど、シップ・アンド・デビット
調整に関する価格調整オ
プションを選択します。

シップ・アンド・デビット調整
に関する価格調整情報を
入力します。

残高の改訂 W45715B 「シップ・アンド・デビット処
理」（G4511）、「調整残高」

「調整残高の処理」フォー
ムで「調整コード」に値を入
力して、「追加」ボタンをク
リックします。

「優先階層の選択」フォー
ムで優先階層を選択して、
「選択」ボタンをクリック
します。

シップ・アンド・デビット調整
残高を設定します。

調整残高の処理 W45715A 「シップ・アンド・デビット処
理」（G4511）、「調整残高」

シップ・アンド・デビット調整
明細残高を設定します。
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シップ・アンド・デビット調整の定義

「調整制御の修正」フォームにアクセスします。

仕入先とシップ・アンド・デビット契約を締結したら、その契約に基づいて作成される調整情報を定義す
る必要があります。

ターゲット・システム 受注管理や調達管理など、価格調整でサポートされているJD Edwards
EnterpriseOneシステムを選択します。

調整残高（P45715）の処理オプションの設定

処理オプションを使用して、プログラムおよびレポートのデフォルト処理を指定できます。

表示

この処理オプションでは、調整残高プログラムでレコードを表示するかどうかを制御します。また、契約終
了の警告メッセージを表示するタイミングの制御についても、この処理オプションで指定します。

1. 調整残高レコード 表示される調整残高レコードを指定します。値は次のとおりです。

ブランク: すべてのレコードを表示する。

1: アクティブなレコードのみを表示する。

2: アクティブでないレコードのみを表示する。

2. 最小数量パーセント 数量の最小パーセントを指定します。この値よりも少なくなると、契約終了
の警告メッセージが表示されます。最小数量パーセントよりも少なくなった
数量カラムは、別の色で表示されます。

3. 最小残数量 最小の残数量を指定します。この値よりも少なくなると、契約終了の警告
メッセージが表示されます。最小残数量よりも少なくなった数量カラムは、
別の色で表示されます。

4. 残日数の最小パーセント 残日数の最小パーセントを指定します。この値よりも少なくなると、契約終
了の警告メッセージが表示されます。残日数がこの最小パーセントよりも
少なくなった調整の終了日付カラムは、別の色で表示されます。

5. 最小残日数 最小残日数を指定します。この値よりも少なくなると、契約終了の警告メッ
セージが表示されます。残日数がこの最小残日数よりも少なくなった調整
の終了日付カラムは、別の色で表示されます。

処理

この処理オプションでは、調整残高レコードを変更できるかどうか制御します。

1. 調整残高の変更 調整残高レコードの変更を可能にするかどうかを指定します。値は次のと
おりです。

ブランク: 調整残高レコードの変更を不可にする。

1: 調整残高レコードの変更を可能にする。

シップ・アンド・デビット調整残高の設定

「残高の改訂」フォームにアクセスします。
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連絡先 住所録番号を入力して、この契約関連の書類および発生した保証請求の
送付先を指定します。

保証請求方法 発生した保証請求を仕入先に返送する方法を指定します。

基準原価 原価がF4105テーブルの価格とは異なる場合、契約で基準とされる原価を
入力します。

係数値方法 保証請求計算時に使用される係数値の方法を指定します。

シップ・アンド・デビット調整の係数値（基準コード）には、1または4のいず
れかを選択してください。

最大許可数量 契約上許される最大数量を入力します。

契約対象最小数量 この契約の対象となる、取引当たりのオーダー品目の最小数量を入力し
ます。
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価格再設定の使い方

この章では、価格再設定の概要と、次の方法について説明します。

• 価格と調整の変更の確認

• バスケット・マスターの使い方

• 拡張バスケット品目への調整の適用

• オーダー・レベル調整の作成

• 受注オーダーの価格再設定

• 購買オーダーと入荷の価格再設定

• 調整の改訂

価格再設定について
受注オーダーの価格を再設定する調整を定義できます。受注オーダーの価格の再設定は、次のような
理由から必要になります。

• 品目グループに対して、追加の値引きや割増を行う。

• 特別な品目や顧客に対して、異なった価格設定を行う。

• 製品ファミリ内のオーダー品目の総数、総重量、総額に基づいて一括割引を行う。

価格再設定は、オーダー金額、オーダー品目の重量、またはオーダーに含まれている全品目の総数に
基づいて行います。調整を定義する際は、バスケットまたはオーダーのどちらの価格再設定に調整を使
用するかを指定する必要があります。オーダー行の価格再設定は、繰り返し行うことができます。オー
ダー明細行の価格再設定を繰り返し行うには、価格再設定プログラムで対応する価格再設定処理オプ
ションを設定する必要があります。

注意: 価格再設定調整は、受注オーダーに対してのみ使用できます。JD Edwards EnterpriseOne価格管
理と調達管理を使用する場合は、購買オーダー調整の価格再設定は行えません。

価格と調整の変更の確認
この項では、次のレポートの概要を説明します。

• 価格調整の管理（R41840）

• 価格変更の影響を受けるオーダー（R40821）

Copyright © 2003, 2008, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. 157



価格再設定の使い方 第 10 章

レポートには、すべての調整と、調整に対して行われた変更がリストされます。また、レポートには、新規
の調整、有効日、および新規の係数も含まれます。

注意: 調整レポートを実行する際は、更新または追加調整値が一貫して適用されるように、データ選択で
「単位」フィールドを含める必要があります。

価格調整の管理プログラムには、次の調整レポートのバージョンが含まれています。

• 価格調整レポート

• 価格調整の改訂レポート

• 将来調整追加レポート

価格調整の管理プログラム（R41840）は、テスト・モードまたは最終モードで実行できます。テスト・モード
でプログラムを実行すると、最終モードでプログラムを実行する前にレポートを検討して変更を加えること
ができます。このプログラムは、テスト・モードで必要な回数だけ実行できます。

価格調整の管理プログラムのバージョンを設定する際は、基準テーブルから選択されるフィールドを選
択できます。特定のフィールドを選択できる機能は、すべての情報を印刷または更新しない場合に特に
便利です。

また、"価格変更の影響を受けるオーダー"の整合性レポート（R40821）を印刷して、調整の変更により変
更が生じる可能性のあるオーダーを検討することもできます。

価格調整レポートについて

価格調整の管理プログラムでは、選択された各レコードの既存の調整のみが印刷されます。変更または更
新は行われません。このバージョンを実行するには、すべての処理オプションをブランクにしておきます。

価格調整の改訂レポートについて

「価格調整明細の改訂」フォームを使用して、調整内容を個別に変更できます。または、価格調整の管理
プログラムを使用して、調整の変更や追加を行えます。レポート・ライターによって選択された現行の調
整が、新しい調整の基準となります。

このレポートの価格調整の改訂バージョンを選択します。このバージョンは、テスト・モードまたは最終
モードで実行できます。

このプログラムを実行すると、各調整の新旧の係数値を示したレポートが印刷されます。このバージョン
は、調整係数を入力し、処理オプションを設定して作成します。

将来調整追加レポートについて

新しい調整を作成するには、価格調整の管理プログラムの将来調整追加バージョンを選択します。この
バージョンの処理オプションで、新規調整の有効日付を入力します。また、価格調整明細テーブル（F4072）
を更新するかどうかも処理オプションで指定できます。

既存の調整の中で最も新しい有効期限を持つ調整が、新しい調整の基準となります。作成する調整は、
将来の日付で有効になるとみなされます。問題を回避するために、過去の日付に対する調整は作成しな
いでください。また、新しい調整を作成するバージョンに対しては、順序設定を変更しないようにしてくださ
い。順序設定を変更すると、誤ったレコードが使用されます。

新しい調整は、システムによってテーブルに書き込まれる前に変更できます。これを行うためには、調整
タイプと係数を処理オプションに入力します。この情報によって、新しい調整が変更されます。

158 Copyright © 2003, 2008, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.



第 10 章 価格再設定の使い方

調整タイプと係数をブランクにした場合は、現行の調整から調整がコピーされます。新しい調整は作成さ
れません。開始日付と終了日付は必ず指定します。指定しないと情報は処理されません。

テスト・モードでは、これらの調整を処理した場合に発生する追加のリストが印刷されます。最終モードで
は、最終モードを選択したときに作成された追加リストが印刷されます。

価格変更の影響を受けるオーダー・レポートについて

"価格変更の影響を受けるオーダー"の整合性レポート（R40821）には、オーダーの作成日付以降に発
生した調整、価格変動および計算式に対する変更に基づいて変更される可能性のあるオーダーがリス
トされます。

"価格変更の影響を受けるオーダー"は、受注オーダーについてのみ印刷してください。

決済時の価格設定について

入荷の入力中に行われた価格調整を変更できます。これらの差異を記録するために、適切な仕訳が記
録されます。

バスケット・マスターの使い方
この項では、バスケット・マスターの概要、事前設定、および次の方法について説明します。

• バスケット・マスター情報の設定

• バスケット・レベルの調整の作成

バスケット・マスターについて

バスケット・マスター・プログラム（P4550）を使用して、バスケットの入力と管理を行います。バスケット名
（ユーザー定義コード（40/PI）で設定）、バスケットに含まれるすべての品目および品目グループなどバ
スケットのすべての特性を定義します。同じ品目を複数のバスケットに含めることができます。また、複数
のバスケットを調整の対象となるオーダーに適用することもできます。

また、バスケット・マスター・プログラムでは、集計や調整の条件の他、品目および品目グループの価格
設定規則などの品目の特性を定義できます。

集計の条件を設定する際は、バスケットへの調整の適用方法を決定するためのバスケット集計規則（ユー
ザー定義コード（45/BA）で設定）を指定します。調整の適用方法は、バスケット価格設定規則（UDC 45/BP
で設定）の指定内容によっても判断されます。

バスケット・マスター情報

拡張バスケットの機能の使用するには、バスケット調整の適用方法を決定する設定タスクを実行する必
要があります。まず、バスケットに含める品目と品目グループを指定します。バスケットに含まれる品目
に対するバスケット集計規則とバスケット価格設定規則も指定する必要があります。これらを設定するこ
とにより、バスケット全体に1つの値引きを指定するのではなく、特定の品目または品目グループに適用
する値引きを指定できます。

バスケット集計規則には、次のオプションがあります。

• 0: 品目または品目グループをバスケット集計に含めます。最小数量は必要ではありません。

• 1: 品目または品目グループをバスケット集計に含めます。最小数量が必要です。
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• 2: 品目または品目グループをバスケット集計から除外します。最小数量は必要ではありません。

バスケット価格設定規則には、次のオプションがあります。

• 0: 標準バスケット調整を適用します。

• 1: 例外価格設定を適用します。

• 2: 標準価格設定、例外価格設定のいずれも適用しません。

バスケット・マスター・プログラムでは、集計単位、バスケット集計規則、バスケット価格設定規則、有効
開始日付、および期限終了日付を指定できます。それらの情報は、フォームの見出し部分のデフォルト
情報となり、さらに詳細グリッドにデフォルトで表示されます。詳細グリッドには、バスケットに含まれる品
目が表示されます。

マスター・バスケット情報は、バスケット・マスター見出しテーブル（F4550）に保存されます。

バスケット・レベル調整

バスケットの価格再設定では、バスケット価格再設定グループに基づいて品目の価格を修正できます。
品目がバスケット価格再設定グループに含まれているかどうかを判別するために、受注オーダーの明細
行が検索されます。品目がバスケット価格再設定グループに含まれていた場合、新しい価格でオーダー
行が更新されます。

受注オーダーの価格再設定は次の方法で行います。

• オーダー入力後、バッチ・プログラムを使用して実行します。

新しい価格は、当初の受注明細行の価格に基づきます。最初にバスケット価格再設定が実行され、次
にオーダーの価格再設定が実行されます。

• 対話形式でオーダーを入力しながら、受注オーダー入力明細（P4211）から適切なオプションを選択し
て実行します。

バッチ・プログラムによって、最初にバスケット価格再設定が実行され、次にオーダーの価格再設定が
実行されます。

• 受注オーダー入力明細プログラムの「処理」タブで「オーダーの自動価格再設定」オプションを設定した
場合は、オーダー入力時に自動的に実行されます。

バスケット価格再設定グループに含まれている品目に対してオーダーを入力すると、品目の基本価格に
調整が適用されます。価格再設定調整を使用するには、オーダーの価格を再設定するための機能を選
択します。基本価格への変更は、価格再設定調整を反映しています。

オプションを選択することによって、調整に拡張バスケット調整を使用するように指定することもできます。
拡張バスケット調整を指定した場合は、バスケット品目別調整フォームで、調整明細の例外を入力できま
す。拡張バスケット調整を使用しない場合は、標準のバスケット価格再設定が適用されます。

事前設定

拡張バスケット機能を有効にするには、価格調整の定義プログラム（P4071）の「バスケット・マスターの
使用」オプションを選択します。
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バスケット・マスター情報の処理に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

バスケット・マスターの改訂 W4550C 「価格調整のセットアッ
プ」（G4231112）、「バス
ケット・マスター」

「バスケット・マスターの処
理」フォームで「追加」ボタ
ンをクリックします。

バスケット・マスター情報を
設定します。

調整制御の修正 W4071C 「価格調整のセットアッ
プ」（G4231112）、「価格
調整の定義」

「調整タイプの処理」フォー
ムで、「追加」ボタンをク
リックします。

バスケット調整の名称、タ
イプ、制御コードを指定
します。

バスケット・レベルの調整
を作成します。

バスケット・マスター情報の設定

「バスケット・マスターの改訂」フォームにアクセスします。

バスケット・グループ 品目の在庫価格グループを識別するユーザー定義コード（40/PI）の値を
入力します。

在庫価格グループには、独自の価格設定構造があり、この構造により、受
注オーダーや購買オーダーの品目に組み込まれた値引や割増が適用さ
れます。この割引や割増は、発注された品目の数量、金額または重量に
基づいています。品目に価格グループを割り当てると、その品目は在庫価
格グループに対して定義されたものと同じ価格設定構造を持ちます。

受注オーダーや購買オーダーの値引と割増は、対話形式で計算されるた
め、品目だけでなく、仕入先や顧客にも在庫価格グループを割り当てる必
要があります。

バスケット単位 CS（ケース）、BX（箱）など、在庫品目の数量単位を示すユーザー定義コー
ド（00/UM）の値を入力します。

拡張バスケット・グループの集計に使用する単位を指定するコードです。
このフィールドで指定した単位で、バスケット・グループの価格調整が検索
されます。このフィールドをブランクにした場合は、受注オーダーの最初の
調整対象行の"販売価格の計算に使用する単位"に基づいてバスケット・
グループが集計されます。

バスケット集計規則 品目または品目グループを、バスケット・レベル集計、品目レベル集計、ま
たはその両方に含めるかどうかを指定するコードを入力します。値は次の
とおりです。

ブランク: 品目または品目グループを集計に含めます。この値を指定した
場合は、オーダーの最小数量は必要ではありません。

1: 品目または品目グループを集計に含めます。この値を指定した場合は、
オーダーの最小数量が必要です。

Copyright © 2003, 2008, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. 161



価格再設定の使い方 第 10 章

2: 品目または品目グループを集計から除外します。

価格設定規則 品目または品目グループに対して、標準バスケット調整または例外価格
設定のどちらを適用するかを指定するコードを入力します。値は次のとお
りです。

ブランク: 標準バスケット調整を適用します。

1: 例外価格設定を適用します。

2: 標準バスケット調整および例外価格設定のいずれも適用しません。

バスケット・レベル調整の作成

「調整制御の修正」フォームにアクセスします。

印刷しない 選択すると、調整金額は請求書または購買オーダーに印刷されません。
調整金額は単価に加算されます。

印刷する 選択すると、調整金額は請求書または購買オーダーに印刷されます。調
整金額は単価に加算されます。

受注明細に追加する 選択すると、F4211テーブルが調整明細行情報で更新されます。現行の正
味価格の計算には、このタイプの調整は含まれません。このコードはオー
ダー・レベルの調整でのみ使用します。

総勘定元帳に見越入力を
作成する

選択すると、見越し調整が作成されます。売上更新プロセスの実行時に、
F4074テーブルが更新され、調整金額が総勘定元帳に転記されます。

リベート 選択すると、リベート調整が作成されます。F4078テーブルがオーダー明細
行の数量、重量、金額で更新されます。

請求書への印刷 選択すると、調整金額が請求書に印刷されます。調整金額はオーダー合
計に加算されますが、単価には含められません。売上更新プロセスの実
行時に、この調整に対して個別の一般会計および売掛金の仕訳が転記さ
れます。

仕入先販売証明 選択すると、仕入先販売証明のリベート調整が作成されます。売上更新プ
ロセスの実行時に、F4078テーブルがオーダー明細行の数量、重量、およ
び金額で更新され、調整金額が総勘定元帳に転記されます。

丸め調整 選択すると、価格調整明細の改訂プログラム（P4072）で設定した丸め規則
に基づいて、丸め調整が作成されます。調整金額は単価に加算されます。

拡張バスケット品目への調整の適用
この項では、拡張バスケットの品目レベル調整の概要、事前設定、および拡張バスケットの品目への調
整の適用方法について説明します。
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拡張バスケット品目の品目レベルの調整について

拡張バスケットの価格再設定機能では、拡張バスケットに含まれる品目に対して品目レベルまたは品目
グループ・レベルの調整を作成できます。この機能により、バスケット全体に標準の調整を1つ適用する
のではなく、品目または品目グループごとに様々な値引きを適用できます。価格調整明細の改訂プログ
ラムでは、例外情報を入力できます。入力可能な情報は、バスケット・マスター・プログラムで設定したバ
スケット集計規則とバスケット価格設定規則によって異なります。

拡張バスケットの品目または品目グループに例外情報を入力した後は、バスケット・マスター・プログラム
を使用して対応するレコードを削除/変更することはできません。バスケット・マスター情報の変更が必要
な場合は、価格調整明細の改訂プログラムを使用して、先に例外情報を削除する必要があります。

バスケット集計規則で品目または品目グループの最小数量を必須と指定する場合は、例外情報の入力
時に最小数量を指定しないと、調整は適用されません。

事前設定

「価格調整の定義」フォームで、拡張バスケットの価格再設定機能が有効に設定されていることを確認し
ます。このフォームには、価格調整タイプ・プログラムの使用時にアクセスします。

拡張バスケット品目への調整の適用に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

バスケット品目別調整 W4072C 「価格調整のセットアップ」
（G4231112）、「価格/調整
詳細の改訂」

「調整明細の処理」フォー
ムで「価格調整コード」に値
を入力して、「追加」ボタン
をクリックします。

「優先階層の選択」フォー
ムで優先階層を選択して、
「選択」ボタンをクリック
します。

「価格調整明細の改訂」
フォームで、品目グループ
および調整の入力に必要
なその他の情報を入力し
て、「ロー」メニューから
「バスケット品目別調整」
を選択します。

拡張バスケット品目に調整
を適用します。

拡張バスケットの品目への調整の適用

「バスケット品目別調整」フォームにアクセスします。

開始数量 調整または優先情報が適用される値を示す数値を入力します。値は、レベ
ル区切りの定義に応じて、数量、重量、金額のいずれかになります。

通過逓減調整以外の場合は、値がレベル区切りの値と等しくなったときに
調整が適用されます。たとえば、値が数量の10の場合、10またはそれ以上
の数量がオーダーされたときに調整が適用されます。
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通過逓減調整の場合、レベル区切りの値を超えた数量がオーダーされた
ときに調整が適用されます。たとえば、値が数量の10の場合、11またはそ
れ以上の数量がオーダーされたときに調整が適用されます。

バスケット・マスター・プログラムで指定したバスケット集計規則とバスケッ
ト価格設定規則に応じて、このフィールドの情報を更新できます。拡張バ
スケットの品目に例外情報を入力しない場合は、標準バスケットの価格再
設定が適用されます。

オーダー・レベル調整の作成
この項では、オーダー・レベル調整の概要とその作成方法について説明します。

オーダー・レベル調整について

オーダー・グループに基づいて品目の価格を再設定するには、オーダー価格再設定を使用します。オー
ダーの各明細行の情報によって、オーダー・グループの品目が特定されます。オーダー・グループに含ま
れる品目については、オーダー全体に対する調整が1つ作成され、調整額が適用された新しいオーダー
明細行が作成されます。

オーダー・レベル価格再設定は、運送費の行を追加するために使用できます。入力した品目の重量、数量
またはその他の変数によって、追加の行品目の金額が決定されます。追加される行は、運送費の行です。

オーダー価格再設定グループ内の品目に対して、受注オーダー入力（P4210）を使用してオーダーを入
力すると、品目の基本価格に調整が適用されます。価格再設定調整を使用するには、「受注オーダー明
細の改訂」フォームの「フォーム」メニューから、「オーダー価格再設定」オプションを選択します。基本価
格への変更は、価格再設定調整を反映しています。また、行品目をオーダー・グループに適用すること
もできます。

オーダー・レベル調整の作成に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

価格調整の定義 W4071A 「価格調整のセットアッ
プ」（G4231112）、「価格
調整の定義」

「調整タイプの処理」フォー
ムで、「追加」ボタンをク
リックします。

「調整制御の修正」フォー
ムで、調整名を入力し、「受
注明細に追加する」オプ
ションを選択して、「OK」ボ
タンをクリックします。

オーダー・レベルの調整を
作成します。

オーダー・レベル調整の作成

「価格調整の定義」フォームにアクセスします。
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受注オーダーの価格再設定
この項では、受注オーダーの価格再設定の概要と、バスケット・レベル調整またはオーダー・レベル調整
の適用方法について説明します。

受注オーダーの価格再設定について

受注オーダーの価格を再設定することにより、顧客に対して値引きを提供できます。次の3つの方法のい
ずれかを使用してオーダーの価格を再設定します。

• オーダーの照会後に価格再設定を行う。

• バスケット・レベルまたはオーダー・レベルで価格再設定を行う。

• 自動的に価格再設定を行う。

オーダー照会後の価格再設定

オーダーを承認および再照会した後に、「フォーム」メニューから「オーダー価格再設定」を選択します。

バスケット・レベルまたはオーダー・レベルの価格再設定

オーダー・レベル/バスケット・レベル価格設定プログラム（R42750）を実行して、受注オーダーを評価し、
バスケット・レベルおよびオーダー・レベルの調整を適用できます。バスケット・レベル調整は価格調整元
帳テーブル（F4074）に書き込まれ、その情報は価格履歴プログラム（P4074）で参照できます。バスケッ
ト・レベル調整では、無償品が発生する場合もあります。それらの無償品は新しい明細行として受注オー
ダーに追加されます。オーダー・レベル調整は、F4074テーブルに書き込まれません。オーダー・レベル
調整は、新しい明細行として受注オーダーに追加されます。オーダー・レベル調整では、無償品が発生
する場合もあります。それらの無償品は新しい明細行として受注オーダーに追加されます。

オーダー・レベル/バスケット・レベル価格設定プログラムの「処理」タブの「調整前に既存レコードをクリ
アする」処理オプションを使用して、既存のバスケット調整またはオーダー調整を、再作成の実行前に削
除できます。既存レコードをクリアする場合に無償品の変更/削除を行わない設定を行うには、「処理」タ
ブの「無償品レコードの保存」処理オプションを使用します。

自動価格再設定

オーダーを承認および再照会した後に、「フォーム」メニューから「オーダー価格再設定」を選択します。

購買オーダーと入荷の価格再設定
この項では、購買オーダーと入荷の価格再設定の概要と、次の方法について説明します。

• 調達価格/入荷価格の再設定（R45620）の処理オプションの設定

• 購買オーダーと入荷の価格再設定
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購買オーダーと入荷の価格再設定について

価格設定を変更して、選択した購買オーダーまたは入荷のバッチにその変更を適用する必要があること
があります。調達価格/入荷価格の再設定プログラム（R45620）を使用して基本価格または価格調整を変
更し、購買オーダーと入荷レコードにその価格変更を反映させることができます。このプログラムのバー
ジョンを選択して、購買オーダー・レコードまたは入荷レコードのいずれか、あるいは両方を処理すること
を指定します。購買オーダー・レコードまたは入荷レコードの更新が失敗すると、そのレコードを特定す
るエラー・メッセージが生成され、ワークフロー・プロセスを使用してそのメッセージが送信されます。購
買オーダーの価格を更新する場合、購買オーダーの各行が処理され、行に対する変更のみが購買オー
ダー明細テーブル（F4311）に保存されます。入荷の価格を更新する場合、入荷の各行が処理され、行に
対する変更のみが入荷確認テーブル（F43121）に保存されます。さらに、調整金額が変更されると、適切
な総勘定元帳勘定に差異が反映されます。次の購買オーダー行の価格は、再設定されません。

• 締め処理済

• 受取済

• 転送オーダー

• 直送オーダー

• 会社間行

• 総額行

• 「一時変更価格の適用」オプションを設定せずに価格一時変更が設定されている行

• 「基本価格変更時の調達価格調整」システム固定情報を設定せずに、「一時変更価格の適用」オプショ
ンを設定して価格一時変更が設定されている行

次の入荷行の価格は、再設定されません。

• 取消済

• 伝票と（完全または部分的に）一致している行

• 転送オーダー

• 直送オーダー

• 会社間オーダー

• 陸揚費用行

• 総額行

• 入荷工程にある行

レポートには、次のようないくつかの機能が含まれています。

• 行の価格が再設定されなかったこととその理由を示すメッセージ

• 「契約コード」カラム（いずれかの購買オーダー行または入荷行に契約IDが割り当てられている場合）

• 「収穫名」カラム（JD Edwards Grower Managementシステムがアクティブであり、いずれかの購買オー
ダー行または入荷行に収穫IDが割り当てられている場合）

• 収穫区画別の合計（JD Edwards Grower Managementシステムがアクティブな場合）
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JD Edwards EnterpriseOne価格管理とBlend Managementの使用

JD Edwards Blend Managementシステムを使用する場合は、調達価格/入荷価格の再設定プログラム
（R45620）を使用して、入荷時の基本価格を変更できます。たとえば、JD Edwards Grower Managementシ
ステムで契約を変更し、その契約に対応するすべての入荷に変更後の価格を適用できます。また、運送
費などの追加費用を調整に加算して、その価格をすべての入荷に適用することもできます。

調達価格/入荷価格の再設定プログラム（R45620）は、契約明細プログラム（P43C11）から実行できます。
契約に対応する購買オーダーが存在する場合にのみ、「契約 - 収穫」フォームで「PO価格/入荷価格の
再設定」をクリックして調達価格/入荷価格の再設定プログラムを実行できます。

契約検索プログラム（P43C00）の「バージョン」タブで「購買オーダー/入荷の価格再設定バッチ（R45620）」
処理オプションを設定して、調達価格/入荷価格の再設定プログラムのどのバージョンを実行するかを指
定します。XJDE0001を選択すると、対応する入荷の価格のみが再設定されます。XJDE0002を選択する
と、対応する購買オーダーの価格のみが再設定されます。XJDE0003を選択すると、対応する購買オー
ダーと入荷の価格が再設定されます。ビジネス・ニーズに応じてこのプログラムのバージョンを作成する
必要がある場合は、これらのバージョンのいずれか1つのみをコピーすることをお薦めします。

調達価格/入荷価格の再設定（R45620）の処理オプションの設定

この処理オプションを使用して、購買オーダーと入荷の価格再設定を制御します。

処理

処理オプションはEnterpriseOneの導入時に設定されますが、プログラムを実行するたびに変更できます。

1. 入荷の陸揚費用 陸揚費用を含む入荷行の価格再設定を有効にするには、ブランクのまま
にするか、「0」を入力します。

「1」を入力すると、陸揚費用を含む入荷行の価格再設定は許可されませ
ん。

2. 購買オーダーの無償品
の保持

ブランクにすると、購買オーダーの無償品は保持されません。

「1」を入力すると、購買オーダーの無償品は保持されます。

バージョン

処理オプションはEnterpriseOneの導入時に設定されますが、プログラムを実行するたびに変更できます。

1. 購買オーダー入力
（P4310）

実行されるプログラムのバージョンを入力します。ブランクにした場合、デ
フォルトとしてZJDE0001が使用されます。

2. 入荷（P4312） 実行されるプログラムのバージョンを入力します。ブランクにした場合、デ
フォルトとしてZJDE0001が使用されます。

印刷

処理オプションはEnterpriseOneの導入時に設定されますが、プログラムを実行するたびに変更できます。

1. 許容レベル（パーセント） ユーザー定義の許容レベルをパーセントで入力します。

購買オーダーと入荷の価格再設定

「略式コマンド」に「BV」と入力します。

Copyright © 2003, 2008, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved. 167



価格再設定の使い方 第 10 章

調整の改訂
この項では、調整の改訂の概要、事前設定、および次の方法について説明します。

• オーダー入力時の調整の追加

• オーダー入力時の価格レベル区切りの変更

• 顧客リベート情報の検討

調整の改訂について

調整の改訂によって、購買オーダー調整や受注オーダー調整に対して追加調整や調整の改訂を行うこ
とができます。

現行のオーダー明細行に適用する調整を追加できます。交渉済の値引きなどに対応して、この調整を行
うことができます。また、どの種類の金額に対しても手動で調整できます。

受注オーダー入力時に、オーダーに対して顧客が受け取る値引きレベルを変更できます。価格レベルの
変更は、現行のオーダーのみに適用されます。

リベート見越し調整定義を使用し、実績ファイルに累積された複数のオーダーの合計金額、合計数量、
合計重量に基づいて、リベートが計算されます。オーダー入力時、実績ファイルにアクセスして、顧客に
追加情報を提供できます。

在庫品目の価格および引当可能数量は、オーダーの受注において非常に重要な要素です。「価格/引当
可能数量の処理」フォームを使用して、在庫品目の価格および引当可能数量を検討します。このフォー
ムでは、特定の品目のオーダー行に適用される価格調整の検討を迅速に行うことができます。

また、調整タイプに定義された数量区切りを検討したり、現行オーダーに対して異なる数量区切りを指定
することもできます。受注オーダー入力時に「調整タイプの数量区切り」フォームにアクセスするには、「価
格/引当可能数量の処理」フォームを経由する必要があります。

受注オーダー入力プログラムから、価格/引当可能数量の照会プログラム（P4074）にアクセスできます。
価格管理を使用している場合は、価格/引当可能数量の照会のバージョンを処理オプションで入力する
必要があります。

変更する場合は、変更理由を示すコードも入力する必要があります。

JD Edwards EnterpriseOne価格管理と調達管理の使用

購買オーダーについては、価格/引当可能数量の照会を使用して、購買オーダーを入力する前に価格調
整を確認できます。「価格/引当可能数量の処理」フォームを使用して、在庫品目の価格を検討します。こ
のフォームでは、特定の品目のオーダー行に適用される価格調整の検討を迅速に行うことができます。

また、調整タイプに定義された数量区切りを検討したり、現行オーダーに対して異なる数量区切りを指定
することもできます。購買オーダー入力時に「調整タイプの数量区切り」フォームにアクセスするには、「価
格/引当可能数量の処理」フォームを経由する必要があります。

価格/引当可能数量の照会プログラムへは、購買オーダー・プログラム（P4310）の「ロー」メニューからア
クセスできます。

事前設定

ここで説明されているタスクの事前要件を、次に示します。
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• 「価格管理固定情報」フォームで、「販売（調達）価格管理を使用する」フィールドを「Y」（使用する）に
設定します。

• 受注オーダー入力プログラム（P4210）で、価格を表示し、価格の変更を可能にする処理オプションを
設定します。

• 価格調整を含む受注オーダーを設定します。

調整の改訂に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

価格履歴 W4074D 「受注オーダー処理」
（G4211）、「受注明細」

「受注残/完了オーダー照
会」フォームで、価格調整
を追加するオーダーを検索
して、「選択」ボタンをク
リックします。

「受注オーダー明細の改
訂」フォームでレコードを選
択して「ロー」メニューの「価
格履歴」を選択します。

オーダー入力時に調整を
追加します。

価格/引当可能数量

チェック

W4074D 「受注オーダー処理」
（G4211）、「受注明細」

「受注残/完了オーダー照
会」フォームで、価格調整
を追加するオーダーを検索
して、「選択」ボタンをク
リックします。

「受注オーダー明細の
改訂」フォームでレコー
ドを選択して、「ロー」メ
ニューの「価格チェック」
を選択します。

オーダー入力時に価格レ
ベル区切りを変更します。

リベート実績 W4078A 「受注オーダー処理」
（G4211）、「受注明細」

「受注残/完了オーダー照
会」フォームでオーダー
を検索し、「フォーム」メ
ニューの「リベート実績」
を選択します。

顧客リベート情報を検討
します。

売上明細実績 W4078C 「リベート実績」フォームで、
住所番号と有効日を指定し
てレコードを検索し、「選
択」ボタンをクリックします。

販売先住所のリベート実
績を検討します。

オーダー入力時の調整の追加

「価格履歴」フォームにアクセスします。
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オーダー入力時の価格レベル区切りの変更

「価格/引当可能数量チェック」フォームにアクセスします。

顧客のリベート情報の検討

「リベート実績」フォームにアクセスします。
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販促IDの使い方

この章では、販促IDの概要と次の方法について説明します。

• 販促状況の設定

• 販売促進情報の入力および更新

• 販売促進の関連付け

販促IDについて
販促IDを使用して、価格管理調整、受注オーダー行、および価格履歴を販売促進に関連付けることがで
きます。期限付きで適用される販売促進がある場合に、有効日付などの販売促進情報を設定して、調整
に関連付けるか、または受注明細行に直接関連付けることができます。その後、販売促進情報は、価格
調整元帳（F4074）テーブルに記録されトラッキングされます。

JD Edwards EnterpriseOne調達管理でも同様に販売促進を使用できます。仕入先から販売促進の提供が
ある場合は、販売促進情報の設定および定義を行い、調整に関連付けるか、または購買明細行に直接
関連付けることができます。その後、販売促進情報は、F4074テーブルに記録されトラッキングされます。

事前設定

「価格管理固定情報」フォームの「販促管理固定情報」を選択します。

販促状況の設定
この項では、販促状況の概要と設定方法について説明します。

販促状況について

販売促進を管理するために、状況を設定します。一度にアクティブにできる販促状況は1つのみです。販
売促進の定義時に、販促状況を指定します。
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販促状況の設定に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

状況の追加 W40P02C 「価格管理固定情報」
（G4231111）、「販促状
況管理」

「販促状況の検索」フォーム
で「追加」をクリックします。

販促状況を設定します。

販促状況の追加

「状況の追加」フォームにアクセスします。

状況記述 販促状況コードの内容がわかるように説明を入力します。

アクティブ状況 販促状況がアクティブの場合に選択します。一度にアクティブにできる販
促状況は1つのみです。

販売促進情報の入力および更新
この項では、販売促進情報の概要および販売促進の追加方法について説明します。

販売促進の管理について

販促IDの管理プログラム（P40P03）を使用して、販売促進の有効日付などの販売促進情報を定義します。

販売促進の追加に使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

販促IDの追加 W40P03B 「価格調整のセットアップ」
（G4231112）、「販促ID
の管理」

「販促IDの検索」フォームで
「追加」をクリックします。

販売促進情報を入力およ
び更新します。

販売促進の追加

「販促IDの追加」フォームにアクセスします。
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「販促IDの追加」フォーム

販促名 販売促進の名前を入力します。

販売促進の関連付け
この項では、販売促進の関連付けの概要と次の方法について説明します。

• 調整に対する販売促進の関連付け

• オーダーに対する販売促進の関連付け

販売促進の関連付けについて

JD Edwards EnterpriseOne受注管理とJD Edwards EnterpriseOne調達管理に販売促進を関連付けるに
は、次のいずれかの方法を使用します。

• 調整定義に販促IDを添付します。

受注オーダーまたは購買オーダー入力時に、調整の有効日付、販売促進の有効日付の順に検証が行
われます。販売促進がアクティブの場合、F4074テーブルに販売情報が記録されます。

• 受注明細行または購買明細行に販促IDを入力します。

各明細行に複数の販売促進を関連付けることができます。

販売促進を関連付けた明細行をコピーした場合、または販売促進を関連付けた一括/見積オーダーの
リリースを行った場合は、販売促進情報もコピーされます。
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販売促進の関連付けに使用するフォーム

フォーム名 フォームID ナビゲーション 用途

価格調整の定義 W4071A 「価格調整のセットアッ
プ」（G4231112）、「価格
調整の定義」

販売促進を関連付ける調
整を検索して、「選択」をク
リックします。

調整に販売促進を関連付
けます。

受注オーダー明細の改訂 W4210A 「受注オーダー処理」
（G4211）、「受注明細」

「受注残/完了オーダー照
会」フォームで「追加」をク
リックします。

受注明細情報を入力
します。

価格履歴 W4074D 「受注オーダー明細の改
訂」フォームで明細行を選
択して、「ロー」メニューの
「価格履歴」を選択します。

受注明細行に販売促進を
関連付けます。

オーダー明細 W4310A 「購買オーダー処理」
（G43A11）、「購買オー
ダーの入力」

「オーダー見出しの処理」
フォームで、「追加」をク
リックします。

購買オーダー情報を入力し
て、「OK」をクリックします。

購買オーダー情報を入力
します。

価格履歴 W4074D 「オーダー明細」フォーム
で、購買明細情報を入力し
て明細行を選択し、「ロー」
メニューの「価格履歴」
を選択します。

購買明細行に販売促進を
関連付けます。

調整に対する販売促進の関連付け

「価格調整の定義」フォームにアクセスします。「その2」タブをクリックします。

「価格調整の定義」フォーム（1/2）
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「価格調整の定義」フォーム（2/2）

オーダーに対する販売促進の関連付け

「価格履歴」フォームにアクセスします。

受注オーダーの例を次に示します。
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「価格履歴」フォーム
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付録 A

JD Edwards EnterpriseOne価格管理の標準ワークフロー

この付録では、JD Edwards EnterpriseOne価格管理の標準ワークフローについて説明します。

関連項目:

JD Edwards EnterpriseOne Tools 8.98 Workflow Tools Guide

JD Edwards EnterpriseOne価格管理の標準ワークフロー
この項では、JD Edwards EnterpriseOne価格管理のワークフローについて説明します。

価格承認

この項では、価格承認ワークフローについて説明します。

内容

ワークフローの概要 ユーザーが新しい価格レコードを追加するか、価格レコードを変更すると、
レコードの状況が「一時保留」に更新されます。指定された承認者にワーク
フロー・メッセージが送信され、変更したレコードの承認要求が行われます。
変更が承認されるまで、価格レコードの状況は保留のままです。

ワークフロー・トリガー ユーザーが新しい価格レコードを追加するか、価格レコードを変更すると、
ワークフローが開始されます。

ワークフロー処理 指定された承認者は、価格変更が発生したワーク・センターのメッセージを
受信します。新価格が有効になるには、承認者による変更の承認が必要で
す。

ワークフロー・オブジェクト

システム 45

ワークフロー・オブジェクト名 JDEPRAPPR

オブジェクトID N4502280

イベント記述/関数名 ProcessPriceChangeApproval

順序/行番号 129
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JD Edwards EnterpriseOne用語集

アクセサ・メソッド/アクセサ 値オブジェクトまたはその他のソース・ファイルの要素を参照（get）および設定
（set）するためのJavaメソッドです。

アクティビティ・ルール、処理
規則

フロー内で、あるポイントから次のポイントにオブジェクトが進むための条件です。

追加モード ユーザーによるデータの入力が可能なフォームの状態です。

拡張プランニング・エージェン
ト（APAg）

業務データの抽出、加工、読込みに使用するJD Edwards EnterpriseOneのツール
です。APAgは、リレーショナル・データベース、フラット・ファイル・フォーマット、お
よびXMLのような他のデータまたはメッセージ・エンコーディング形式による
データ・ソースへのアクセスをサポートしています。

代替通貨 取引通貨（国内のみの取引の場合は国内通貨）として指定した通貨と異な
る通貨です。

JD Edwards EnterpriseOne Financial Managementでは、代替通貨を使用すること
により、入金や支払を請求時とは異なる通貨で入力できます。

アプリケーション・サーバー 分散環境内のアプリケーション・プログラムにビジネス・ロジックを提供するソフト
ウェアです。アプリケーション・サーバーの例として、Oracle Application Server
（OAS）またはWebSphere Application Server（WAS）があげられます。

仮定通貨処理 取引に実際に使用されている通貨とは異なる通貨で、取引の金額を表示
できる処理です。

基準日処理 ある時点を指定して、その日付までの取引を集計する処理です。たとえば、基準
日を指定してJD Edwards EnterpriseOneの各種のレポートを実行し、その時点で
の勘定科目やビジネスユニットなどの残高や処理金額を確認できます。

自動コミット・トランザクション すべてのデータベース操作をすぐにデータベースに書き込むデータベー
ス接続です。

バック・ツーバック・プロセス JD Edwards EnterpriseOne供給管理で使用されるプロセスで、別のプロセスで使
用されるキーと同じキーが含まれます。

バッチ処理 サード・パーティ・システムからJD Edwards EnterpriseOneにレコードを転送す
る処理です。

JD Edwards EnterpriseOne Financial Managementでは、バッチ処理を使用して、
JD Edwards EnterpriseOne以外のシステムで入力された請求書や伝票の
データをJD Edwards EnterpriseOne売掛管理やJD Edwards EnterpriseOne買
掛管理のシステムに転送できます。また、顧客レコードや仕入先レコードな
どの住所録情報も転送できます。

バッチ・サーバー バッチ処理リクエストの実行用に指定されたサーバーです。通常、バッチ・サー
バーにはデータベースは格納されず、対話型アプリケーションが実行される
こともありません。

一括バッチ処理 クライアント・ワークステーション上でアプリケーション処理を実行してから、後
続の処理を一度にサーバー・アプリケーションに投入するトランザクションの
方式です。バッチ処理はサーバー上で実行されるため、クライアント・アプリ
ケーションは引き続き他のタスクを実行できます。

"ダイレクト接続"と"オフライン処理"の説明も参照してください。

ベスト・プラクティス 開発者による設計についての意思決定が最適になるように、任意で従う
ガイドラインです。
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BPEL Business Process Execution Languageの略語です。個別のサービスを組み合
せてエンドツーエンドのプロセス・フローを作成できる、標準Webサービス
のオーケストレーション言語です。

BPEL PM Business Process Execution Language Process Managerの略語です。BPELビジネ
ス・プロセスを作成、デプロイ、管理する包括的インフラストラクチャです。

ビルド構成ファイル ANTスクリプトを生成するプログラムで使用される、構成の設定が記述されたテ
キスト・ファイルです。ANTは、ビルド・プロセスを自動化するソフトウェア・ツール
です。ANTスクリプトによって、公開ビジネス・サービスが生成されます。

ビルド・エンジニア アーティファクトの生成、マスタリング、パッケージングの担当者です。ビルド・エ
ンジニアには、アプリケーション・アーティファクトの生成担当者と、基盤のアー
ティファクトの生成担当者がいます。

ビルド・プログラム ビルド構成フィルを読み込み、公開ビジネス・サービスの生成を行うANTスクリプ
トを生成するWIN32実行ファイルです。

ビジネス・アナリスト EnterpriseOneのビジネス・サービスの開発を必要とする条件と理由を特定
する担当者です。

ビジネス関数 ユーザーによって作成された再利用可能なビジネス・ルールとログのセットで、イ
ベント・ルールを通じて呼び出すことができます。ビジネス関数によって、トラン
ザクションまたはそのサブセットが実行されます（在庫照会、作業オーダー発
注など）。また、ビジネス関数にはAPIも含まれているため、フォーム、データ
ベース・トリガー、またはJD Edwards EnterpriseOne以外のアプリケーションから
呼び出すこともできます。ビジネス関数は、他のビジネス関数、フォーム、イ
ベント・ルール、その他の構成要素と組み合せてアプリケーションを構成しま
す。ビジネス関数の作成には、イベント・ルール、またはCなどの第3世代言
語を使用します。ビジネス関数の例としては、与信チェック（Credit Check）や
在庫照会（Item Availability）などがあげられます。

ビジネス関数イベント・ルール "ネームド・イベント・ルール（NER）"の説明を参照してください。

ビジネス・サービス Javaで記述されたEnterpriseOneのビジネス・ロジックです。ビジネス・サービス
は、1つ以上のアーティファクトのコレクションです。他に指定されていなけれ
ば、ビジネス・サービスは公開ビジネス・サービスとビジネス・サービスの両
方を意味します。

ビジネス・サービス・アー
ティファクト

ビジネス・サービスを開発するために管理され、ビジネス・サービスのビルド・プロ
セスに必要な、ソース・ファイル、ディスクリプタなどです。

ビジネス・サービス・クラス・メ
ソッド

ビジネス・サービスのフレームワークから提供されるリソースにアクセスする
メソッドです。

ビジネス・サービス構成ファイル interop.ini、JDBj.iniおよびjdelog.propertieなど（他にもある）の構成ファイルです。

ビジネス・サービス相互参照 オーケストレーション中に使用されるキーと値のデータの組合せです。WSG/XPI
ベースのシステムにおけるコードとキーの相互参照を表します。

ビジネス・サービス相互参照
ユーティリティ

JD Edwards EnterpriseOneのオーケストレーション相互参照データへのアクセスに
使用される、BPEL/ESB環境にインストールされたユーティリティ・サービスです。

ビジネス・サービス開発環境 統合開発者がビジネス・サービスを開発および管理する際に必要なフレーム
ワークです。

ビジネス・サービス開発ツール JDeveloperという名前でも知られています。

ビジネス・サービス
EnterpriseOneオブジェクト

EnterpriseOne LCMツールによって管理されるアーティファクトのコレクションで
す。テーブル、ビュー、フォームなどの他のEnterpriseOneオブジェクトと同様に、
EnterpriseOne LCM内に名前付きで表示されます。
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ビジネス・サービス・フレー
ムワーク

特にビジネス・サービスの開発を支援する、ビジネス・サービスの基盤の一
部です。

ビジネス・サービス・ペイロード エンタープライズ・サーバーとビジネス・サービス・サーバーとの間で受け渡され
るオブジェクトです。ビジネス・サービス・ペイロードには、ビジネス・サービス・
サーバーに渡されたときにビジネス・サービスに入力される情報が含まれます。
ビジネス・サービス・ペイロードには、エンタープライズ・サービス・サーバーに渡
されたときにビジネス・サービスから返される結果が含まれます。通知の際、返さ
れたビジネス・サービス・ペイロードには確認応答が含まれます。

ビジネス・サービス・プロパティ ビジネス・サービスの動作または機能の制御に使用されるキー値データの
組合せです。

ビジネス・サービス・プロパティ
管理ツール

開発者および管理者がビジネス・サービス・プロパティのレコードの管理に使用
するEnterpriseOneアプリケーションです。

ビジネス・サービス・プロパティ
のビジネス・サービス・グループ

ビジネス・サービス・プロパティをビジネス・サービス・レベルで分類したもので
す。通常、ビジネス・サービス名として表されます。1つのビジネス・サービス・レ
ベルには、1つ以上のビジネス・サービス・プロパティ・グループが含まれま
す。各ビジネス・サービス・プロパティ・グループは、0個以上のビジネス・サー
ビス・プロパティ・レコードを含むことができます。

ビジネス・サービス・プロパ
ティのカテゴリ化

ビジネス・サービス・プロパティをカテゴリ化する方法です。これらのプロパティ
は、ビジネス・サービス別にカテゴリ化されます。

ビジネス・サービス・プロパ
ティ・キー

ビジネス・サービス・プロパティをシステム全体でグローバルに識別する
一意の名前です。

ビジネス・サービス・プロパ
ティ・ユーティリティ

EnterpriseOneのビジネス・サービス・プロパティ・データにアクセスするためにビ
ジネス・サービスの開発で使用されるユーティリティAPIです。

ビジネス・サービス・プロパティ値 ビジネス・サービス・プロパティの値です。

ビジネス・サービス・リポジトリ ビジネス・サービス・アーティファクトおよびビルド・ファイルを格納するClearCase
などのソース管理システムです。または、ネットワーク内の物理ディレクトリ
のことをいいます。

ビジネス・サービス・サーバー ビジネス・サービスが置かれる物理マシンです。ビジネス・サービスは、アプリ
ケーション・サーバー・インスタンス上で実行されます。

ビジネス・サービス・ソース・ファ
イル/ビジネス・サービス・クラス

ビジネス・サービス・アーティファクトの種類の1つです。Javaコンパイラでコンパイ
ルされるように記述された、.javaファイル・タイプのテキスト・ファイルです。

ビジネス・サービス値オブジェ
クト・テンプレート

Cビジネス関数で使用される、ビジネス・サービス値オブジェクトの構造表現です。

ビジネス・サービス値オブジェク
ト・テンプレート・ユーティリティ

ビジネス・サービス値オブジェクトからビジネス・サービス値オブジェクト・テンプ
レートを作成する際に使用されるユーティリティです。

ビジネス・サービス・サーバー・
アーティファクト

ビジネス・サービス・サーバーにデプロイされるオブジェクトです。

ビジネス・ビュー アプリケーションやレポートでデータが使用されているJD Edwards EnterpriseOne
テーブル（複数可）から、特定のカラムを選択するために使用されます。ビジネ
ス・ビュー自体には特定のローを選択する機能はありません。また、ビジネス・
ビューに実際のデータは含まれていません。ビジネス・ビューは、情報の表示専
用の機能であり、このビューを介してデータを操作できます。

セントラル・オブジェクトのマージ 現行のリリースで顧客がオブジェクトに加えた変更を、新規のリリースの
オブジェクトに統合する処理です。

セントラル・サーバー 最初にインストールされ、クライアント・マシンに配布されるソフトウェア・バージョ
ン（セントラル・オブジェクト）を格納するために指定されたサーバーです。JD
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Edwards EnterpriseOneの典型的なインストールでは、ソフトウェアは1つのマシ
ン、すなわちセントラル・サーバーにロードされます。次に、セントラル・サー
バーにつながっている各種のワークステーションに対して、ソフトウェアのコ
ピーがプッシュ・アウトまたはダウンロードされます。このような構成にすること
で、ワークステーション上での使用によってソフトウェアが変更されたり、破損
したりした場合でも、常にセントラル・サーバーから変更前のオブジェクトの
セット（セントラル・オブジェクト）を入手できます。

チャート JD Edwards EnterpriseOneソフトウェアのフォームに表示される表形式の情
報です。

チェックイン・リポジトリ 開発者がビジネス・サービス・アーティファクトをチェックインおよびチェックアウト
するリポジトリです。チェックイン・リポジトリは複数あります。各リポジトリは、そ
れぞれ別の目的に使用されます（開発、本稼働、テストなど）。

コネクタ JD Edwards EnterpriseOneとサード・パーティ・アプリケーションの間でロジックと
データの共有を可能にする、コンポーネント・ベースのインタオペラビリティ（相
互運用）モデルです。JD Edwards EnterpriseOneコネクタ・アーキテクチャには
JavaコネクタとCOMコネクタが含まれています。

相殺/相手勘定 JD Edwards EnterpriseOne Financial Managementの一般会計勘定科目であり、仕
訳入力の相殺（貸借一致）処理に使用されます。たとえば、相殺/相手勘定
を使用して、JD Edwards EnterpriseOne Financial Managementでの配賦によっ
て作成された会計入力の貸借一致を行います。

コントロール・テーブル・ワーク
ベンチ

インストール・ワークベンチ・プロセスの実行中に、必要なマージを行うためのバッ
チ・アプリケーションを実行するアプリケーションです。このマージにより、データ辞
書、ユーザー定義コード、メニュー、ユーザー一時変更テーブルが更新されます。

コントロール・テーブルのマージ 顧客がコントロール・テーブルに加えた変更を、新規リリースのデータに統
合する処理です。

相関データ ビジネス・サービス名およびメソッドで構成されるリクエストとHTTPレスポンスと
の関連付けに使用されるデータです。

コスト割当 JD Edwards EnterpriseOne収益性分析のプロセスであり、アクティビティまたはコ
スト・オブジェクトへのリソースの配賦またはトレースに使用されます。

原価要素 JD Edwards EnterpriseOne製造管理において、特定の品目の原価を構成する
要素（資材費、人件費、間接費など）を表します。

資格証明 JD Edwards EnterpriseOneのユーザー名/パスワード/環境/ロール、
EnterpriseOneセッションまたはEnterpriseOneトークンの有効なセットです。

相互参照ユーティリティ・
サービス

EnterpriseOneの相互参照データへのアクセスに使用される、BPEL/ESB環境に
インストールされたユーティリティ・サービスです。

セグメント間編集 コンフィギュレーション可能な品目セグメント間の関係を設定する論理ステートメ
ントです。セグメント間編集を使用して、製造不可能なコンフィギュレーションに基
づくオーダーを防ぐことができます。

通貨再換算 通貨を別の通貨に換算するプロセスであり、一般的にレポートで使用されます。
たとえば、通貨再換算のプロセスを使用して、様々な通貨を単一の通貨に換算
する必要がある連結レポートの作成に対応できます。

cXML 伝票と調達アプリケーションとの通信や、電子商取引ハブと仕入先との通信の簡
素化に使用されるプロトコルです。

データベース資格証明 有効なデータベース・ユーザー名/パスワードです。

データベース・サーバー データベースの管理やクライアント・マシンの検索を実行するローカル・エリア・
ネットワーク内のサーバーです。
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データ・ソース・ワークベンチ インストール・ワークベンチ・プロセスの実行中に、インストール・プランに定義さ
れたすべてのデータ・ソースを、プランナのデータ・ソースに含まれるテーブル/
データ・ソース・サイジング・テーブルおよびデータ・ソース・マスターから、システ
ムのリリース番号のデータ・ソースにコピーするアプリケーションです。コピーされ
たデータを反映するため、データ・ソース・プラン詳細レコードも更新されます。

期間パターン 標準会計と52期間会計で、会計年度の開始日とその会計年度内の各期
間の終了日を表すカレンダです。

指定通貨 会社の財務レポートで基準として使用される通貨です。

デプロイメント・アーティファクト サーバー、ポートなど、デプロイメント・プロセスに必要なアーティファクトです。

デプロイメント・サーバー エンタープライズ・サーバーとクライアント・マシンへのソフトウェアのインストール
や、それらのソフトウェアの管理、配布に使用されるサーバーです。

明細情報 JD Edwards EnterpriseOneの取引における個別の行に関する情報です。伝票支
払品目や受注オーダー明細行などがあります。

ダイレクト接続 クライアント・アプリケーションとサーバー・アプリケーションが対話形式で直接通
信するトランザクション方式です。

"一括バッチ処理"、"オフライン処理"の説明も参照してください。

DNT（Do Not Translate） BLOBデータの制約のため、iSeriesサーバーに必要なデータ・ソースのタイ
プです。

2重価格設定 商品やサービスに対し、2種類の通貨で価格を設定するプロセスです。

重複した公開ビジネス・サー
ビス承認レコード

同じユーザー識別情報と公開ビジネス・サービス識別情報を持つ、2つの公開ビ
ジネス・サービス承認レコードです。

埋込みアプリケーション・サー
バー・インスタンス

JDeveloperから起動され、完全にJDeveloper内で実行されるOC4Jインス
タンスです。

編集コード レポートやフォーム上の特定の値が、どのように表示またはフォーマットされるべ
きかを示すコードです。レポートに属するデフォルトの編集コードは大量の情報に
関連しているため、使用時には注意が必要です。

編集モード ユーザーによるデータの変更が可能なフォームの状態です。

編集ルール ユーザーが入力したデータを、事前に定義されたルールやルールのセットに照
合して、フォーマットや検証を行うための方法です。

電子データ交換（EDI） JD Edwards EnterpriseOneシステムとサード・パーティ・システムの間で、コン
ピュータ間の業務取引データの交換をペーパーレスに行うことを可能にするイン
タオペラビリティ・モデルです。EDIを使用する場合、EDI標準フォーマットから自社
システムで使用されているフォーマットにデータを変換するためのソフトウェ
アを備えている必要があります。

埋込みイベント・ルール 特定のテーブルやアプリケーション専用のイベント・ルールです。たとえば、
フォーム間の呼び出し、処理オプションの値に基づくフィールドの非表示化、ビジ
ネス関数の呼び出しなどが含まれます。汎用的な"ビジネス関数イベント・ルー
ル"とは対照的に使用されます。

従業員ワーク・センター 発信側のアプリケーションやユーザーに関係なく、システム生成メッセージとユー
ザー作成メッセージを含むすべてのJD Edwards EnterpriseOneメッセージの送受
信を行うための中心となるロケーションです。各ユーザーには、アクティブ・メッ
セージなどのメッセージやワークフローを含むメールボックスが割り当てられます。

エンタープライズ・サーバー JD Edwards EnterpriseOneのデータベースとロジックを格納するサーバーです。
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ESB（Enterprise Service Bus） イベント駆動型のXMLベースのメッセージング・フレームワーク（バス）を使用して
サービス指向アーキテクチャを有効にする、Webサービス標準に準拠したミドル
ウェア・インフラストラクチャ製品またはテクノロジです。

EnterpriseOne管理者 EnterpriseOne管理システムの担当者です。

EnterpriseOne資格証明 EnterpriseOneユーザーの検証に使用される、ユーザーID、パスワード、環境お
よびロールです。

EnterpriseOneオブジェクト アプリケーションのビルドに使用される再利用可能なコードです。オブジェクト
のタイプには、テーブル、フォーム、ビジネス関数、データ辞書項目、バッチ
処理、ビジネス・ビュー、イベント・ルール、バージョン、データ構造体、メ
ディア・オブジェクトなどがあります。

EnterpriseOne開発クライアント 以前は"ファット・クライアント"と呼ばれていた、Microsoft Windowsのクライアント
および設計ツールを含む、EnterpriseOneアーティファクトの開発に必要なインス
トール済EnterpriseOneコンポーネントのコレクションです。

EnterpriseOne拡張機能 EnterpriseOne固有の、JDeveloperのコンポーネント（プラグイン）です。
JDeveloperウィザードは、拡張機能の具体例の1つです。

EnterpriseOneプロセス JD Edwards EnterpriseOneクライアントおよびサーバーで、プロセス・リクエストの
処理とトランザクションの実行を可能にするソフトウェア・プロセスです。クライア
ントでは1つのプロセスが実行され、サーバーでは1つのプロセスの複数の
インスタンスを処理できます。JD Edwards EnterpriseOneプロセスを、ワークフ
ロー・メッセージやデータ・レプリケーションなど特定のタスク専用のプロセス
に指定することで、サーバーが大量のタスクを処理している場合でも重要な
プロセスの実行を確保できます。

EnterpriseOneリソース 権限を持つユーザーに限定された、EnterpriseOneのテーブル、メタデータ、ビジ
ネス関数、辞書情報またはその他の情報です。

環境ワークベンチ インストール・ワークベンチ・プロセスの実行時に、環境情報および各環境のオブ
ジェクト構成マネージャ・テーブルを、プランナ・データ・ソースからシステム・リ
リース番号のデータ・ソースにコピーするアプリケーションです。コピーされたデー
タを反映するため、環境プラン詳細レコードも更新されます。

エスカレーション・モニター 処理待ちのリクエストやアクティビティを監視し、それらが非アクティブの状態の
まま指定した時間が経過した場合に、再実行するか、または次のステップや
ユーザーに処理を進めるバッチ・プロセスです。

イベント・ルール フォームの入力や、フィールド間の移動など、特定のアプリケーションで実行さ
れた操作に基づいて処理（複数可）の実行をシステムに指示する論理ス
テートメントです。

明示的トランザクション ビジネス・サービス開発者がビジネス・サービス内のトランザクション境界のタ
イプ（自動または手動）および範囲を明示的に制御する際に使用されるトラ
ンザクションです。

公開されたメソッド/値オ
ブジェクト

公開インターフェイスの一部である、公開ビジネス・サービスのソース・ファイルま
たはその一部です。顧客との契約の一部でもあります。

施設、事業所 原価のトラッキングの対象となる業務単位の1つです。たとえば、倉庫所在地、
ジョブ、プロジェクト、ワーク・センター、事業所などがあります。"ビジネスユ
ニット"と呼ばれる場合もあります。

略式コマンド 特定のコマンドを使用することで、メニューやアプリケーション間を迅速に移動で
きるコマンド・プロンプト機能です。

ファイル・サーバー ネットワーク上で他のコンピュータからアクセスされるファイルを保存するサーバー
です。リモート・ディスク・ドライブとしてユーザーに表示されるディスク・サーバー
とは異なり、ファイル・サーバーには、単にファイルを保存するだけではなく、ネッ
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トワーク・ユーザーがファイルをリクエストしたりファイルを更新した場合に、それ
らの要求を整理してファイルを管理するための高度な機能が備えられています。

最終モード データ・レコードの更新や作成を行うプログラムの処理モードの1つです。

基盤 実行時にビジネス・サービスを実行するためにアクセス可能にする必要のあ
るフレームワークです。例として、Java ConnectorおよびJDBjがあげられま
す（この他にもあります）。

FTPサーバー FTP（ファイル転送プロトコル）を通じてファイルへのリクエストに応答す
るサーバーです。

見出し情報 テーブルやフォームの先頭に表示される情報です。見出し情報を使用して、付随
するレコード・グループの制御情報が識別または提供されます。

HTTPアダプタ 特定のURLを指定したGET、POST、PUT、DELETE、TRACE、HEADおよび
OPTIONSなどの基本HTTP操作に使用される、サービスの汎用セットです。

インスタンス化 "作成する"という意味のJava用語です。クラスがインスタンス化されると、新
しいインスタンスが作成されます。

統合開発者 EnterpriseOneビジネス・サービスを開発、実行およびデバッグする、システムの
ユーザーです。統合開発者は、EnterpriseOneビジネス・サービスを使用してその
ようなコンポーネントを開発します。

インテグレーション・ポイント（IP） ドキュメント・レベルのインターフェイスを公開する、EnterpriseOneの以前の実装
におけるビジネス・ロジックです。このタイプのロジックは、XBPと呼ばれていまし
た。EnterpriseOne 8.11では、webMethodsのサポートにより、IPがWebサービ
スゲートウェイに実装されました。

インテグレーション・サーバー コンピュータが内部および外部のネットワークで接続されたシステム環境で、異
なるオペレーティング・システムやアプリケーション間でのデータの交換を行うた
めの機能を提供するサーバーです。

整合性テスト データの整合性を維持するための社内プロセスを補強するプロセスで、貸借が
一致していないデータや矛盾のあるデータの検出と報告を行います。

インターフェイス・テーブル "Zテーブル"の説明を参照してください。

内部メソッド/値オブジェクト 公開インターフェイスの一部ではない、ビジネス・サービスのソース・ファイルまた
はその一部です。privateメソッドまたはprotectedメソッドがこれに相当するといえま
す。publishedメソッドで使用されない値オブジェクトもこれに相当するといえます。

インタオペラビリティ・モデル サード・パーティ・システムからJD Edwards EnterpriseOneへの接続やアクセス
を行うための機能です。

エラー表示の有効化 JD Edwards EnterpriseOneにおけるフォーム・レベルのプロパティで、有効にする
と、アプリケーション・エラーが発生した場合にエラー・メッセージがフォーム上
に表示されます。

IServerサービス Webサーバーに常駐するインターネット・サーバーサービスで、データベースから
クライアントへのJavaクラスのファイル配信を高速化するために使用されます。

代替ラベル 代替的なデータ辞書項目のラベルで、使用されているオブジェクトの製品コード
に基づいてJD Edwards EnterpriseOneアプリケーションに表示されます。

Javaアプリケーション・サーバー サーバー中心のアーキテクチャの中間層に置かれるコンポーネント・ベースの
サーバーです。このサーバーは、データのアクセスや永続性とともに、セキュリ
ティとステータスの管理を行うためのミドルウェア・サービスを提供します。

JDBNET 異種サーバー間でのデータ・アクセスを実現するためのデータベース・ド
ライバです。
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JDEBASEデータベース・ミ
ドルウェア

JD Edwards EnterpriseOne独自のデータベース・ミドルウェア・パッケージで、プラッ
トフォームに依存しないAPIとクライアント/サーバー間のアクセスを提供します。

JDECallObject ビジネス関数から他のビジネス関数を呼び出すためのAPIです。

jde.ini JD Edwards EnterpriseOneの初期設定に必要なランタイム設定を提供するJD
Edwards EnterpriseOneファイル（またはiSeries用のメンバー）です。JD Edwards
EnterpriseOneを実行する各マシンごとに、ファイルまたはメンバーの特定
バージョンを常駐させる必要があります。これには、ワークステーションと
サーバーも含まれます。

JDEIPC サーバーコードによって使用される通信プログラミング・ツールであり、マルチプ
ロセス環境における同一データへのアクセス制御、プロセス間の通信と調整、
新規プロセスの作成を行います。

jde.log JD Edwards EnterpriseOneの主要な診断ログ・ファイルです。このファイルは常に
主ドライブのルート・ディレクトリに置かれ、JD Edwards EnterpriseOneの起動以
降の状況とエラー・メッセージが書き込まれます。

JDENET JD Edwards EnterpriseOne独自の通信ミドルウェア・パッケージで、ピア・ツーピ
ア、メッセージ・ベース、ソケット・ベースのマルチプロセス通信用のミドルウェア・
ソリューションです。JD Edwards EnterpriseOneのすべてのサポート対象プラット
フォームでクライアント/サーバー間、サーバー/サーバー間の通信を処理します。

JDeveloperプロジェクト JDeveloperでソース・ファイルのカテゴリ化およびコンパイルに使用されるアー
ティファクトです。

JDeveloperワークスペース JDeveloperでプロジェクト・ファイルの編成に使用されるアーティファクトです。1つ
以上のプロジェクト・ファイルがここに配置されます。

JMSキュー ポイントツーポイントのメッセージングに使用されるJavaメッセージング・サー
ビス・キューです。

リスナー・サービス HTTP経由でXMLメッセージをリスニングするリスナーです。

ローカル・リポジトリ ビジネス・サービス・アーティファクトの格納に使用される、開発者のローカ
ル開発環境です。

ローカルのスタンドアロン
BPEL/ESBサーバー

アプリケーション・サーバーにインストールされていない、スタンドアロン
BPEL/ESBサーバーです。

ロケーション・ワークベンチ インストール・ワークベンチ・プロセスの実行時に、インストール・プランに定義さ
れたすべてのロケーションを、プランナ・データ・ソースの保管場所マスターから
システム・データ・ソースにコピーするアプリケーションです。

ロジック・サーバー アプリケーション・プログラムにビジネス・ロジックを提供する、分散ネットワーク
内のサーバーです。典型的なコンフィギュレーションでは、プリスティン・オブジェ
クトがセントラル・サーバーからロジック・サーバーに複製されます。JD Edwards
EnterpriseOneソフトウェアの実行時に、ロジック・サーバーでは、ワークステー
ションと連動して、必要な処理が実際に実行されます。

差し込み印刷ワークベンチ 業務文書を自動的に印刷するため、Microsoft Word 6.0またはそれ以上のバー
ジョンの文書とJD Edwards EnterpriseOneのレコードをマージするアプリケー
ションです。たとえば、雇用の証明に関する文書を印刷する際に、差し込み印
刷ワークベンチを使用できます。

手動コミット・トランザクション コミットがコールされるまで、すべてのデータベース操作によるデータベースへ
の書込みが遅延されるデータベース接続です。

マスター・ビジネス関数（MBF） データベース内の情報の追加、変更、更新を担う中心のロケーションとして機能
する対話型のマスター・ファイルです。マスター・ビジネス関数によって、データ入
力フォームと該当するテーブル間でのデータの交換が行われます。マスター関数
によって、すべての必要なデフォルト値と編集ルールを含む関数の共通セット
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が、関連するプログラムに提供されます。MBFには、データベースの情報を追
加、更新、削除する際の整合性を確保するロジックが含まれています。

マスター・テーブル "パブリッシュ済テーブル"の説明を参照してください。

照合伝票 取引を完了または変更するために、当初伝票と関連付けられる伝票です。たと
えば、JD Edwards EnterpriseOne Financial Managementでは、入金が請求書の照
合伝票に、支払が支払伝票の照合伝票になります。

メディア・ストレージ・オブジェクト Gxxx、xxxGT、またはGTxxxのいずれかの命名規則を使用するファイルで、テー
ブルの形で分類されていないオブジェクトです。

メッセージ・センター 発信側のアプリケーションやユーザーに関係なく、システム生成メッセージとユー
ザー作成メッセージを含むすべてのJD Edwards EnterpriseOneメッセージの送
受信を行うための中心となるロケーションです。

メッセージング・アダプタ サード・パーティ・システムからJD Edwards EnterpriseOneに接続し、メッセージ・
キューを使用してデータの交換を行うためのインタオペラビリティ・モデルです。

メッセージング・サーバー メッセージングAPIを使用して、他のプログラムで使用するために送信されたメッ
セージを処理するサーバーです。メッセージング・サーバーには、通常、関数を実
行するためのミドルウェア・プログラムが配備されます。

中間層BPEL/ESBサーバー アプリケーション・サーバーにインストールされたBPEL/ESBサーバーです。

監視アプリケーション 管理者が各種EntepriseOneサーバーの統計情報を取得し、統計をリセットしたり
通知を設定したりできる、EnterpriseOneのツールです。

ネームド・イベント・ルール
（NER）

カプセル化された再利用可能なビジネス・ロジックです。C言語ではなく、イベン
ト・ルールを使用して作成されます。NERは、ビジネス関数イベント・ルールとも呼
ばれます。NERは、複数のプログラムによって、複数の場所で繰り返し使用でき
ます。このようなモジュール方式での提供によって、コードの合理性や再利用
性が高まり、必要な作業がより少なくなります。

Nota Fiscal ブラジルでは、税務処理のためにすべての商取引についてこの書式を作成し、
税法で指定された情報を含めることが義務付けられています。

Nota Fiscal Factura ブラジルで使用する書式です。伝票情報を伴う"Nota Fiscal"です。

"Nota Fiscal"の説明も参照してください。

オブジェクト構成マネージャ
（OCM）

JD Edwards EnterpriseOneでは、ランタイム環境で使用されるオブジェクトのリク
エスト・ブローカーおよび制御センターとして機能します。OCMによって、ビジネス
関数、データ、バッチ・アプリケーションのランタイム・ロケーションが追跡されま
す。これらのオブジェクトのいずれかが呼び出されると、OCMでは、指定された環
境/ユーザーのデフォルト値と一時変更情報に基づいて、そのオブジェクトにア
クセスするためのロケーションが特定されます。

オブジェクト・ライブラリアン アプリケーションのビルドに繰り返し使用できるすべてのバージョン、アプリケー
ション、ビジネス関数のリポジトリです。オブジェクト・ライブラリアンによって、開
発者にチェックアウト機能とチェックイン機能が提供されます。また、JD Edwards
EnterpriseOneオブジェクトの作成、変更、使用も管理されます。オブジェクト・ライ
ブラリアンは、稼働環境や開発環境など複数の環境に対応しているため、異な
る環境間でオブジェクトを簡単に移動できます。

オブジェクト・ライブラリアン
のマージ

これまでのリリースでオブジェクト・ライブラリアンに加えられたすべての変更を、
新規リリースのオブジェクト・ライブラリアンに統合する処理です。

オープン・データ・アクセス
（ODA）

データの集計とレポート作成のために、SQLステートメントを使用してJD Edwards
EnterpriseOneのデータを抽出できるインタオペラビリティ・モデルです。
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出力ストリーム・アクセス（OSA） JD Edwards EnterpriseOneのインターフェイスを設定し、別のソフトウェア・
パッケージ（Microsoft Excelなど）にデータを渡して処理を実行するためのイ
ンタオペラビリティ・モデルです。

パッケージ JD Edwards EnterpriseOneオブジェクトは、デプロイメント・サーバーからパッケー
ジとしてワークステーションにインストールされます。パッケージには、部品表や
キットなどのように、各ワークステーションに必要なオブジェクトが含まれます。さ
らに、デプロイメント・サーバー上でのオブジェクトの位置が示されるため、インス
トール・プログラムがそれらのオブジェクトを検出できるようになっています。
パッケージは、ある時点におけるデプロイメント・サーバー上のセントラル・オ
ブジェクトを示すスナップ・ショットでもあります。

パッケージ・ビルド 既存ユーザーに対し、ソフトウェアの変更や新規アプリケーションの反映を容易
に行うためのソフトウェア・アプリケーションです。また、JD Edwards EnterpriseOne
では、パッケージ・ビルドとは、ソフトウェアのコンパイル済バージョンを指す場合
もあります。たとえば、使用しているERPソフトウェアのバージョンをアップグレー
ドする際に、"パッケージ・ビルド"を使用するという場合があります。

"パッケージ・ビルド"という用語は、たとえば次のようにも使用されます「また、
パッケージ・ビルドの間に行われるビジネス関数のグローバル・ビルドには新しい
関数が自動的に含まれるため、デプロイの準備ができるまでビジネス関数を本
稼働パス・コードに含めないでください」。このように、パッケージ・ビルドを作成す
るプロセスが"パッケージ・ビルド"と呼ばれる場合もあります。

パッケージ・ロケーション パッケージとその複製オブジェクトのセットが格納されるディレクトリ構造上の
位置です。通常は、"\\デプロイメント・サーバー\リリース\パス・コード\パッ
ケージ\パッケージ名"になります。このパスの下のサブディレクトリに、パッ
ケージの複製オブジェクトが格納されます。パッケージがビルドまたは格納さ
れる場所を指す場合もあります。

パッケージ・ワークベンチ インストール・ワークベンチ・プロセスの実行時に、パッケージ情報テーブル
を、プランナ・データ・ソースからシステム・リリース番号データ・ソースに
転送するアプリケーションです。処理の結果を反映するため、パッケージ・プ
ラン詳細レコードも更新されます。

パスコード・ディレクトリ EnterpriseOne開発アーティファクトを格納する、EnterpriseOne開発クライアント
上にあるファイル・システムの特定の部分です。

パターン ソフトウェアの設計でよく発生する問題に対し、繰り返して使用される一般的
な解決策です。ビジネス・サービスの開発では、オブジェクトのリレーション
シップとやり取りに重点が置かれます。オーケストレーションでは、統合パター
ン（同期/非同期のリクエスト/レスポンス、パブリッシュ、通知、受信/応答な
ど）に重点が置かれます。

計画ファミリ 設計と製造に類似点があるため、まとめて計画する方が合理的である複数の最
終品目をグループ化する手段です。

優先プロファイル 品目、品目グループ、顧客、および顧客グループについて、ユーザー定義の階
層（順序）に基づいて指定したフィールドのデフォルト値を定義する機能です。

プリント・サーバー ネットワークとプリンタ間のインターフェイスであり、ネットワーク・クライアントはこ
のインターフェイスを介してプリンタに接続し、印刷ジョブを送信します。コン
ピュータ、独立したハードウェア・デバイス、またはプリンタ内部のハードウェアの
どれでも、プリンタ・サーバーとして使用できます。

プリスティン環境 JD Edwards EnterpriseOneのデモ・データを使用した未変更オブジェクトのテ
ストに使用するJD Edwards EnterpriseOne環境です。研修環境としても使用さ
れます。変更したオブジェクトと変更前のオブジェクトを比較するには、この
環境が必要になります。

処理オプション バッチ・プログラムやレポートの実行を制御するパラメータをユーザーが指定す
るためのデータ構造です。たとえば、処理オプションを使用して、特定のフィール

188 Copyright © 2003, 2008, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.



用語一覧

ドのデフォルト値の指定、情報の表示および印刷の方法、日付範囲の指定、プロ
グラムの実行を制御するランタイム値の入力などを行います。

本稼働用環境 ユーザーがJD Edwards EnterpriseOneソフトウェアを実際に使用するJD Edwards
EnterpriseOne環境です。

本稼働レベルのファイル・
サーバー

品質が保証され商品化されたファイル・サーバーで、通常はユーザーサポー
ト・サービスとともに提供されます。

本稼働公開ビジネス・サービ
スのWebサービス

本稼働アプリケーション・サーバーにデプロイされた、公開ビジネス・サー
ビスのWebサービスです。

プログラム一時修正（PTF） JD Edwards EnterpriseOneソフトウェアに加えられた変更で、磁気テープやディス
クの形式でユーザー企業に提供されます。

プロジェクト JD Edwards EnterpriseOneでは、オブジェクト管理ワークベンチで開発された
オブジェクトのための仮想コンテナを指します。

プロモーション・パス ワークフロー内におけるオブジェクトやプロジェクトの進捗状況を示すパスです。
標準的なプロモーション・サイクル（パス）は次のとおりです。

11>21>26>28>38>01

このパスでは、11は検討待ちの新規プロジェクト、21はプログラミング、26は品質
管理テスト/検討、28は品質管理テスト/検討の完了、38は本稼働、01はサイク
ルの完了をそれぞれ表します。たとえば標準的なプロジェクト・プロモーション・サ
イクルで、開発者は、開発（プログラミング）のパス・コードからチェックアウトした
オブジェクトをチェックインして戻したら、それらのオブジェクトをプロトタイプ
（テスト）のパス・コードに進めます。すべての作業が終了したオブジェクトは、
完了の前に本稼働のパス・コードに移されます。

プロキシ・サーバー 企業がセキュリティ管理、管理統制、サービスのキャッシュ化を確実に行う
ことができるように、ワークステーションとインターネットの間で防壁として
機能するサーバーです。

公開ビジネス・サービス EnterpriseOneのサービス・レベルのロジックおよびインターフェイスです。公開
ビジネス・サービスに分類されている場合、外部（EnterpriseOne以外）のシス
テムに公開する意図があることを示しています。

公開ビジネス・サービス識別
情報

関係のある承認レコードの特定に使用される、公開ビジネス・サービスに関す
る情報です。公開ビジネス・サービスとメソッド名、公開ビジネス・サービスの
み、または*ALLが使用されます。

公開ビジネス・サービスのWeb
サービス

J2EE Webサービスとしてパッケージされた、公開ビジネス・サービスのコンポーネ
ント（つまり、ビジネス・サービス・クラス、ビジネス・サービス基盤、構成ファイル
およびWebサービス・アーティファクトを格納したJ2EE EARファイル）です。

パブリッシュ済テーブル マスター・テーブルとも呼ばれ、他のマシンにレプリケートされる元のテーブルで
す。パブリッシャ・マシンに格納されるF98DRPUBテーブルにより、企業内のすべ
てのパブリッシュ済テーブルと関連するパブリッシャが識別されます。

パブリッシャ パブリッシュされたテーブルを扱うサーバーです。F98DRPUBテーブルで
は、企業内のすべてのパブリッシュ済テーブルと関連するパブリッシャの識
別が行われます。

プル・レプリケーション JD Edwards EnterpriseOneでデータを個別のワークステーションにレプリケートす
る方法の1つです。レプリケート先のマシンは、JD Edwards EnterpriseOneのデー
タ・レプリケーション・ツールを使用して、プル・サブスクライバとしてセットアップさ
れます。プル・サブスクライバが情報を要求した場合にのみ、変更、更新、削除
が通知されます。通常は起動時に、プル・サブスクライバからF98DRPCNテーブ
ルが置かれているサーバーに対し、要求がメッセージ形式で送信されます。
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QBE Query by Example（例示照会）の略語です。JD Edwards EnterpriseOneでは、QBE
行は、詳細グリッドの最上段にあり、データのフィルタリングに使用されます。

リアルタイム・イベント 外部システムで使用するためにEnterpriseOneのアプリケーション・ロジックか
らトリガーされるメッセージです。

リフレッシュ 新規リリースやPTF/累積アップデート・リリース（B73.2やB73.2.1など）に問題なく
対応できるように、JD Edwards EnterpriseOneソフトウェアまたはそのサブセット
（テーブルや業務データなど）を修正する機能です。

レプリケーション・サーバー クライアント・マシンへのセントラル・オブジェクトのレプリケーションを扱
うサーバーです。

Rt-Addressing ビジネス・サービス呼出しリクエストのホスト/ポート・ユーザー・セッションを開始
するブラウザ・セッションを特定する一意のデータです。

規則 ツールによって強制されるのではなく、目的の結果を得るため、および指定され
た標準に準拠するために従う必須のガイドラインです。

見積オーダー JD Edwards EnterpriseOne調達管理および外注管理では、仕入先からの品目
情報と価格情報のリクエストを指します。見積オーダーから購買オーダー
を作成できます。

JD Edwards EnterpriseOne受注管理では、まだ発注を行っていない顧客に対する
品目情報と価格情報を指します。

Secure by Default 特定のレコードによってユーザーがオブジェクトの実行権限を持つことが示
されないかぎり、ユーザーがオブジェクトの実行権限を持たないとみなすセ
キュリティ・モデルです。

SSL（Secure Socket Layer） 通信の機密性を提供するセキュリティ・プロトコルです。SSLを使用することで、ク
ライアントとサーバー・アプリケーションは、盗聴、改ざん、なりすましを防ぐように
設計された方法で通信できます。

SEI実装 サービス・エンドポイント・インターフェイス（SEI）を宣言するメソッドを実装す
るJavaクラスです。

選択項目 JD Edwards EnterpriseOneメニューに表示される選択項目は、メニューからアクセ
スできる各機能を表します。選択するには、関連する番号を選択フィールドに
入力して[Enter]キーを押します。

シリアライズ オブジェクトやデータを、格納用の形式またはネットワーク接続リンク上で送受
信できる形式に変換し、必要なときに元のデータやオブジェクトを再作成で
きるプロセスです。

サーバーワークベンチ インストール・ワークベンチ・プロセスの実行時に、サーバー設定ファイルを、
プランナ・データ・ソースからシステム・リリース番号データ・ソースにコピー
するアプリケーションです。コピーされたデータを反映するため、サーバープ
ラン詳細レコードも更新されます。

サービス・エンドポイント・イン
ターフェイス（SEI）

クライアントからのサービスの呼出しを可能にするメソッドを宣言するJavaイン
ターフェイスです。

SOA Service Oriented Architectureの略語です。

ソフトコーディング 指定されたプロセスの実行に影響するサイト固有の変数を管理者が操作でき
るコーディング技術です。

ソース・リポジトリ HTTPアダプタおよびリスナー・サービス開発環境アーティファクト用のリポジト
リです。

スポット・レート 取引レベルで入力される為替レートです。このレートは、2つの通貨の間に設定さ
れている為替レートより優先して使用されます。
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スペックのマージ オブジェクト・ライブラリアン、バージョン・リスト、およびセントラル・オブジェクトの
3つのマージで構成されるマージ処理です。この機能を使用して、顧客が変更し
たデータを新規リリースのデータに統合できます。

スペック JD Edwards EnterpriseOneオブジェクトを完全に記述したものです。各オブ
ジェクトには、アプリケーションのビルドに使用される固有のスペックまたは
名前があります。

スペック・テーブル・マージ・
ワークベンチ

インストール・ワークベンチ・プロセスの実行時に、スペック・テーブルを更新する
ためのバッチ・アプリケーションを実行するアプリケーションです。

SSL証明書 ユーザー名およびそのユーザーの公開鍵が記載された、認証局が署名した特別
なメッセージです。メッセージが認証局によって正規に署名されたことを誰もが確
認でき、そのためユーザーの公開鍵に対する信用が強化されます。

オフライン処理 サーバーに接続していないユーザーがトランザクションを入力し、後でサーバー
に接続して、入力したトランザクションをアップロードできる処理モードです。

サブスクライバ・テーブル F98DRSUBテーブルを指します。このテーブルは、F98DRPUBテーブルとともにパ
ブリッシャ・サーバーに置かれ、各パブリッシュ済テーブルに対するすべての
サブスクライバ・マシンの識別に使用されます。

スーパークラス クラスは何かのインスタンスであり、それをさらに詳細にしたものであるとい
う、Java言語の継承についての概念です。たとえば、木は樫や楡のスーパー
クラスであるといえます。

補足データ マスター・テーブルで管理されないすべての情報を指します。通常、補足データと
して、従業員、応募者、購買要求、職務（従業員の技能、取得学位、語学力など）
に関する情報があります。補足データを使用することにより、実質的に組織で
必要となるすべての情報を追跡管理できます。

たとえば、標準のマスター・テーブル（住所録マスター、顧客マスター、仕入
先マスター）とは別に、それらのテーブルでは管理されない情報を汎用デー
タベースで管理します。汎用データベースを使用することで、JD Edwards
EnterpriseOneシステム全体にわたって、標準的な方法で補足データの入力と管
理を行うことができます。

テーブル・アクセス管理（TAM） ユーザー定義データの保存と取得を行うJD Edwards EnterpriseOneコンポーネン
トです。TAMには、データ辞書定義、アプリケーション/レポートのスペック、イベ
ント・ルール、テーブル定義、ビジネス関数入力パラメータ、ライブラリ情報など
の情報と、アプリケーション、レポート、ビジネス関数を実行するためのデー
タ構造体の定義が保存されます。

テーブル変換ディレクタ JD Edwards EnterpriseOneと、JD Edwards EnterpriseOne以外のテーブルを使
用するサード・パーティ・システムとの間で、データ交換を行うためのインタオ
ペラビリティ・モデルです。

テーブル変換 JD Edwards EnterpriseOneと、JD Edwards EnterpriseOne以外のテーブルを使
用するサード・パーティ・システムとの間で、データ交換を行うためのインタオ
ペラビリティ・モデルです。

テーブル・イベント・ルール データベース・トリガーに添付されるロジックで、トリガーに指定されたアクション
がテーブルに対して発生した場合に起動します。JD Edwards EnterpriseOneで
は、イベント・ルールをアプリケーションのイベントに添付できますが、この機能は
アプリケーション固有になります。テーブル・イベント・ルールでは、テーブル・レ
ベルで埋込みロジックを提供します。

ターミナル・サーバー このサーバーを使用して、端末、マイクロコンピュータ、その他の機器を、ネッ
トワーク/ホスト・コンピュータ、または特定のコンピュータに取り付けられた
デバイスに接続できます。

3ステップ処理 JD Edwards EnterpriseOneでのバッチ・トランザクションの入力、検討と承認、転
記、という3種類のタスクを指します。
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3方向伝票照合 JD Edwards EnterpriseOne調達管理および外注管理で、仕入先からの請求書と
入荷情報を比較して伝票を作成するプロセスです。3方向照合では、入荷レコー
ドに基づいて伝票を作成します。

トランザクション処理（TP）モ
ニター

ローカル端末およびリモート端末と、それらを設定したアプリケーションの間での
データ交換を制御するモニター機能です。また、分散環境でのデータの整合性も
確認します。TPモニターには、通常、データの検証と端末画面のフォーマット
を行うプログラムが含まれます。

トランザクション処理方法 手動コミットのトランザクション境界の管理に関する方法です（開始、コミット、
ロールバック、取消など）。

トランザクション・セット 複数のセグメントで構成されている電子的業務トランザクション（電子デー
タ交換の標準ドキュメント）です。

トリガー データ辞書項目ごとに定義される複数のイベントの1つです。イベントの発生時に
システム内で自動的に処理されるロジックをデータ辞書項目に添付できます。

トリガーイベント 特殊なアクションが必須であるか、または結果アクションが定義済の特定の
ワークフロー・イベントです。

2方向認証 クライアントとサーバーがSSL証明書を互いに提供することで相互に認証し
あう認証メカニズムです。

2方向伝票照合 JD Edwards EnterpriseOne調達管理および外注管理で、購買オーダーの明細
行と仕入先の請求書を比較して伝票を作成するプロセスです。入荷情報は
記録されません。

ユーザー識別情報 ユーザーID、ロールまたは*publicです。

ユーザー一時変更のマージ 新規のユーザー一時変更レコードを、顧客が使用しているユーザー一時変
更テーブルに追加する処理です。

値オブジェクト データ構造がデータを渡すのとよく似たように入力/出力データを保持するソー
ス・ファイルの特定のタイプです。値オブジェクトは、公開（公開ビジネス・サービ
スで使用）か内部か、および入力か出力かを指定できます。値オブジェクトは、単
純な要素および複雑な要素と、要素に対する付属情報から構成されます。

差異 JD Edwards EnterpriseOneキャピタル・アセット・マネジメントでは、1つの設備で発
生した収益と、その設備に関連して発生した費用の差を意味します。

JD Edwards EnterpriseOneプロジェクト原価管理とJD Edwards EnterpriseOne製
造管理では、同じ品目に対する2つの原価計算方式の間に生じる差異を意
味します。たとえば、凍結標準原価と現行原価の差として設計差異が生じま
す。凍結標準原価は原価要素テーブルから取得され、現行原価は資材、工
程、間接費の各レートを使用して計算されます。

公開ビジネス・サービスのバー
ジョニング

既存の機能/インターフェイスを変更せずに、他の機能/インターフェイスを公開
ビジネス・サービスに追加することです。

バージョン・リストのマージ バージョン・リストのマージを実行すると、新規リリースで有効なオブジェクト
について、非XJDEおよび非ZJDEバージョンのスペックとその処理オプショ
ン・データが維持されます。

ビジュアル・アシスト ユーザーが各コントロールに属する有効なデータを判別できるように、コントロー
ルからトリガーを介して起動できるフォームです。

用語一時変更 特定のJD Edwards EnterpriseOneフォームやレポートに表示される、データ
辞書項目の代替的なラベルです。

wchar_t ワイド文字の内部タイプです。国際市場向けの移植可能プログラムの記
述に使用します。
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Webアプリケーション・サーバー Webアプリケーションと、電子商取引に使用されているバックエンド・システムおよ
びデータベースとの間で、データ交換を可能にするWebサーバーです。

Webサーバー ブラウザから送信されたリクエストに応じて、TCP/IPプロトコルを使用して情報を
送信するサーバーです。Webサーバーでは、ブラウザからのリクエストに応じるだ
けでなく、アプリケーションやデータの格納など、通常のサーバーが行うあらゆる
タスクを処理できます。どのコンピュータでも、サーバーソフトウェアをインストー
ルし、インターネットに接続すれば、Webサーバーとして使用できます。

WSDL（Web Service Description
Language）

ネットワーク・サービスを記述するXML形式です。

WSIL（Web Service Inspection
Language）

使用可能なサービスのサイトの検出を支援するXML形式、および検出に関
連する情報の作成方法を示す一連の規則です。

Webサービス・プロキシ基盤 WAS上でWebサービスを使用するためにビジネス・サービス・サーバー・アーティ
ファクトに含める必要のある、Webサービス・プロキシの基盤となるクラスです。

Webサービス・ソフトコーディン
グ・レコード

Webサービス・プロキシの構成に使用する値が記述されたXMLドキュメントで
す。このドキュメントは、エンドポイントを特定し、条件付きでセキュリティ
情報を含みます。

Webサービス・ソフトコーディン
グ・テンプレート

ソフトコーディングされたレコードの構造を提供するXMLドキュメントです。

WHERE句 データベース操作の対象となるレコードを指定する、データベース操作の
一部分です。

Windowsターミナル・サーバー マルチ・ユーザー機能を持つサーバーで、単体ではWindowsソフトウェアを実行
できない端末や最小限構成のコンピュータでも、このサーバーに接続することに
より、Windowsアプリケーションを使用できます。すべてのクライアント処理は、
Windowsターミナル・サーバーで集中的に実行されます。画面表示、キー入力、
およびマウス操作のコマンドのみが、ネットワーク経由でクライアントの端末
機器とターミナル・サーバー間で転送されます。

ウィザード JDeveloperの拡張機能の1つで、一連のステップを順を追って説明します。

ワークベンチ 関連のあるプログラムのグループに対して、1つのエントリ・ポイントからアクセス
することを可能にするプログラムです。通常、ワークベンチからアクセスするプロ
グラムは、大規模な業務プロセスに使用されています。たとえば、JD Edwards
EnterpriseOne給与計算サイクル・ワークベンチ（P07210）を使用して、給与の
計算、支給レポートの印刷、給与レポートの作成、仕訳入力の作成、給与履
歴の更新に使用されるすべてのプログラムにアクセスできます。JD Edwards
EnterpriseOneには、サービス管理ワークベンチ（P90CD020）、ライン・スケジュー
リング・ワークベンチ（P3153）、計画ワークベンチ（P13700）、監査人ワークベンチ
（P09E115）、給与計算サイクル・ワークベンチなどが用意されています。

作業日カレンダ JD Edwards EnterpriseOne製造管理で、計画の作成に使用されるカレンダです。こ
のカレンダには作業日のみが列挙されるので、実際に稼働可能な日数に基づい
て構成品と作業オーダーのスケジュールを設定できます。作業日カレンダは、計
画カレンダ、製造カレンダ、または製造現場カレンダと呼ばれる場合もあります。

ワークフロー ビジネス・プロセスの一部または全体の自動化を意味します。自動化された
プロセス（ワークフロー）では、ドキュメント、情報、タスクが、指定された手順
に従ってユーザーからユーザーへ渡されます。

ワークグループ・サーバー マスター・ネットワーク・サーバーからレプリケートされたデータのサブセットが通
常置かれるサーバーです。ワークグループ・サーバーでは、アプリケーション
やバッチ処理は実行されません。

XAPIイベント システム・コールを使用してJD Edwards EnterpriseOneのトランザクションを発
生時に取得し、特定のトランザクションが発生した場合に、通知を要求した
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サード・パーティ・ソフトウェア、エンドユーザー、およびその他のJD Edwards
EnterpriseOneシステムを呼び出すサービスです。

XML CallObject ビジネス関数の呼び出しを行うためのインタオペラビリティ機能です。

XMLディスパッチ JD Edwards EnterpriseOneで応答として受信するすべてのXMLドキュメントに対し
て、単一のエントリ・ポイントを提供するインタオペラビリティ機能です。

XMLリスト JD Edwards EnterpriseOneデータベース情報を、チャンク単位でリクエストおよび
受信することを可能にするインタオペラビリティ機能です。

XMLサービス JD Edwards EnterpriseOneシステムからイベントをリクエストし、別のJD Edwards
EnterpriseOneシステムから応答を受信するためのインタオペラビリティ機能です。

XMLトランザクション 事前に定義されたトランザクション・タイプを使用して、JD Edwards EnterpriseOne
にデータをリクエストしたり、JD Edwards EnterpriseOneからデータを受信するた
めのインタオペラビリティ機能です。XMLトランザクションでは、インターフェイ
ス・テーブル機能が使用されます。

XMLトランザクション・サービ
ス（XTS）

JD Edwards EnterpriseOneのフォーマットではないXMLドキュメントを、JD Edwards
EnterpriseOneで処理可能なフォーマットに変換するサービスです。変換されたド
キュメントに対する応答は、発信元（変換前）のXMLフォーマットに変換されます。

Zイベント インターフェイス・テーブル機能を使用してJD Edwards EnterpriseOneトランザク
ションを取得し、特定のトランザクションが発生した場合に、通知を要求した
サード・パーティ・ソフトウェア、エンドユーザー、およびその他のJD Edwards
EnterpriseOneシステムに通知するサービスです。

Zテーブル JD Edwards EnterpriseOne以外のデータを保存し、JD Edwards EnterpriseOne用
に変換できるワークテーブルです。JD Edwards EnterpriseOneデータの取得
にもZテーブルを使用できます。Zテーブルはインターフェイス・テーブルとも
呼ばれます。

Zトランザクション JD Edwards EnterpriseOneデータベースで更新できるよう、インターフェイス・テー
ブルで正しくフォーマットされたサード・パーティのデータです。
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